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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　戦場の記憶







　遠くで、パン、と空気を震ふるわすような音がする。この救護所に来てすぐの頃ころには、その音が何なのか分からなかった。だが、今なら分かる。ともすると気の抜ぬけてしまいそうなほど軽い破は裂れつ音は、この世で何よりも重いはずの命が潰ついえた音だった。

「誰だれかが銃じゆうを撃うってる」

　八歳のケイトは息を詰つめ、隣となりに座っている男性に身を寄せていた。

「ああ。負傷者が、またここに運ばれてくるかもしれない」

　ケイトの頭を撫なでながら、オールリッジの救護所を取り仕切っているフォスター医師は、ゆっくりと部屋全体を見回す。ケイト達のいるこの街は、隣りん国ごくアスキスがウェスハバート王国に攻せめてきてから、戦いの最前線となっていた。

　押し殺したようなうめき声と、苦く悶もんの表情。広い部屋いっぱいに、負傷した人々が横たわっている。フォスターの青い瞳ひとみが翳かげった。

　だがすぐに表情を変えて、フォスターはケイトに笑えみを見せる。

「少しでも、ここにやって来る人々の傷が早く癒いえるよう、私も頑がん張ばらないとな」

「……でも、先生だって全然眠ねむってない。少し休まないとダメだよ」

「私は大だい丈じよう夫ぶさ」

　ケイトはもどかしげにフォスターを見上げた。瞳の下には、くっきりと隈くまが浮うかんでいる。

「大丈夫じゃないよ！　先生はもう一いつ生しよう懸けん命めい頑張ってる。……なのに」

　そこで、ふいに前日の記憶がケイトの頭を過よぎった。眉まゆが寄り、唇くちびるを嚙かみしめる。

「あの患かん者じやさん、ひどいよ。『お前に技術がないから、いつまでも痛みが取れないんだ』とか、そんなことばかり言って。薬がないんだもの、仕方ないじゃない……」

　昨夜、腕うでと足を負傷したある患者が、フォスターに対して『無能な医師だ』と怒ど鳴なり散らしたのだ。痛み止めの薬があればいいのだろうが、それはすべて軍人達への手当てに回されていた。横にいたケイトは反論しようとしたが、フォスターに止められる。散々罵ば倒とうされたフォスターは黙だまってその言葉を聞き、「すまない」と頭を下げて、また手当てを続けた。

「今日だって、ずっと先生にひどい言葉ばっかり言ってきたでしょう。もう嫌いやだ、あの人」

　フォスターが、それこそ昼夜を問わずに患者のために奔ほん走そうしているのを知っている。薬を市民の分も分けてくれと、軍にかけ合っているのも知っている。だからこそ、ケイトは罵倒されるフォスターの姿を見て悔くやしかった。救護所の人達すべて、早く傷が癒えてほしいと思っている。だがあの患者に対しては、どうしても素す直なおにそう思えない。

　ふんわりと、大きな手がまたケイトの頭を撫でた。

「あの患者さんは、痛みで満足に眠ることもできない。自由に体を動かすことも、今はできない。その辛つらさは、彼だけにしか分からないんだ。それでも、私は彼の痛みに寄り添そいたい」

「ひどいことをたくさん言われても？」

　ケイトが問うと、フォスターは柔やわらかい表情で頷うなずいた。

「どうして、そこまでできるの？」

　休む暇ひまもなく、治ち療りようも薬もすべて優先的に軍に回せという命令の中で、苦しむ市民達を毎日見つめる。助けたいと心を砕くだいても、その本人から役立たずだと罵ののしられる。

「私は、──医師だから」

　フォスターは、決然とした声で言った。

「どんな時でも、どんな人でも、どんな場所であっても。人を癒いやすのが、癒やそうと最善の努力をするのが、医師だからだよ」

　色いろ褪あせてくたびれているはずの白衣が、この時のケイトにはとても眩まぶしく感じられた。

　銃じゆう撃げきと爆ばく音おんが響ひびく救護所の片かた隅すみで聞いた言葉。その言葉は今も、ケイトの胸の中にある。







　一章　小さな訪問者







　広げられた医術書の上に、ガクリと栗くり色いろの髪かみが被かぶさる。

「ダメだケイト。俺はもう死ぬ」

　この世の終わりのような声で呟つぶやいたのは、ノーマンだ。

　同じく医術書を開いてペンを動かしていたケイトは、眉を寄せた。

「何言ってるの？　この間大学でやった健けん康こう診しん断だんでは、どこも異状はなかったんでしょう？」

「体の話をしてるんじゃないんだよっ。今問題にしてるのは心！　俺の心情的にはもう死にそうだって言ってんの！」

「しーっ。ノーマン、声を抑おさえて。ここは図書館よ」

　顔を上げたノーマンの抗こう議ぎを、ケイトは慌あわてて窘たしなめる。

　大学の図書館では、今日も多くの学生達が、それぞれの目的のために過ごしている。ケイト達は図書館でも奥まった所に陣じん取どって、二日後に行われる試験の予習に追われていた。

　自分のいる場所を自覚したのか、ノーマンははっと口元を押さえる。それから、小声で呟いた。

「ったく。お前のその、何でもかんでも言葉通りに受け止めるの、どうにかならないのか？」

「ご、ごめん」

　ケイトがそう言うと、「いや、謝ることないけどさ」とノーマンが頭を搔かく。それからまた、机に突つっ伏ぷした。

「覚えることありすぎだよ。定期試験でさえ四苦八苦してるのに、三年の最後には総まとめの試験があるんだぜ？　しかも、それに受からなきゃ医師への道が遠のく。俺、ほんと自信ない」

　頭を抱かかえるノーマンの言葉に、ケイトも苦く笑しようしつつ同意する。

　ケイト達は、ウェスハバート王国に唯ゆい一いつある王立大学で、今年医術科の三年生へと進学した。三年生は今まで習ったことをまとめて、しっかりと自分の知識にする年でもある。なぜなら三年生の冬に、今までの座学、実習で学んだことを確かめる試験が行われるのだ。

　そしてその試験は、四年生で行われる病院実習への資格を問う試験でもある。試験に合格できなければ、病院実習へ行くことは許されない。病院実習に行けないということは、医師になることもできないということだった。ゆえに、ケイト達医術科の学生は更さらに勉強に力を入れることになる。三年生になって、容よう赦しやなく新たに覚えなければいけない知識が増えながらも、過去の知識の復習も必要なのだった。

「あー、ダメだ。ケイト、ここ分かるか？」

　愚ぐ痴ちを言いながら何とか踏ふん張って問題を解いていたノーマンが、ケイトに問いかける。ケイトはノーマンの指差す文章を読んで、頷いた。

「これ、確かこの図書館に分かりやすい図版があったはずよ。待ってて。取ってくるから」

　ケイトは席を立つと、医術書関係が揃そろう棚たなに向かった。

　棚には、隙すき間まもないほどびっしりと本が詰つめられている。一番上にある棚に、目当ての本は見つかった。しかしケイトの身長を超こえる高さのために、本にはギリギリ手が届かない。

　──いや。届くかも？

　ケイトは爪つま先さき立だちになって、力いっぱい腕を伸のばした。

「うっ、やっぱり、無理か……」

　その時、ケイトのすぐ横から手が伸びてきて、目当ての本を抜き取った。

「ほら」

　聞き覚えのある声に、ケイトは肩かたを揺ゆらす。本を差し出してきたのは、リオだった。教授に用があると言って、図書館には後から合流することになっていたのだ。

「あ、ありがと」

　ぎこちなく本を受け取るケイトを、銀ぎん縁ぶちの眼鏡越ごしに、緑の瞳が見つめる。

「無理をせずに踏み台を使えよ。お前の背せ丈たけじゃ届かないだろう」

　呆あきれたような声を出されて、普ふ段だんのケイトなら言い返したかもしれない。しかし、今のケイトは「そうね、ごめん」と目を伏ふせて呟くだけだった。

「おい」

「な、なに？」

　早くノーマンの所に戻もどらなければと思うが、リオに呼び止められてしまう。

「最近、お前と全然目が合わないのは、俺の気のせいか？」

　図星をさされ、ケイトは目を泳がせた。ここでしっかりリオの瞳ひとみを見て「気のせいよ」と言えれば誤ご魔ま化かせたかもしれないが、ケイトは反射的に逃にげをうってしまう。

「なるほど。目を合わせたくないほど、俺の存在が不快で耐たえ難がたいと……」

「な、そんなわけないでしょ！」

　思わず顔を上げて反論すれば、リオが口元に人差し指を立てていた。

「静かに。ここは図書館だぞ」

　先ほどケイトがノーマンに注意した言葉をそっくり返されて、ぐっと口を噤つぐむ。

　恨うらめしげにリオを見上げると、溜ため息いきを吐つかれた。

「ようやく目が合ったな」

　ふと、緑の瞳が柔らかく細められる。その優やさしげな雰ふん囲い気きに、ケイトは慌てて顔を逸そらした。

「あ、あのね、リオ。私は別にリオが不快だとか、そんな風に思ってるわけじゃなくて」

「分かってる。ただ、あまりにも目が合わないものだから、冗じよう談だんのひとつも言いたくなったんだよ」

　ケイトは眉まゆを下げた。ケイトだって本当はリオと普ふ通つうに接したいと思っているのだ。実際、二年生の冬までは、こんな事態にはなっていなかった。

　大学二年生の冬。ケイトはこの図書館で、一人の男性を待っていた。

　イーノット・レイズ。ウェスハバート王国南部基地に所属する軍人であり、若い年ねん齢れいには見合わない中ちゆう佐さの地位についている。中佐に階級を上げたのはごく最近で、ある事件を収束させたことが評価されたからだった。

　東部と首都を震しん撼かんさせた、連続殺人事件。イーノットは、この事件の捜そう査さの指揮を任されていた。犯人だったライナス・ベントリーはイーノットの友人であり、彼と軍に深い恨うらみを持っていた。そのために、ケイトと、総司令部の少将を父親に持つエリカ・バートレットが標的にされた。

　エリカはバートレット家の跡あと取とりとして、イーノットとの結けつ婚こんを望んでいた。イーノットとエリカが並んだ姿はとても似合っており、思い出す度たびにケイトの胸は痛む。イーノットの将来を考えても、強力な後ろ盾だてのあるエリカとの結婚が、彼に有利に働くことは分かっている。それでもケイトは、イーノットを好きだという気持ちを消すことはできなかった。

　南部基地で想おもいを告げたケイトに、イーノットは「君に伝えたいことがある」と大学の図書館で会う約束をした。

　だが当日、イーノットが来ることはなく、約束は果たされず終わってしまう。そこに心配したリオが現れ、ケイトは彼から告白されたのだった。

　想像もしていなかったことで、ケイトはどうしていいか分からなかった。返事はしなくていいと言われていたが、だからといって何事もなかったようには振ふる舞まえない。

「まあ、いい」

　黙だまり込むケイトを見つめながら、リオが言った。

「それだけ意識されてるってことだろう？」

　ケイトは顔に血が集中するのを感じた。「そうだ」とも、「そうじゃない」とも言えない。

「お前には悪いけど、俺は今嬉うれしい」

　真正面から告げられる。見ればリオの頰ほおもうっすらと赤くて、やはりケイトは目を逸らしてしまった。

「ノーマンの所に戻ろう」

　照れ隠かくしのように、ケイトの横をすり抜ぬけて、リオは行ってしまう。その姿を追いながら、ケイトは息を吐いた。

　告白をしてから、リオは変わった。言葉と態度で好意を伝えるようになった。だがリオは、ケイトがイーノットを好きだということを知っている。

　忘れろと、リオは言った。あの日約束の場所に来なかったイーノットを、忘れるんだと。

　ケイトは窓の外に視線を移した。初夏の日差しが、図書館全体を明るく照らしている。

　約束の日から今日まで、イーノットから連れん絡らくはなかった。南部基地に出向いても門もん前ぜん払ばらいされ、基地宛あてに手紙を送っても返事はない。

　それは、一体何を意味するのだろうか。連絡が途と絶だえたことこそが、イーノットの言いたいこと？

　突き詰めれば、胸が苦しくなるだけだった。

　──今、何をしてるんだろう？

　中佐。そう呟つぶやいた声は、思った以上に弱々しく響ひびいた。










　東部最大の街、ソールヒル。美しい自然の景観が残り、静かな土と地ち柄がらのおかげで、ここに休きゆう暇かを取りに来る人間も多い。この街はほぼ一年前、連続殺人事件の舞ぶ台たいとなった。しかし現在は犯人も捕つかまっており、街はかつての落ち着きを取り戻している。

「いつまで隠し通せますかね？」

　ソールヒルの大通りを見下ろしながら、サニー・ウィルソン中ちゆう尉いが言った。現在、サニーがいる東部基地からは、ソールヒルの街並みが見える。

　軍服を着き崩くずした姿は、型にはまるのは好きではないというサニーの主張でもある。跳はねた髪かみを整えることもせず、外見にはとことん無む頓とん着ちやくだった。

「外部には漏もらすなと言われていますが、無理な話でしょう」

　そう答えたのは、ローワン・テイ大たい尉いである。サニーと違ちがって、一分の隙すきもなく軍服を着こみ、皺しわひとつ見つけられない。思し慮りよ深ぶかさの滲にじむ黒い瞳が瞬またたき、溜息を吐いた。

「せっかく連続殺人事件も収まって、住民達も普段通りの生活を送っているのに……」

　ロジャー・キーネスト准じゆん尉いが眉を寄せた。すると、目つきが途と端たんに鋭するどくなり、強面こわもての顔にいっそうの迫はく力りよくが増す。子供も、大人の男性ですら怯おびえさせる外見だが、実はとても優しく涙なみだもろい性格だった。現にロジャーの声と言葉には、彼が住民を案じていることが窺うかがえる。

「まさか想像もしてないんじゃない？　ここ東部で、内乱が起こるかもしれないなんて」

　部屋の壁かべに体重を預けて、ティム・ウォーレストン少しよう尉いが飴あめを一ひと粒つぶ口に放ほうった。

　内乱。その言葉に、部屋の空気が張りつめる。しかし、言った本人はまるで気にする素そ振ぶりもなく、幼く可愛かわいらしい顔立ちに楽しそうな笑えみをのせていた。

「ね、中佐」

　ティムの問いかけに、ティムを含ふくめた四人の軍人が、部屋の奥に座る上官に視線を向けた。

「──もはや仮定の話ではなくなった。すでに内乱は起こっている」

　整った容よう貌ぼうはまだ年若いが、纏まとっている威い厳げんは周りの人間の背筋を自然と伸ばさせる。イーノット・レイズ中佐は、特とく徴ちよう的てきな金の瞳で部下達を見つめた。

「襲しゆう撃げき事件が起きた時から、嫌いやな予感はしていましたが……」

　ローワンの言葉に、イーノットも頷うなずいた。

　イーノット達がまたこうして東部基地に集まったきっかけは、昨年の冬に遡さかのぼる。首都から、弾だん薬やくと銃じゆうを積んだ軍用車が東部基地に向かう途と中ちゆう、何者かに襲撃されるという事件が起こった。

　時間はすでに夜で辺りは暗く、雪で視界が悪かった。そこに、突とつ如じよとして二十人ほどの人間が襲おそってきた。弾薬を積んでいた荷台が狙ねらわれ、その場の軍人達は交戦した。しかし、犯人達は恐おそろしいほどの手て際ぎわの良さを見せ、弾薬を積んだ車を一台強ごう奪だつしていったのだった。

　軍が弾薬を奪うばわれる、それは紛まぎれもない失態だった。一刻も早く犯人を見つけ、弾薬を回収しなくてはならない。軍の威い信しんを取り戻すために、調査の指揮を任されたのがイーノットだった。

　軍は極ごく秘ひの任務として、イーノットと部下達を東部基地へと召しよう集しゆうした。事件が外部に漏れるのを恐れた上層部は、イーノット達の行き先を他言しないようにと南部基地に言い含めた。更さらにイーノット達自身にも、外部との接せつ触しよくを控ひかえるよう伝え、すぐに東部基地に来るよう命令したのだった。

『現場を見て、軍人達に話を聞いてみると、犯人達がよく訓練され、能力が高かったことが分かります。見張り、攻こう撃げき、逃とう走そうルートの確保。一人一人が自分の役割をきちんとこなしている。そして気候や時間を考えて練られた計画もよくできています』

　ローワンの分ぶん析せきを聞いて、イーノットは気を引き締しめた。犯人は手ごわく、捜査は長期化するかもしれないと感じたからだ。

　それからイーノット達は、犯人と奪われた弾薬を捜さがし始めるも、捜査は難航していた。

　しかし今から五日前、犯人自ら、弾薬の在り処かを軍に教えてきた。

　総司令部に送られてきた一通の手紙。そこに書かれた内容に、上層部は驚きよう愕がくする。手紙はただちに調べられ、東部基地のイーノットへと送られた。

　イーノットは、覚える程ほどに読み込んだ手紙にもう一度目を通す。




『軍の腐ふ敗はいはすでに手て遅おくれだ。腐くさった根元を絶つには、相応の犠ぎ牲せいが必要である。

　我々は、東部の村ユーロスを占せん拠きよした。

　村は、お前達が使うはずだった弾薬によって守られている。

　村人の命が惜おしければ、「棺ひつぎの手帳」を渡わたせ。

　お前達が隠してきた腐敗のすべてを、白日の下もとに晒さらす時が来た』




　差出人はマイルズ・ブラントという男で、軍はすぐに男の身元を割り出すことができた。マイルズは、革命派のリーダーだったのだ。

　革命派とは、軍が大きな権力を持つことに不満を持つ人々の集まりで、集会を行ったりビラを配って市民に訴うつたえる者もいれば、軍に対して直接行動に出るような過激な者も存在する。

　サニーが、腕うでを組んで考え込みながら言う。

「それにしても、マイルズ・ブラントは革命派の中でも、決して強きよう硬こう手段に訴えるような人間じゃなかったはずですよね？　なんで今、こんな大事を起こしたんでしょう？」

　イーノットも、サニーの指し摘てきしたことはずっと気になっていたことだった。

「確かにマイルズは今まで、一いつ般ぱん市民を巻き込むような大きな事件は起こしていない。革命派の活動としても、軍への批判を主張するのが主で、決して暴力で解決するような人間には見えなかったんだが」

「へえ。中ちゆう佐さはマイルズに会ったことがあるの？」

　イーノットが記き憶おくを浚さらうように目を細めると、ティムが声をかけてくる。

「ああ。昔東部に来た時に、軍人相手に言い争っているマイルズを何度か見たことがある。よくよく聞いてみれば、市民に対して乱暴な振る舞いをした軍人を非難していたらしい。言い分も正論で、手は出さずに言葉で理解してもらえるよう心を砕くだいているようだった」

　大戦の混乱が少しずつ収まってきた頃ころ、軍の権力はすさまじい勢いで国を侵しん蝕しよくしていった。

　大戦に勝利したという喜びと畏い怖ふの念で、国民の軍人を見る目は変わった。軍人達もまた、突如手に入った権力を当たり前のように享きよう受じゆし始める。それは大戦が終しゆう了りようして十年を超こえても、まだ変わることはなかった。それどころか、ますます悪化しているといえる。

　イーノットの言葉に、ロジャーがおずおずと話に入った。

「何だか、マイルズという男はとてもいい人そうに聞こえますが……」

「人ひと柄がらは良かったんだろう。だからこそ、奴やつに付いていきたいと思う人間は多かった。マイルズの率いる革命派は、仲間同士の結束が強い。マイルズを頂点に、指揮系統がしっかりしているんだ。勝手に仲間割れをしてボロを出すような、もろい繫つながりではない」

「やっかいだねえ」

　ティムが笑いながら言う。イーノットは言葉を続けた。

「ああ。そしてマイルズは手紙の通り、村を占拠することに成功した」

　イーノットがローワンに視線を向ける。ローワンは頷き、イーノットが使っている机に地図を広げた。

「ユーロス村は、人口百人程度の小さな村です。村では仕事が少ないため、働き手である男性達は、ソールヒルや周辺の街で職に就つきます。村が襲われたのは昼を回った頃で、革命派に抵てい抗こうできるような若い男性達は皆みな、仕事のために村を出ていました。当然、マイルズ達は村が手て薄うすになる時間帯を狙って襲撃に及およんだのでしょう」

　ローワンは地図に集まるティム達を見回した後、視線を落とした。

「地図を見てください。ユーロス村は四方を切り立った山々に囲まれています。村へは北側の一方からしか入れず、他のルートは切り立った崖がけなどに邪じや魔まされて入ることはできません」

　すらりと伸のびたローワンの指が指し示す事実を聞いて、サニーが唸うなった。

「つまりマイルズ達は、この北側だけを守っていればいいってことか。最少の人数で、効率よく敵を排はい除じよできる」

　その時、黙だまって話を聞いていたロジャーが呟つぶやいた。

「……天然の要よう塞さい」

　その言葉に、イーノットは重々しく頷く。

「ああ。ユーロス村はその地形的利点から、軍も利用価値の高い場所だと目を付けていた」

「攻せめ入るのは簡単じゃないってことだね。しかも、あっちには軍から奪った弾薬があるからねえ。それで村人達の命を握にぎっているわけでしょ？」

　ティムの指摘の通りだった。だからこそ現在、イーノット達はマイルズが占拠したユーロス村を攻めあぐねているのだ。罪のない村人達を無傷で救い出さなければならない。しかし、大勢の村人達を人ひと質じちにとられた中で、村への入り口は一つしかないのだ。正面から切り込んでいけばすぐにマイルズに気付かれ、人質の命が危あやうくなってしまう。

　サニーが地図から顔を上げて言った。

「マイルズの要求は、『棺の手帳』ですよね。総司令部は何と言っているんです？」

「当然要求には応こたえられない、と」

「保身に走る上層部としては、まあ予想通りの回答だね。片かた田舎いなかに住む村人の命くらいでは、手帳と天てん秤びんにもかけられないってわけだ」

　痛つう烈れつなティムの比肉を、窘たしなめる者はいない。

　イーノットは胸むな元もとから、ゆっくりと黒い表紙の手帳を取り出した。

『棺の手帳』。それは軍の不正を調べていたセント・ギーナムという強請ゆすり屋が使っていた手帳だった。セントは自分の手帳に、軍の不ふ祥しよう事じを書き溜ためていた。その情報の信しん頼らい性せいと危険度は、後ろ暗い過去を持つ軍人達を震しん撼かんさせた。そして逆に、軍の転てん覆ぷくを目もく論ろむ革命派にとっては、喉のどから手が出るほど欲しい物となった。軍は自分たちの不正を揉もみ消すため、そして革命派は軍を失しつ墜ついさせるために、『棺の手帳』を求めた。

　その手帳は今、イーノットの手元にある。

　争いの火種となり、たくさんの人間が手に入れたいと願う手帳。表紙の黒色が、どこか禍まが々まがしくイーノットの瞳ひとみに映った。










　図書館での勉強会を終えて、ケイト達は大学の門を出た。

「あー、疲つかれたぁ。うわ、もう真っ暗だな」

　大学の前の道には街灯がつけられており、通行人もまばらだ。ノーマンはきょろきょろと道を見やった後、おもむろに提案した。

「おいリオ。お前、ケイト送っていけよ」

　ケイトははっと顔を上げて、思いきり手を横に振ふった。

「え、い、いいよ！　一人で帰れるし」

「今日はもう時間も遅おそいし、ケイトの家までって人通りもあんまりないだろ？　女一人は危ないって。俺は残念ながら全く逆方向だから無理だけど、リオならケイトの家まで行ってから帰っても、そんなに距きよ離りないしさ」

　にこにこと笑うノーマンが、ちらりとリオに視線を寄よ越こす。リオは目を瞬またたかせると、乱暴な仕草で自分の頭を搔かいた。それから、一呼吸置いて言う。

「送っていく」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、私。心配しなくていいから……」

「俺が、送りたいんだよ」

　リオはぶっきらぼうにそう言い放つと、ケイトの右手をとって歩き出す。

「おー。じゃあまた明日あしたなー」

　間延びしたようなノーマンの声に送り出され、ケイトはリオに引っ張られるまま足を動かした。

　街灯で照らされた道を、ケイトとリオは黙って進む。リオは一言も話さず、だがケイトの手は摑つかんだままだ。

　──あの時も、こんな風に家まで送ってくれた。

　ケイトは、昨年の冬にイーノットと約束をした日のことを思い出していた。イーノットが図書館に現れず、リオに送ってもらった道行きと状じよう況きようはそっくりだった。

　摑まれているケイトの右手が強こわ張ばる。にわかに緊きん張ちようし始めたケイトの動どう揺ようを感じ取ったのか、ふいに前を歩いていたリオが振り返った。

「どうした？」

「あ、あの、手……。自分で歩けるから」

　放してほしい、と言外に伝えると、リオはぎゅっと眉まゆを寄せた。それからまた前を向いて歩き出す。

「いやだ」

　短くきっぱりと断って、いっそう強くケイトの手を握ってくる。ケイトは頰ほおに血が上ってくるのを感じた。

「私、子供じゃないわよ。手を引かれなくても、ちゃんと自分で歩けるから！」

「子供だから手を握ってるわけじゃない。いくら鈍にぶいお前にだって、分かるだろ！」

　怒おこったように言うリオの耳が、赤くなっている。

「……ずっと、繫つなぎたいと思ってたんだよ」

　付け足された言葉を理解した瞬しゆん間かん、握られた手が熱を帯びる。一体どちらの熱なのか、ケイトには分からない。

　──だめだわ。ちゃんと手を放してもらわなくちゃ。

　リオの想おもいに応えることはできない。ならばこんな風に、手を握っていてはいけない。

　ケイトは、繫いだ手を見つめた。触ふれ合ったところから、リオの気持ちが流れ込んでくるようだった。切実なほどしっかり握りしめてくるくせに、ケイトが痛くないように力加減がされている。ケイトの歩ほ幅はばに合わせて、ゆっくり歩いてくれているのも知っていた。

　──自分にも厳しくて、他人にも厳しいけど。ちゃんと優やさしい人だって分かってる。

　リオはケイトの自じ慢まんの親友だった。医術に関してはライバルで、尊敬できる人でもある。そういう人間と、夢に向かって切せつ磋さ琢たく磨まする関係を、ケイトはとても大切にしていた。そして、壊こわしたくないと思っていた。

　──どうして友人のままではいられないのだろうか。

　自分勝手なその問いは、しかしそっくりそのままケイトに返ってきてしまう。

　どうして、イーノットとそのままの関係でいられないのか。ここ最近のケイトは、イーノットのことを考えても胸が苦しくなるだけだった。こんな思いを抱かかえるくらいなら、イーノットのことを忘れてしまえばいい。その方が楽で、勉強にだってもっと身が入るだろう。
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　だが、自覚してしまった思いはどうにもならない。

　ケイトは意を決して足を止めた。くん、と腕うでが引かれ、抵抗を感じてリオが振り返る。

「リオ。手を──」




「おいお前っ、そこの赤毛の女！」




　手を放して、と言いかけた言葉を、ケイトは寸前で飲み込んだ。突とつ如じよ放たれた声に、慌あわてて後ろを振り向く。

　ケイトの前に、一人の少年が立っていた。十二歳くらいだろうか、癖くせのある黒くろ髪かみに、同じく黒い瞳を吊つり上げてケイトを睨にらみつけている。毛を逆立てた猫ねこを思わせて、こちらから一歩でも近づけば、手を引っ搔かれそうな獰どう猛もうさがあった。

「お前、ケイト・エドモンドか？」

　名前を呼ばれたことに、ケイトは目を見開く。

　昔の記き憶おくを浚さらってみるが、目の前の少年に見覚えはなかった。どこか病院の実習などで会ったことがあるのだろうかと、ケイトは首を傾かしげる。しかし、少年はケイトを見ても、名前を確かく認にんしようとしている。やはり、面識はないのだろう。

　突とつ然ぜんの少年の登場に面めん食くらっていたリオも、ようやく我に返ったのか眉を寄せて、少年に話しかけた。

「お前、一人なのか？　親おや御ごさんは？」

「うるせぇ、眼鏡。お前には聞いてない！」

「なっ」

　少年を心配しての問いを一刀両断されて、リオの口元が引きつる。

　しかし、リオの疑問は当然だった。周囲を見回してみても、彼以外に人ひと影かげはない。

「おいっ、どうなんだよ？　お前、ケイト・エドモンドなのか？」

　焦じれた様子で再度問われて、ケイトは少年の前に立った。そして腰こしを曲げ、少年と目線を同じくする。

「ええ。私はケイト・エドモンドよ。君の名前は？」

「そんなことはどうでもいいんだっ。おい、お前がケイト・エドモンドなら、持ってるだろ！」

「持ってるって、何を？」




「『棺ひつぎの手帳』だよ！」




　その言葉に、ケイトは絶句する。なぜこんな少年が、あの手帳のことを知っているのだろうか？　少年は、疑問が駆かけ巡めぐっているケイトの様子など意に介かいさず、言い放った。

「『棺の手帳』を寄越せ！」

「ちょ、ちょっと待って」

「持ってるんだろ！　今すぐ寄越せ！」

　畳たたみ掛かけるように少年が言う。ケイトは自分の額を手で押さえる。

「だから、ちょっと待ってと言ってるでしょう……」

　そこでケイトは少年の顔に目をやった。まだ幼く丸みを帯びた頰は赤く、額を見れば汗あせを搔いているのが分かる。不規則な息いき遣づかいは、ケイト達に叫さけんだにしても荒あらすぎるのではないのか。

「ごめんね、少し触さわるわ」

　そう言うと、ケイトは少年との距離を一気に詰つめた。虚きよを衝つかれた少年が動けないのをいいことに、小さな額に手をやる。

　──熱い。

「ひどい熱じゃない！　もう、夜にこんな薄うす着ぎでいたらダメよ！」

　ケイトはよくよく目の前の少年を観察した。額から頰にかけて、何かで擦こすったような小さな傷が見える。それは服から出ている腕や足にもあって、服も土で汚よごれていた。

「さ、触るな！　いいから手帳を寄越せよ！」

　少年がケイトの手を振り払はらう。そしてまた、手帳を寄越せと騒さわぎ始めた。しかし、ケイトは細い少年の手をまた摑む。熱で体温の高い頰をそっと撫なでた。少年の黒い瞳ひとみが驚おどろきに見開かれる。

「とにかく熱を下げないと。話はそれからよ」

「触るなって言ってるだろ……！」

　ケイトに振ふり上げられた拳こぶしは、すぐに力をなくした。少年の足がよろめき、ケイトの胸むな元もとに飛び込むようにして倒たおれたからだ。

「大だい丈じよう夫ぶっ？」

　少年を抱だきかかえて、ケイトは軽すぎる体重に眉を顰ひそめた。

「よ、寄よ越こせよ……、手帳……」

　もう声を張り上げられないのか、うわごとのように少年が言う。

「手帳があれば、……俺は」

　そこで、言葉が途と切ぎれた。

「気を失ったんだ」

　リオが少年の前に跪ひざまずいて、熱の具合を確かめている。そして、困こん惑わくしたようにケイトを見つめた。

「この子は一体、何なんだ……？」










　軍議を終えて自分の執しつ務む室に戻もどってきたイーノットは、部屋に置かれているソファを見て眉を寄せた。背もたれに隠かくれて体は見えないが、足が二本突つき出ているのが分かる。

　こんな無礼なことをする部下を、イーノットは一人しか知らなかった。

「ティム。ここがどこだか言ってみろ」

　腕を組んでそう言えば、むくりと起き上がったティムが、顔を出して笑った。

「イーノット・レイズ中ちゆう佐さに与あたえられた執務室であります」

　おどけた様子で敬礼までするティムに、イーノットは溜ため息いきを吐ついた。向かい側のソファに、体を預けて座る。

「用事があって来たんだろう？」

「うん。まあねー。仕事で村を出ていて、そのまま帰れなくなった村人の様子を見てきたんでご報告」

　それはイーノットが、ティムに命じていたことだった。

　ユーロス村は日中に襲おそわれ、頼たよりになる村の男性達は村の外に仕事に出ていた。彼らは仕事が終わって帰ろうとして、その時ようやく村が占せん拠きよされたことに気付く。革命派に村唯ゆい一いつの入り口を塞ふさがれ、村人達は帰れなくなった。軍は村人達をこの東部基地に集め、保護している。彼らは当然ながら村の情報には詳くわしい。協力を求め、よりよい情報がないか調べていた。

「だいぶ不平不満が溜たまってるみたいだねえ。丁てい寧ねいに聞いてるのに、『こんな子供みたいな奴やつに話しても埒らちがあかない』とか言ってさー。僕の顔が可愛かわいいことと、能力の高い低いは関係なくない？」

　唇くちびるを尖とがらせるティムに、イーノットは「仕方がない」と呟つぶやく。

「家族が人ひと質じちになっているんだ。不安を感じるのは当たり前のことだろう」

「その不安が全部怒いかりになって、僕に当たってくるんだから嫌いやになるよ。一人、腕うでに覚えがありそうな村人がいてさ。すごーく好戦的で突っかかってくるから、さすがに頭にきて、投げ飛ばしてやろうかと思ったよ」

「思っただけだな？」

　一応確認すると、ティムは「僕は童顔だけど、ちゃんと大人だもん」と食えない笑えみを見せた。それから、また報告を続ける。

「村に残ってるのは、やっぱり女性と子供が多いみたい。あとは、高こう齢れい者しやだよね。村には一つだけ診しん療りよう所じよがあるらしいんだけど、そこの患かん者じや達ももちろん人質になってる」

　イーノットは顔を歪ゆがめた。力の弱い女性や子供、高齢者、そして満足に逃にげることも難しい患者達を人質にしていると聞いて、マイルズへの怒りが高まる。

「村への他ほかの入り口については？」

「どの村人も、あの北側の入り口以外に道はないと口を揃そろえて言ってるよ。ホントさあ、一人くらい、他の道から村に入ってみよう！　って実じつ践せんした人はいないのかな？　与えられた道を進むだけじゃ、つまんないじゃん。裏をかいてこそ、色々楽しいのに」

　そう言ってティムはソファに寝ね転ころんだ。これ以上、報告するような内容はないのだろう。だからイーノットも一時肩かたの力を抜ぬき、軽口を叩たたく。

「ユーロス村には、お前のようにひん曲がった性格の人間はいなかったんだろう」

「僕のどこがひん曲がってるの。これ以上ないほど真っ直すぐでしょうが」

　にやりと笑ったティムに脱だつ力りよくする。

「それでお前は、いつまでそこで寝転んでいるんだ？」

　ジロリと睨にらみつけてみるも、ティムには何の効果もないようだった。

「あ、僕のことは気にせず、仕事してていーよ」

「お前は、私を上官だと思ったことがないんだろうな」

「えー？　ちゃんと思ってるよ？　僕の態度を口うるさく咎とがめない寛かん大だいな上官でしょ？」

「調子がいいな」

「中佐は調子が悪そうだねえ」

　すかさず切り返されて、イーノットは苦く笑しようする。

「こんな事件が起きてるんだ。当たり前だろう」

「それだけじゃないくせに」

　思わせぶりなティムの台詞せりふに、イーノットは瞳を瞬またたく。

「お姉さんに会いたいんじゃないの？」

　イーノットはゆっくりとソファの背もたれに体を預け、天てん井じようを仰あおいだ。今までのイーノットなら、「何のことだ」とはぐらかしたに違ちがいない。だが、今となっては何も取り繕つくろいたくなかった。

「……ああ。会いたいね」

　溜息のようにそう零こぼすと、ティムは軽かろやかな笑い声を上げた。

「ようやく観念したんだ？」

　その声がやけに嬉うれしそうで、ティムが本当に喜んでいるのが分かる。

「……彼女はあまりにも捨て身すぎるんだ。傷ついても、何度でも立ち上がる。そうしてまた、無防備な心ごと差し出してくるんだ。一度そうやって私は彼女をひどく傷つけたのに。……彼女は怖こわくないんだろうか？」

「お姉さんは勇ゆう敢かんなんだよ。そして中佐は臆おく病びようすぎるの」

　自分のことのように誇ほこらしげに、ティムがケイトをそう評する。そして、イーノットに文句を付けるのも忘れなかった。

「異論はないよ」

『好きでいさせてください。そして私のできる精せい一いつ杯ぱいで、中佐の役に立たせてください』。そんな風に言ってくれたケイトを目の前にして、イーノットはもう、どんな誤ご魔ま化かしも自分に強しいるのをやめた。自分の腕の中に捕つかまえたくてケイトを抱き締しめ、心を揺ゆさぶってくる彼女の唇に触ふれたかった。

　そして、言いたかったのだ。自分の気持ちを、ケイトが差し出してくれたように。

　だが、それは叶かなわなかった。イーノットはきつく目を閉じる。

　約束の日、イーノットは発ほつ作さで倒れたエリカに付き添そった後、それでも図書館へ行こうとした。しかし、突とつ如じよ軍の総司令部から呼び出され、あの襲しゆう撃げき事件の指揮を任された。極ごく秘ひの任務のために、イーノットは一言も彼女に残せないまま東部へ行かなくてはならなかった。

　──あの日、ずっと待っていたのだろうか？

　問いかけなくても答えは分かるような気がした。ケイトは待っていたに違いない。そうして、失望したはずだった。

　仕事に集中している間は忘れられる。しかしこうして考える時間が少しでもできてしまうと、もうダメだった。

　許されるならば、今すぐケイトに会って、約束を破ったことを謝りたかった。そして、あの日言えなかった言葉をすべて伝えたい。

「あーあ。僕もお姉さんに会いたいなあ」

　ソファの上で猫ねこのように寝そべって、ティムがぼやいた。

「そのためにも、この事件を早く解決しなきゃいけないね」

　ティムの言葉に、イーノットは頷うなずいた。ソファから立ち上がり、執務室の窓の前に立つ。夜のソールヒルはまだポツポツと明かりがともっている。

　そのまま視線を、街よりももっと先に据すえた。ずっと向こうには、ユーロス村があるはずだった。人質になった村人達は今もなお、不安な夜を過ごしている。

　──一刻も早く救い出さなければならない。

　イーノットはじっと、窓の外に広がる闇やみを見つめた。
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　ケイトは、カーテンの隙すき間まから差す光に目を覚ました。ベッドの横に座り込んで、いつの間にか眠ねむっていたらしい。

　そっと音を立てずに起き上がると、ケイトはベッドを覗のぞき込んだ。

　黒くろ髪かみの少年が、すうすうと寝ね息いきを立てている。汗あせで湿しめった黒髪が額に張りついていて、手を当てるとまだ少し熱い。

「まだ、熱は下がってないみたいね」

　昨夜、突とつ然ぜん現れた少年を、ケイトは自分の家に連れ帰った。熱で意識を失っている少年をベッドに寝かせ、ずっと看病していたのだった。

　立ち上がり、布を濡ぬらしてまたベッドに戻もどる。額にそっと押し当てると、微かすかに瞼まぶたが動いた。

　ぼんやりと、少年がケイトを見ている。だがどこか、焦しよう点てんが合っていない。何かを言いたいのか、しきりに唇が戦慄わななく。

「ん？　何？」

　ケイトが耳を寄せると、少年は小さく呟いた。

「……かあさん」

　その声の、あまりの頼たよりなさと悲しさに、ケイトは胸を突つかれた。母親を呼んでいるのに、少しも幸せそうではない。

　気休めだと分かっていても、ケイトはそっと少年の黒髪を撫なでていた。

「……君は、どんな子なの？」

　どんな理由があって、自分に会いに来たのだろうか？　少年は答えないまま、眠り続けている。

　その時、玄げん関かんの扉とびらが叩かれた。ケイトはすぐに向かうと、扉を開ける。

「おはよう、リオ」

「ああ。これ、服とか持ってきたぞ。あと果物とか、熱で食しよく欲よくが落ちていても食べられるだろう？」

　扉の前に立っていたリオは、ずい、とケイトに袋ふくろを差し出す。少年の服が汚よごれていたため、昨夜リオに子供用の服を頼たのんでいたのだった。

「俺の子供時代のなんだが、たぶん入ると思う」

「ありがとう、リオ。入って」

　部屋に入るよう促うながすと、なぜかリオは一いつ瞬しゆんギクリと体を固めた。

「？　リオ？」

「だからお前は自覚というものが……いや、何でもない」

　なぜか呆あきれたように溜ため息いきを吐つかれた後、リオは部屋に入ってきた。

「熱は？」

「まだあるみたい。でも、昨日よりは下がったと思うわ」

　リオは眠っている少年に近づくと、顔色を窺うかがう。

「あれから、こいつは何かお前に話したのか？」

「ううん。まだ何も分からないままよ」

「……『棺ひつぎの手帳』について知っているようだったな。そしてそれを、お前が持っていると思っている」

　ケイトはリオに、イーノットと知り合うきっかけにもなった、『棺の手帳』について話していた。リオが考えこむように腕うでを組む。

「だが、イーノット・レイズ中ちゆう佐さが手帳を持っていることは知らない。そもそも、どこから手帳の話を聞いたんだろう？」

「昨日から考えているけど、やっぱり話を聞いてみないことには──」

「う……」

　ベッドから声が上がって、ケイトとリオははっと視線を向ける。黒い瞳ひとみが、ぱちりとひとつ瞬またたいた。

「……ここ……？」

「私の家よ。君は熱を出して倒たおれたの。覚えてる？」

「俺……」

　少年は困こん惑わくしたように頭に手をかざし、額にあった布に気付いたのか、目を開く。

「あっ、そ、そうだよ！　手帳！　手帳を……」

「待って。その前に君に色々聞きたいことがあるの。とりあえず、名前を教えてくれる？」

「そ、そんなの教える必要なんかない！」

　ケイトは少し眼まな差ざしを強くする。

「私はきちんと名乗ったわ。だから今度はあなたの番。名前も分からないような人に、話すことは何もないの」

　少年は明らかに迷っているような顔になった。それから、額に置いていた布を手に取って見つめる。

「……ジャスティン」

　小さく呟つぶやかれた名前に、ケイトは笑えみを見せた。

「ジャスティンね。初めまして。こっちはリオ・アーノルドよ」

　リオが「よろしくな」と声をかける。ジャスティンは何も言わずに黙だまり込んだ。それから、ぎゅっと手に持っていた布を握にぎりしめる。

「俺の名前なんか、どうでもいいんだ……。お前、手帳を持ってるんだろ？　俺にくれよ」

　ケイトは、思いつめた表情のジャスティンをできるだけ宥なだめながら、言った。

「手帳は、私のところにはないわ」

「はっ？　な、何だよそれ！」

　ジャスティンは驚おどろき、ケイトの腕を摑つかんだ。

「私の方も、あなたに問いたいわ。ジャスティンは、どうして私のところに手帳があると思ったの？」

　ジャスティンは乱暴に自分の頭を搔かいた。

「それは、……偶ぐう然ぜん、聞いて……」

「聞いた？　誰だれに？　どんな風に聞いたの？」

　畳たたみ掛かけるようにケイトが聞くと、ジャスティンは激しく首を横に振ふった。

「ねえ、ジャスティン。何か困ったことがあるなら、話してみてくれない？　力になれることがあるかもしれない」

「力になんて……、手帳を寄よ越こす以外、お前が力になることなんてない」

「──手帳をどうするつもりなんだ？」

　黙って聞いていたリオが、おもむろに口を開いた。ジャスティンが、はっとした表情でリオを見つめる。

「手帳を奪うばって、お前はどうするつもりだったんだ？　子供のお前が手帳を持っていても仕方ないだろう」

「俺は子供じゃない！　立派な兵士だ！」

「兵士？」

「今の軍人達の世界を変えてやるんだ！　俺は、そのために戦う兵士の一人だ！」

　ケイトは緊きん張ちように体が強こわ張ばるのが分かった。軍人の世界を変えるとは、どういうことなのか。『革命派』という言葉が脳のう裏りを過よぎる。

　──でも、こんな子供が？

「へえ。自分の状じよう況きようもうまく説明できない人間が兵士か。俺にはお前が、「教えたくない」と駄だ々だをこねる子供にしか見えない」

　リオは、あえてジャスティンを挑ちよう発はつするような物言いをしているのだろう。ジャスティンは、リオの言葉に激しく反応した。

「子供じゃない！　俺は一人で何でもできるんだ！　ここまでだって、自分一人で辿たどり着いたんだから！」

　ケイトは、興奮するジャスティンの背をさすった。

「ねえジャスティン。一人で何でもできる人間なんていないのよ。大人だって、誰かの力を借りなくちゃ生きていけないんだから」

　黒い瞳が潤うるんで、懸けん命めいに首を横に振る。

「噓うそだ……。俺は、役立たずの子供なんかでいたくない」

「だったら話してみろよ。ここで悩なやんでいたって仕方ないだろう。お前が話さないことで、事態が好転するのか」

　リオが促すと、ジャスティンは唇くちびるを嚙かみしめ、それから大きく息を吐いた。

「俺の父さんが……、言ってたのを聞いたんだ。『棺の手帳』があれば、軍の権力を失わせることができるって。そしてそれを、ケイト・エドモンドっていう女性が持っている。ケイト・エドモンドは女性で初めて医術科に入学した学生なんだとも言ってた。だから、探すことは簡単なんだって……」

　ケイトとリオは顔を見合わせた。互たがいに険しい表情になっているのが分かる。

「だから俺は、ここまで一人で来たんだ。父さんが欲しがってる手帳を手に入れることができたら、俺はもう役立たずじゃない！　そう、思ったのに……」

　ジャスティンが、ぎゅっと白くなるほどきつく手を握りしめているのが分かる。

「あなたのお父様は、本当に私が手帳を持っているって言ったの？　その後、何か言っていたりはしなかった？」

　ケイトの言葉に、ジャスティンの瞳が揺ゆれ動く。

「そういえば、……その後も話していたみたいだったけど、俺はすぐにその場を離はなれたから……」

「最後までは聞いていないんだな？」

　リオが念を押すと、のろのろとジャスティンが頷うなずく。

「お前が手帳を持っていないなら、……誰が手帳を持ってるんだ？」

　ケイトは何も言わなかった。仮にイーノットだと言ったところで、ジャスティンが手帳を手に入れることは不可能だった。

　だが、ジャスティンは考えるように押し黙った後、はっと顔を上げた。

「お前じゃないなら、イーノット・レイズか……？」

　ケイトの顔色が変わったのが分かったのだろう、ジャスティンは勢いづいた。

「そうなんだな！　あいつが持ってるんだ。……そうか、だからイーノット・レイズが、東部で指揮を執とってるんだ。きっと父さんがあいつを呼んだから」

　一人納なつ得とくするジャスティンに、ケイトとリオはついていけない。

「ちょっと待って。最初からきちんと説明して。中佐が指揮をしてるって何の話なの？　それに、あなたのお父様って一体……」

「父さんは正しよう真しん正しよう銘めいの兵士だ」

　ジャスティンが、誇ほこらしげな表情で言う。

「──マイルズ・ブラント。父さんは腐くさった軍人の世界を壊こわすために戦う、命を懸かける兵士なんだ！」










　ジャスティンの熱が下がるまで、更さらに一日がかかった。

　大学から帰ってきたケイトは、すぐにベッドに横になるジャスティンに駆かけ寄った。そしてすっきりとした顔で目覚めたジャスティンの額の熱を確かめて、ホッとする。

「うん。もう大だい丈じよう夫ぶそうね。良かった」

　微笑ほほえんで頭を撫なでると、「子供扱あつかいすんな」と手を振り払はらわれてしまう。

「それでね、ジャスティン。あなたのことを、まずはご両親に知らせなくちゃいけないわ。ジャスティンが昨日言っていた、お父様に連れん絡らくを取りましょう」

　ジャスティンが、ビクリと肩かたを揺らした。

「できない。そんなこと、できるはずないんだ」

　なぜか確信的に断言されて、その言い回しが気になったものの、ケイトは頭を切り替かえる。耳にはまだ、「かあさん」と呟いたジャスティンの悲痛な声が残っている。だが、父親との連絡が望めないというのならば、確かめないわけにもいかない。

「じゃあ、お母様は？」

「……母さんは、死んだ」

　ジャスティンの背中が丸まり、消しよう沈ちんしたように肩を落とす。呟かれた言葉の重みに、ケイトの胸も痛む。なぜならケイト自身も、あの大戦で両親を亡なくしているからだ。

「そう……。悲しかったでしょう」

「うん」

「でもだったら、なおさらお父様に連絡をとらないと。きっと心配してるわ」

　ケイトは、ジャスティンの手を握って笑みを見せる。

「心配は、もしかしてしてるかもしれないけど」

　ジャスティンは困ったように俯うつむいたが、思い出したように顔を上げた。

「でも俺、ここに来たらもうひとつ、やらないといけないことがあったんだ！」

　そう言うと、「俺の財さい布ふどこっ？」とケイトに問う。

　ケイトは、ジャスティンが着てきた服を持ってきた。洗って畳まれた服の上には、小さな財布が載のっている。

　ジャスティンは財布の中身を確かく認にんすると、「よし」と頷いた。

「おい、お前。レースのハンカチって、どこに売ってるんだ？」

　突とつ然ぜん問われた内容に面めん食くらうも、ケイトはまず最初に気になったことを言った。

「その内容に答える前に、『お前』って言うのやめてくれる？　私の名前は知ってるでしょう？」

　すると、ジャスティンは困ったように目を泳がせる。

「でも、あの眼鏡も俺のこと『お前』って言う」

「……それは、私からリオに注意するから。それに、ジャスティンもリオのことを名前で呼んでないでしょう。私は、あなたを名前で呼びたいんだけどな。ご両親がつけてくれた素す敵てきな名前でしょ？」

　すると、ジャスティンはしぶしぶといった様子で「……ケイト」と呼んでくれた。

「レースのハンカチ、だっけ？　家の近くに売ってるお店があるわ。行く？」

　ケイトが笑うと、ジャスティンはこくりと頷いた。

　外に出ると、時刻は夕方を過ぎて、大通りには仕事帰りの人や夕飯の準備のためにきた人々が歩いている。

　案内した店はケイトの家から五分足らずの所にあった。扉とびらを開いて中に入ると、手て袋ぶくろやストール、そして色とりどりのハンカチが並んでいる。客の姿はまばらだった。

「レースのは……、これね」

　ケイトが白く繊せん細さいな模様の入ったハンカチを差し出した。ジャスティンは、「おお」と言いながらハンカチを両手でそっと受け取った。

「こ、これ、いくらなんだ？」

　ジャスティンの問いに、店主の老人が答えてくれた。途と端たん、ジャスティンの顔色が変わる。財布を取り出し、中身を確認しているようだ。困ったように眉まゆを下げる様子から、どうしたのかすぐに分かってしまう。

「お金、足りない？」

　苦々しい表情で、ジャスティンが頷いた。

「私、足りない分出そうか？」

　ケイトが提案すると、ジャスティンは「ダメだ」と首を振ふる。

「俺が貯ためたお金で買わないと、意味ないんだ」

　そう言われてしまえば、ケイトも強くは出られない。ケイトは、黒くろ髪かみからのぞくつむじを見つめながら、聞いてみた。

「そのハンカチ、誰だれに贈おくりたいか聞いてもいい？」

「……母さん」

　そんな気はしていた。ケイトも困ったように眉を下げる。その時、二人のやりとりを見つめていた店主が声をかけた。

「君、お金、いくら持ってきてるの？」

　ジャスティンが、頰ほおを赤くしながらもごもごと金額を伝える。店主は、優やさしそうな緑の瞳ひとみを細めると、頷いた。

「じゃあ、足りない分を、ここの店の掃そう除じをすることで賄まかなってくれるかい？　それならば、君の労働力で、ハンカチが買えたことと同じになるよ」

　ジャスティンがぱっと表情を輝かがやかせた。

「いいのっ？」

「そのかわり、この店をピカピカに磨みがき上げてもらうよ？」

「任せろ！　俺、考えるのは嫌きらいだけど、動くのは好き！」

　胸を張って言うことではないだろうと思いながらも、ケイトも店主も笑ってしまった。そうと決まれば、とケイトも腕うでを捲まくる。

「よーし。私も手伝うわ！」

「えっ。で、でも」

「二人で力を合わせれば、もっと綺き麗れいになるよ」

　ジャスティンは瞳を瞬またたかせた後、「……おせっかい」と呟つぶやいて、ぷい、とケイトから瞳を逸そらした。







　店の閉店後に掃除を行い、ケイトとジャスティンは棚たなや窓のガラスなどを磨き上げた。

　ジャスティンは無事にハンカチを購こう入にゆうすることができ、ケイトの家に戻もどってからも、箱に入れられたそれを飽あくことなく眺ながめている。

「レースのハンカチっていいわよね。模様が繊細で、とっても綺麗」

　ベッドの横に座りこむジャスティンを後ろから覗のぞき込めば、振り返った黒い瞳と目が合う。

「母さんが、好きだったんだ。こういうの、集めてて。でも、もったいないからって使ったりしないんだ。並べて、眺めるのが好きなんだって」

　ケイトは微笑んだ。

「気持ちは分かるわ。本当に真っ白だし、汚よごしちゃったらもったいないって思っちゃうもの」

「でも、ハンカチだろ？　使わないと意味ないじゃんか」

　よく分からない、という顔をするくせに、母親のためにこうして贈り物をする。本当に母親を愛しているのだろう、とケイトは思った。

「母さんのお墓に置いてくるんだ」

「きっと喜ぶと思う」

　ケイトの言葉に、しかしジャスティンは悲しげに目を伏ふせた。

「喜んでくれるのかな。俺は、謝りたいんだ、母さんに。ハンカチ渡わたしたくらいじゃ、許してもらえないかもしれないけど」

　ケイトは、ジャスティンの横に座った。

　──何が、あったんだろう？

　父親の役に立ちたいと、たった一人でケイトのもとまでやって来た少年。乱暴で虚きよ勢せいを張った物言いをするものの、家族思いの優しい子だというのは分かる。

「ねえ、ジャスティン。嫌いやじゃなかったら、お父様とお母様のこと教えてくれる？」

　頼たよりなげな表情が、ケイトに向けられた。励はげますように小さな手を握にぎりしめると、「だから、子供扱あつかいするなって」と言われる。

「俺は、父さんと母さんと三人で暮らしていた。母さんは優しくて明るかったけど、心臓に病気があって、軽い発ほつ作さが起こることもあった。でも、ずっと幸せに暮らしてたんだ。あの日、父さんが軍に呼び出される時までは」

　ジャスティンの表情が歪ゆがむ。ケイトが握った手が、強く握り返された。

「軍に呼び出されたって……、どうして？」

「父さんが革命派のリーダーだったからだよ」

　ケイトはジャスティンを凝ぎよう視しした。軍を批判する口ぶりから、もしかしてとは思っていたが、ジャスティンははっきりと『革命派』と口にした。革命派は今のこの国では、捕つかまえられるべき存在だった。

　ケイトの無言の視線を感じたのだろう、ジャスティンは言い募つのった。

「父さんは何も悪いことなんてしてない！　軍が悪いって口に出しただけだ！　それで、軍人に絡からまれていた店の人を助けたんだよ。街で軍人が悪いことをするたびに、そうやって庇かばっていたんだ。でも、軍人は自分達が悪いくせに、父さんが気に入らなかった。だから、東部基地に父さんを呼んで何日も拘こう束そくしたんだ。父さんは一週間も帰ってこなかった。そ、その間に、母さんが──」

　ふるふると小さな肩かたが揺ゆれていて、ケイトはそっと手を置いた。

「母さんが、発作を起こしたんだ。帰ってこない父さんをすごく心配してたから、発作が大きく出たんだ。俺は、すぐお医者さんを連れて来ようって飛び出して走ったけど、……戻って来た時にはもう遅おそくて……」

　大きな瞳には、みるみるうちに涙なみだが溜たまっていく。

「俺、何にもできなかったんだ。父さんがいない間、俺が母さんを守らなくちゃいけなかったのに！」

　自分を責めるジャスティンの言葉を聞いて、『役立たずの子供なんかでいたくない』と言った彼の気持ちが分かった。

「父さんが帰ってきて、母さんが死んじゃったことを知った時、父さんは軍を壊こわすって決めたんだ。だから、村を乗っ取ったんだよ」

　ケイトは眉を寄せた。

「ちょっと待って。村を乗っ取ったって何？」

「東部に、ユーロス村っていうところがあるんだ。乗っ取るには、地理的にも丁度いいって父さんが言ってた。俺は、危ないからって父さんに言われて、ユーロス村の隣となり町まちにいたんだ。俺も何かしたいって言ったんだけど、父さんはダメだって、ユーロス村には入れてもらえなかった」

「……ちょっと待って」

「でも、俺だって何かしたい！　その時に、父さんが仲間と話してたのを聞いたんだ。軍の悪いことがたくさん書かれてる手帳があって、それをケイト・エドモンドっていう人間が持ってるんだって──」

「ジャスティン！」

　ケイトは、話し続けるジャスティンの肩を揺すった。ジャスティンが、ケイトの顔を見る。

「待って。ここに来る経けい緯いは分かったけど、それよりも大きな問題があるわ。村を乗っ取ったってどういうこと？　それって、今の話なの？」

　心臓が動どう揺ようのために大きく鳴っている。何だか、とんでもない話をされているのではないだろうか。

「そうだよ」

「村には、村人達が生活してるでしょう？」

「彼らは人ひと質じちなんだ」

　ケイトは言葉を失った。今、現在進行形でそんな事件が起こっているなんて信じられなかった。

「でもそんな話、新聞にも出てなかったわ。誰だれも話してないし」

「何だよ。俺が噓うそついてるって言うのか？」

　噓ならどんなにいいだろうか。だが、ジャスティンの表情は、とても偽いつわりを述べているようには見えない。

「ジャスティン。これは大変なことなのよ。あなたや、お父様が軍を憎にくむ気持ちは分かるけど、そのユーロス村に住んでいる人達には、何の罪もないでしょう」

「それは、そうだけど……。父さんは、何かを変えるには、犠ぎ牲せいが必要なんだって言ってた」

　ケイトは激しく首を横に振ふった。

　──大変だわ。こんなこと、私の手には負えない。

　どうしよう、と考えて、最初に思い浮うかんだのはイーノットだった。

「とにかく、軍に知らせないと──」

　立ち上がりかけたケイトの腕を、すごい勢いでジャスティンが引っ張った。

「やめろよ！　軍になんて連れん絡らくするな！」

「ジャスティン。村人の命もそうだけど、あなたのお父様だって命の危険があるのよ。村を占せん拠きよしたことを、東部基地はすでに知っているのかもしれない。お父様が、軍の攻こう撃げき対象にされたらどうするの」

「……父さんは、覚かく悟ごしてるって言ってた」

　ケイトは、ジャスティンの両りよう肩かたに手を置いた。

「あなたにその覚悟があるのか聞いてるの」

　ジャスティンはケイトの瞳ひとみを見て、すぐに耐たえられなくなったのか横を向いた。

「……ある、……っ、あるよっ！　父さんにも、俺にだって覚悟はある！　俺達は兵士なんだから、命を捨てたって惜おしくないんだ！」

「あなたのお母様も、そうだと思う？　『命を捨てたって惜しくない』って、あなた達に対して思ってたと思う？　亡なくなる寸前まで、ジャスティンとお父様のことを気にかけていたんじゃないかな。それなのに、ジャスティンが自分の命を軽かろんじているなんて知ったら、絶対悲しむと思う」

「でも、だって」

「こっちを向いて、ジャスティン」

　そっと頰ほおに触ふれれば、黒い瞳と視線が交わる。

「軍を憎む気持ちは分かるわ。私もそうだった。軍人なんて大だい嫌きらいだったわ。でも軍人の中にも、ジャスティンの言うような利己的な人間だけじゃない、国と人のために尽じん力りよくする軍人がいるのよ。私は、そういう人達を知っている」

　ジャスティンは首を振った。

「そんな奴やつら、いるわけない」

「ちゃんといるの。その人達に会いに行きましょう」

　ケイトはジャスティンから目を離はなさずに、彼女が最も信しん頼らいする軍人の名を告げた。

「──南部基地の、イーノット・レイズ中ちゆう佐さに会いに」







　二章　基地の夜







「ここに立つのも、二度目だな」

　汽車から降り立ち、リオが感かん慨がい深ぶかげに辺りを見回した。

「前と違ちがって、ノーマンはいないけどね」

　ケイトはクスリと笑った。そして、ケイト自身もソールヒル駅に立つ。去年の夏期休きゆう暇かで訪おとずれてから、二度目のソールヒルである。

「煩うるさいのがいなくて、清々するな」

「仲が良いくせに、何言ってるのよ」

「お前は、俺とあいつの何を見てそう判断したんだ？　仲が良いわけがないだろう」

「はいはい」

　ケイトのおざなりな反応が気に入らないのか、リオが眉まゆを寄せる。

「おいケイト。眼鏡が拗すねてるぞ」

　ケイトの横から、ひょいとジャスティンが顔を出した。すぐにリオの鉄てつ拳けんが落ちる。

「いでっ、何すんだよ眼鏡！」

「俺は眼鏡という名前ではない。ジャスティン、お前をそう呼ぶかわりに、俺の名前もきちんと呼ぶと約束しただろうが。あと、誰が拗ねてるんだ、誰が！」

「だって眼鏡じゃん！　呼ばれたくなかったら眼鏡すんなよ！」

「無む茶ちや言うな！」

　ぎゃあぎゃあと騒さわぎ合っている二人を見て、ケイトは溜ため息いきを吐つく。それでも、ジャスティンが元気そうなのでホッとした。

　ジャスティンから、革命派の父親が村を占拠していると聞いてから、二日後、ケイト達はここソールヒルへとやって来た。

　ケイトは最初、イーノットに相談しようと南部基地へ行くことを提案したのだが、ジャスティンが、イーノットは南部基地にはいないと言い出したのだ。

「ねえジャスティン。本当にここソールヒルに、中佐がいるの？」

　やはり不安になって尋たずねてみる。ジャスティンは迷いなく頷うなずいた。

「父さんは、村を乗っ取ることになれば、指揮を執とるのはイーノット・レイズになるって言ってた。そう仕向けるんだって。指揮官になるなら、東部に必ずいるはずだ」

「仕向ける？」

　リオが怪け訝げんな顔になる。

「中佐を前線に立たせるために、指名したってことか？」

「それは、分からないけど」

　困ったように眉を下げるジャスティンの頭を、リオが乱暴な手つきで撫なでた。

「とにかく、東部基地まで行ってみよう。中佐がいるのかいないのか、それで分かるはずだ」

「っ、頭を撫でるなっ」

「丁度いい高さにあるんだ、仕方ないだろう」

「うるさいっ、お前なんか、ずっと眼鏡って呼んでやる！」

　しれっと返すリオに、ジャスティンが嚙かみつく。

「でもリオ。本当に良かったの？　大学が休みの日とはいえ、東部にまで付き添そってもらっちゃって」

　ケイトは気に掛かけていたことを聞いた。リオはジャスティンの事情を聞くと、自分もソールヒルに行くと申し出てくれたのだ。

「革命派が村を占拠してるんだろう？　東部は軍と革命派で緊きん張ちよう状態が続いてるはずだ。何が起こるか分からない。そんな場所に、お前とジャスティンだけで行かせるわけにいかないだろ」

　フンと鼻を鳴らすリオは、何でもないと言うように肩かたを竦すくめた。しかし、やはり気になってしまう。

「でも、リオにだって勉強する時間が必要でしょう。お休みの日は、貴重な時間なのに」

「お前ら二人でソールヒルに行かれたほうが、そわそわして落ち着かないんだよ。いいんだ、俺は自分の意志でここにいるんだから。お前が気にする必要はない」

「でも」

「くどいぞ。少し勉強をしないだけで順位を落とすほど、俺が生半可な人間に見えるのか？」

　真しん剣けんな緑の瞳がケイトを見つめてきて、「……思わない」と口にする。

「それならいいだろう」

　小さく笑えみを作るリオに、ケイトはそれ以上何も言えなかった。

　ケイト達はそのまま駅を出て、東部基地に続く道を歩いていく。通りの両りよう脇わきにはいくつもの店が並んでいた。

「住民達はいつも通りみたいね」

　周りを見ながら囁ささやくと、リオが「そうだろうか」と険しい顔で言う。

「定期的な見回りにしても、軍人の数が多い気がする」

「そ、そう？」

「軍人達の表情も険しい。普ふ段だんの見回りって顔じゃないな」

　ケイトは、道を挟はさんだ向こう側を歩く二人の軍人に視線を向けた。周囲を見回しながら、ひそひそと何かを話し合っているようだった。リオの言うとおり、確かにその表情は硬かたい。

「あんな風にしていたら、いつか住民達にも気付かれる。雰ふん囲い気きを察して、不安が伝でん播ぱしていくんだ」

　ケイトもまた、言い知れぬ不安感が沸わき上がってきた。

「早く、東部基地に行ってみましょう」










「イーノット・レイズ中佐に会いたい？」

　東部基地に着くと、ケイト達は基地の入り口へ続く門の前で止められた。髭ひげをたくわえた厳いかめしい軍人が、腕うでを組んでケイト達と対たい峙じする。

「お前達、何者だ？」

　明らかに不ふ審しんそうな顔つきで睨にらまれた。確かに、若い男女に子供の組み合わせは珍めずらしく、周りにいた軍人達もじろじろと、こちらに注目している。

「ケイト・エドモンドと申します。こちらに、イーノット・レイズ中佐がいらっしゃると聞いたんです。取り次いでいただけませんか」

「……イーノット・レイズ中佐は南部基地の所属だ。ここにいるわけがないだろう」

　言葉通りに鵜う吞のみにするわけにはいかなかった。

「本当に、こちらにいらっしゃらないんですか？」

「しつこいぞ。いないと言っているだろう」

「噓うそつくなよ！　いるんだろ！」

　ジャスティンが声を上げると、髭ひげ面づらの軍人が顔を顰しかめた。

「何だこのガキは。口の利きき方がなっとらん」

「お前らに、丁てい寧ねいに話す必要なんかないね」

「何だと！」

　ケイトは慌あわててジャスティンの肩を摑つかんだ。

「やめなさい、ジャスティン！」

「だって、絶対噓ついてるよ！」

　ピクリと口元の髭が動き、軍人が怒いかりの形相で一歩足を踏ふみ出した。リオがすぐにケイトとジャスティンを庇かばうように前に出る。

「申し訳ありません。失礼な口を利いたことは、謝罪します」

　頭を下げるリオに、「何で謝るんだよっ」とジャスティンが嚙みつく。

「お前は黙だまってろ」

　リオがぴしゃりとジャスティンの口を封ふうじた。

「──ハリソン准じゆん尉い？　何を騒いでいるのです？」

　その時、ハリソンと呼ばれた髭面の軍人の後ろから一人の軍人が歩いてきた。

　ハリソンはその軍人を見るやいなや、慌てて敬礼を返す。周りにいた軍人達もそれに一いつ斉せいに倣ならった。

　黒くろ髪かみは少しのほつれもなく整えられ、怜れい悧りな容よう貌ぼうは冷たさを感じさせる。見知った顔に、ケイトは声を上げて駆かけ寄った。

「大たい尉い！」

　ケイトの姿を捉とらえ、ローワンが珍しく感情を表に出した。驚おどろいたような顔でケイトを見ている。

「ケイト嬢じよう？　なぜ、あなたがここに？」

　ケイトは、戸と惑まどうローワンに詰つめ寄った。

「私達、中ちゆう佐さに会いにきたんです。ここにいるんですよね？」

　イーノットの副官であるローワンが東部基地にいると知って、問いかける言葉も確信的な響ひびきをもつ。

　言い募つのるケイトを見て、ローワンはすぐに動どう揺ようを消し去った。スッと瞳ひとみを細め、軍人然とした表情になる。

「ケイト嬢。ひとつ断っておきますが、佐さ官かんクラスの軍人に対して、あなたの立場で会いたいと言って会えるものではありません」

　ローワンは、ケイトとの間に、きっちりと見えない線を引いた。今のケイトの言葉では、会える理由にはならないのだ。ケイトは慌てて言葉を足そうとする。

「分かっています。でも」

「中佐がここにいることは否定しないんですか？」

　ケイトの横から、リオが口を出した。ローワンが無言でリオを見やる。

「俺達だって、中佐と会うことが難しいことは分かります。軽々しく会えるとも思っていません。でも今、どうしても中佐に会わなければいけない理由があるんです」

「その理由とは？」

「こんな所で話せません。中佐の前でお話しします」

　ローワンの厳しい眼まな差ざしを、リオは真っ直すぐに見つめ返した。ケイトも頭を下げて言った。

「お願いします。中佐と話をさせてください。とても重要なことなんです」

　一呼吸置いて、ローワンは息を吐はいた。

「……分かりました。付いてきなさい」

　軍服の裾すそを翻ひるがえし、ローワンは東部基地の中へと入っていく。「ありがとうございます！」とケイト達は後を追った。

「大尉！　一いつ般ぱん人を中に入れてよろしいのですか！」

　ハリソンが、横をすり抜ぬけて基地に入って行くケイト達を見て、慌てて声を上げた。

「叱しつ責せきは私が受けます」

　ローワンは振ふり向いてそう答えると、ケイト達には「早く来なさい」と促うながす。

　長い廊ろう下かを歩きながら、ローワンが言う。

「ここに中佐がいることは、他言しないようにしてください」

「分かりました」

　ケイトが力強く頷うなずくと、ローワンは少しだけ表情を和やわらげた。

「お久しぶりですね、ケイト嬢」

「ええ。大尉はお元気でしたか」

「私はいつも通りです。……全く。こんな状じよう況きようでなければ、あなたと中佐が再会することを素す直なおに喜べたのですが」

　ケイトはぎゅっと自分の胸むな元もとを握にぎりしめ、俯うつむいた。

「中佐が喜んでくれるのかは、分かりません」

「あなたを最初に見た時の中佐の表情が、その答えになるでしょう」

　ローワンはそう言うと、ある部屋の前で立ち止まった。コンコンと扉とびらを叩たたき、「ローワン・テイ大尉です」と名前を告げる。

「中佐にお客様が来ています」

「入れ」

　ケイトの心臓がギュッと縮まる。声を聞いただけで、こんなにもケイトの心を動かす人間は他ほかにいない。

　扉がゆっくりと開かれ、部屋の一番奥に座っていた軍人がこちらを見た。金の瞳がケイトを捉え、驚きに見開かれる。

　──中佐だ……。目の前に、本当にいる。

「君は……、なぜ」

　小さく問いかけられて、答えなくてはいけないと思うのに声が出ない。ケイトの反応を見て、イーノットもまた、戸と惑まどったように口を噤つぐむ。

　イーノットがケイトに会えて嬉うれしいと思っているか、顔を見れば分かるとローワンは言っていた。だが、全然分からない。目の前のイーノットからは、困こん惑わくしか感じ取れなかった。

「突とつ然ぜん申し訳ありません。俺達、中佐にお話があって来たんです」

　喋しやべれないケイトの代わりに、リオが一歩前に出た。と、リオの横から、先ほどまで大人しかったジャスティンが飛び出す。

「あんたがイーノット・レイズなのか？　『棺ひつぎの手帳』を持ってるんだろ？」

『棺の手帳』。その言葉に、途と端たんにイーノットの表情が険しくなる。ローワンも眉まゆを寄せてジャスティンを見つめた。

「なぜ、手帳のことを知っている」

「持ってるんだったら寄よ越こせ！」

「こら、ジャスティン！」

　ケイトがジャスティンの腕を摑む。その様子を見て、イーノットはひとつ息を吐いた。

「……座りなさい。君達の話を聞こう」

　イーノットは先ほどの動揺を綺き麗れいに消し去って、軍を束ねる指揮官としてケイト達と対峙した。










「マイルズ・ブラント。君は彼の息子むすこなのか」

　ケイト達は促うながされてソファに座ると、ジャスティンが現れてからの一連の出来事を話した。向かい側に座ったイーノットは言葉を挟はさむでもなく黙って話を聞き、最後にジャスティンに視線を合わせる。

「中佐。ジャスティンの言うことが、本当に東部で起こっているんですか？」

　リオの問いに、イーノットはすぐには答えなかった。様々な考えが巡めぐっているのだろう、金の瞳は、慎しん重ちようにジャスティンやケイト達のことを見定めているようだった。

　ケイトは、先ほど街を歩いた時のことを思い出した。軍人達の硬かたい表情を見て、リオは『あんな風にしていたら、いつか住民達にも気付かれる。雰ふん囲い気きを察して、不安が伝でん播ぱしていくんだ』と言っていた。

　ケイトは真しん剣けんな表情でイーノットに向き合う。

「教えてください。誰だれかに話したりして、街の皆みなさんを混乱させるようなことはしません」

　ジャスティンが我が慢まんできないとばかりに、前のめりでイーノットに詰め寄る。

「手帳はあんたが持ってるんじゃないのか？　ここに持ってきてないのかよ？」

「……君の父親は今、ある村を占せん拠きよしている。武力でもってして、村人を不当に拘こう束そくしているんだ。彼らは私に、『棺の手帳』を出せと要求している」

　手帳の行方ゆくえは話さないまま、イーノットはそれだけを言った。

　村を占拠したというジャスティンの話は本当だったのだ、という理解とともに、大変なことが起きているのだと不安が増してくる。

　話を向けられたジャスティンは、父親の話を聞いて瞳を輝かがやかせた。

「手帳があるなら今すぐ出せ！　俺が父さんの代わりに受け取る」

「もし私が手帳を持っていたとして、君に渡わたして一体どうなるんだ」

　イーノットは冷たくジャスティンを一いち瞥べつした。その態度に血が上ったのか、ジャスティンがバン、とテーブルを叩く。

「そんなの決まってる！　お前達のしてる悪いことを、全部バラして脅おどしてやるんだよ！」

　興奮気味に語るジャスティンを、イーノットはその金の瞳で見つめた。

「そんなことをすれば君達は、君達が嫌きらい抜いている軍人達と同じだ」

　ジャスティンは「ふざけるな」と叫さけぶ。

「悪い奴やつに悪いことをして、何がいけないんだ！」

　イーノットは、ソファから立ち上がり、向かい側に座るジャスティンの前に片かた膝ひざをついた。ジャスティンがぎょっと目を見張る。まさか軍人が、こんなことをするとは思っていなかったのだろう。二人の視線の高さが同じになる。

「それでは、何も変わらない。革命派も軍も、ずっと同じままだ」

　静かに首を横に振るイーノットを見て、ジャスティンの瞳ひとみが揺ゆれ動いた。

「……じゃあどうすればいいんだよ？　俺達はずっと我慢してなくちゃいけないのか」

　イーノットは、悔くやしそうに表情を歪ゆがめるジャスティンに真しん摯しに語りかけた。

「私は軍のあり方や、そこで働く軍人達の意識を変えたい。いや、変えると約束しよう。だから君達にも理解してほしいんだ。話し合いの場が欲しい。互たがいの血など流したくはないんだ。私達は、同じ国に住む人間同士だろう？」

　はっきりと、ジャスティンの表情には迷いが生じていた。

「ジャスティン」

　深く響ひびくイーノットの声に、小さな肩かたが揺れる。

「現在、君の父親は我々との話し合いには一いつ切さい応じていない。だが君が間に立てば、話し合いのきっかけが作れる。協力してくれないか」

　ケイトも、祈いのるような気持ちでジャスティンの横顔を眺ながめた。リオはじっと考え込むように腕うでを組んで黙だまっている。

　ジャスティンは頷かず、だからと言って「いやだ」と突つっぱねることもしなかった。その態度に、ジャスティンが判断を決めかねているのが分かったのだろう、イーノットは立ち上がった。

「明日、もう一度話し合いができないか、村に伝令を出す。それまで今夜一晩よく考えてみてくれ」

　そう言うと、ケイトとリオに視線を向けた。

「君達三人に部屋を用意する。今夜は基地に泊とまりなさい」

　金の瞳と視線が交わった時、イーノットが何か言いたげに口を開いた。

　ケイトは思わず腰こしを浮うかしかける。その時だった。

　扉がノックされたかと思うと、返事も待たずに開かれる。

「やあ、イーノット君。入るよ」

　突とつ如じよ現れた軍人に、イーノットは目を見張った。

「バートレット少将！」

　その名前にケイトははっとして、目の前の軍人を見つめた。

　クロード・バートレット少将は、総司令部所属の少将だ。濃こい茶色の瞳は切れ長で鋭するどく、対たい峙じする者に威い圧あつ感かんを与あたえる。引き締しまった体たい軀くを軍服に包んでおり、胸むな元もとには、誇ほこらしげにいくつもの戦功章が輝いている。

「少将がなぜここに？」

　イーノットの言葉から、クロードの訪問が予想外のことだと分かる。

「事件の進しん捗ちよく状じよう況きようを知りたいというのが理由だが、もう一つの理由もある。私も親おや馬ば鹿かだな。どうしても君に会いたいと聞かなくてね。さあ、入っておいで」

　クロードが促うながすと、一人の女性が部屋に入ってきた。輝くような金きん髪ぱつがふわりと動いて、長い睫まつ毛げがかかる青い瞳がイーノットを嬉しそうに見つめる。

「心臓の発ほつ作さが出たからね、東部にある別べつ邸ていで療りよう養ようさせていたんだ。見み舞まいに行ったら、君の顔が見たいと駄だ々だをこねられて困ったよ」

　クロードが機き嫌げんよく笑いながら、女性の肩を抱だいた。

「エリカさん……」

　ケイトが呟つぶやくと、クロードの一人娘むすめであるエリカがはっと、ソファに座るケイト達に視線を移した。

「ケイトさん？」

　エリカの言葉に、クロードもようやく部屋にいるケイト達を一瞥した。

「そういえば、お客様かい？　女性に、子供の姿まである。私には彼らが軍人には見えないんだが。一いつ般ぱん人をここに入れたのか？」

　咎とがめるように言うクロードに、ローワンが反応する。

「少将、それは私が……」

「私が許可しました」

　ローワンの言葉を遮さえぎって、イーノットが言う。クロードは穏おだやかな表情を消して、腕を組んだ。

「イーノット君。君は現在、総司令部から命を受けてこの基地にいる。君には権限が与えられているが、だからといって基地の規律を乱すようなことはしてはならないよ」

「申し訳ありません」

　イーノットが頭を下げるのを見て、ケイトは慌あわてて立ち上がった。

「私達が、どうしてもと中ちゆう佐さにお願いしたんです」

「君は？」

「ケイト・エドモンドと申します」

　その名前を聞いて、クロードは「そうか、君か」と呟いた。鋭く冷たい視線が向けられて、ケイトはビクリと肩を揺らす。

「君の話は聞いている。イーノット君と親しいらしいが、こんな所まで来るなんてどういうつもりだ？」

「あ、の」

「彼は将来もある有能な軍人だ。付き合うべき人間は選ばなくてはならない。君が彼にふさわしいとは思えないが」

「お父様」

　エリカが言葉を挟もうとするが、クロードは構わずに続ける。

「女性の身で医師を目指すような人間だ、君は立場や身分といったものをあまり重要視していないのだろう。だが、世の中には純然とした立場の違ちがいが存在するんだ。君が医師を目指すことで周りに嘲ちよう笑しようされるのも、君とイーノット君では全く釣つり合わないことも、事実なんだよ」

　突き刺ささるような言葉を投げられて、ケイトは反論しようと口を開く。だが、クロードは今度はイーノットの方を見つめて言った。

「イーノット君も、こんな女性を傍そばに置くなんて、君の立場が悪くなるだけだぞ。今は更さらに出世するための大事な時期にきているんだ。付き合う人間をもっと考えなさい」

　出かかった言葉は、結局口にできなかった。ケイトは下を向いて、自分の靴くつ先を見つめる。散々な言い方をされて、悔しくて仕方ない。だがそれ以上に、イーノットに迷めい惑わくがかかるのは嫌いやなのだ。ここで反論しても、批判はイーノットに向いてしまうかもしれない。

　先ほどイーノットは、ジャスティンに軍を変えると約束してくれた。その気持ちが噓うそではないことを、ケイトは知っている。イーノットは、中佐へと階級を上げたばかりだった。軍の中で、不利な立場に立ってほしくない。そう思えば、何も言えなくなった。

「イーノット君の前から消えなさい。もしもお金で解決するというなら、私が払はらってもいい」

　溜ため息いきとともに言われた内容を聞いて、痛みを感じるほど強く手を握にぎりしめた。怒いかりで頭の中が白くなる。今まで黙っていたリオが、我が慢まんできずに立ち上がった。

「いい加減にしてください。あまりに彼女に対して失礼です！」

　ジャスティンまでもが、リオの横から憤ふん然ぜんと抗こう議ぎする。

「そうだっ！　さっきからあんた何様なんだよ！」




「──彼女に謝罪してください」




　その時、ひやりとするほど冷たい声が部屋に響いた。皆みなの視線が一いつ斉せいに、発した声の主に向く。

「今何か言ったかい、イーノット君」

　イーノットは、わけが分からないという顔をするクロードの前に立ち、もう一度ゆっくりと言った。

「彼女に謝罪を、と申し上げました」

「なぜ」

「彼女を侮ぶ辱じよくしたからです。彼女は、少将が言う立場や身分というものを超こえて、今こうして医術科の学生としてここに立っているんです。少将の言う通り、立場も身分も男女の差もこの世には存在します。それを覆くつがえすために彼女がどれだけ努力したのか、あなたは知らないでしょう。彼女の想おもいを、あなたが勝手に推おし量って金銭で解決するなど、あまりに彼女を馬ば鹿かにしています」

　そこでイーノットは、険しい表情のまま、横に立っているケイトに視線を向けた。

「君も、なぜ黙っている。いつもなら、誰だれであろうと間ま違ちがったことを言われたり、夢を否定されれば、きっちり言い返してきただろう。あの日、南部基地で私に言った言葉は噓か」

「……え？」

「私が怪け我がをしたり病気になったりすれば、飛んできてくれるんだろう。そういう医師になると言ってくれたのを忘れたのか」

　ケイトは目を見開く。先ほどは逸そらしてしまった金の瞳ひとみを、じっと見つめてしまった。

　イーノットの言う通り、確かにケイトは彼にそう言った。約束を交かわした日、ケイトは思いのすべてをイーノットに告げて、改めて医師になる決意を固めたのだ。

　──覚えていてくれた……。

「顔を上げろ」

　真しん摯しに注がれる金の瞳は、ケイトを優やさしく包み込み、時に叱しつ咤たし、そして奮い立たせる。

「周りの声など気にするな。顔を上げて背筋を伸のばして、自信を持って医師になると言えばいい」

　胸の奥から沸わき上がってくる熱いものがケイトの喉のどを塞ふさぎ、ただ一心にイーノットを見つめる。

「もし私のために口を噤つぐんでいるのだというなら、それは間違いだ。私は何も困らない。医師になりたいと言う君を、ただただ誇らしく思うだけだ」

　イーノットにとってケイトが、不利でも邪じや魔までもないのだと、その言葉は教えてくれる。ケイトの心に、道しるべのように刻まれ、残った。

　胸が痛かった。悲しいからでも悔くやしいからでもなく、嬉うれしさで。

　──ほら……。いつだって、この人はこうなんだ。

　出会った時から、イーノットはケイトの夢を否定したことがなかった。ケイトという人間の本質を見て、気休めでも何でもなく、彼自身がそう思うから「医師になれる」と言い続けてくれた。

　好きだと思った。本当にどうしようもなく、目の前のこの人のことを好きだと思う。

「私が謝罪をする理由はないね。イーノット・レイズ中佐、君は上官である私に口答えするのか？」
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「お父様、やめて」

　エリカがクロードとイーノットの間に割って入る。娘の懇こん願がんを聞き入れたのか、不ふ機き嫌げんそうなもののクロードは口を閉じた。

　そのままエリカは、イーノットへと向き直る。

「今日は本当に、お顔が見たかっただけなんです。お元気そうで良かった」

　本当に安あん堵どしたようなエリカの顔を見て、イーノットはひとつ息を吐はき、頭を切り替かえたようだった。

「いいえ。あなたこそ、以前お会いした時より顔色がいいですね」

「ええ。もうすっかり体調も戻もどっているんです」

「それは良かった」

　エリカは少しの間、名残なごり惜おしそうにイーノットを見ると、振ふり切るようにパッと踵きびすを返した。そのままクロードの腕うでを引く。

「仕事の邪魔をして申し訳ありませんでした。父と基地の人達への挨あい拶さつを終えたら帰りますので。さあ、お父様、失礼しましょう」

　イーノットとローワンはその場で敬礼を見せた。クロードは何も言わず、部屋を後にした。










　その後イーノットは、ケイト達を基地内にある宿しゆく泊はく可能な部屋へと案内して、自分は軍議があるからとローワンと共に出て行った。

「なんか、疲つかれた……」

　ジャスティンが、備え付けられたベッドへと飛び込む。ようやく三人だけになって、ホッとしているのだろう。三人で使うよう言われた部屋は、人数分のベッドに小さな机と椅い子すがある簡素な作りだ。窓がないため、少し薄うす暗ぐらい。

　この部屋に来るまで、ケイト達は好こう奇きの目に晒さらされ続けた。基地では珍めずらしいので仕方がないのだろうが、集中する視線は落ち着かない気分にさせる。

　ケイトも部屋に入って内心ほっとしていた。

　──中ちゆう佐さと、あまり話せなかったな。

　ぼんやりとそう考える。今の状じよう況きようでは二人きりになることも難しく、約束の日の話などできそうになかった。

　──でも、話したいな。ほんの、ちょっとでいいから。

　その時、トントンと扉とびらがノックされた。「どうぞ」とリオが代表で声をかけると、扉から金きん髪ぱつがのぞいた。

「ケイトさん、いるかしら？」

「エリカさん？」

　姿を見せたのはエリカだった。ケイトは扉に駆かけ寄る。

「父がこちらの基地の准じゆん将しようと話していたから、私だけ少し抜ぬけてきたの。ねえ、二人だけで話せないかしら？　私がいる応接室に来てくれない？」

「話ですか」

　ケイトは振り返り、リオとジャスティンを見た。

「ちょっと出てくるね」

「ああ、分かった。気を付けろよ」

　リオはエリカに警けい戒かいするような視線を向けたものの、頷うなずいて了りよう承しようしてくれた。

　ケイトとエリカはそのまま、応接室と呼ばれる部屋まで歩いていった。軍人が一人付き添そってくれる。

「ここよ。入って」

　エリカに促うながされて入った部屋は、ケイト達が休んでいる部屋の数倍は広い部屋だった。ソファも光こう沢たくのある革かわ張ばりのもので、飾かざられている絵画や壺つぼも高級そうだった。

　ケイトとエリカは、互たがいにソファに腰こしを下ろす。

「久しぶりね」

「ええ。病院でお会いしたきりですね」

　ケイトとエリカは、ライナス・ベントリーが起こした連続殺人事件を通して知り合った。ライナスに捕つかまえられた二人は、イーノット達に助け出されたが、その時エリカは心臓の発ほつ作さを起こしていた。エリカはその後入院することになり、ケイトは一度見み舞まいに訪おとずれていたのだ。

　その病室で、エリカはイーノットが好きなのだとケイトに告げている。

　ケイトは目の前のエリカと対たい峙じして、ぎゅっと膝ひざに置いた自分の手を握にぎりしめた。ケイトだけを呼び出して、エリカが一体何を言うのか分からなかった。

「まず、あなたに謝罪しなくては。ごめんなさい、父が失礼なことを言って」

　戸と惑まどうケイトを前に、エリカは頭を下げた。ケイトは慌あわてて、エリカに顔を上げるように言った。

「い、いいんです。もう気にしていません」

「私も、あなたのことをきちんと知るまでは、父と同じような考えだったわ。でも今は違ちがうと分かっている。だから、きちんと謝罪したいの。受け入れてくれるかしら」

　真摯な表情だった。エリカ・バートレットという女性は、自分の非を認め、それを言葉と行動で示せる強さがあるのだと思った。

　気位は高いが、一度認めれば柔じゆう軟なんな考え方もできる。真っ直すぐにケイトに許しを乞こう姿は、同性から見ても美しく映った。

　ケイトの心の中に、じわりと焦あせりが生まれる。エリカはイーノットが好きで、ケイトもまた、イーノットを諦あきらめきれない。二人は所謂いわゆる恋こい敵がたきというものなのだろう。

　綺き麗れいで堂々としていて、軍人であるイーノットの力になれるエリカ。魅み力りよく的てきで手ごわい目の前の女性が、ケイトが張り合うべき相手だった。

　──卑ひ屈くつになってる場合じゃないわ。私だって、南部基地に中佐に告白しに行った時に、覚かく悟ごを決めたんだから。

　ケイトはエリカの瞳を見返した。

「謝罪は受け入れます。だから、もうこの件は気にしないでください」

　エリカは青い瞳を細め、ほっとした様子で笑った。

「ありがとう」

　しかしまた、エリカは目を伏ふせてしまった。

「あれから、色々と考えたの。父がライナスの恋こい人びとに行った仕打ちも詳くわしく聞いたわ。父は絶対に認めなかったし、今いま更さら、父を裁く法律はない」

「……はい」

　バートレット少将は、戦場でライナスの恋人であるレイチェルを置き去りにしていた。ライナスがエリカを狙ねらった理由でもある。

「中佐が父を快く思っていないことも想像がつくわ。それでも私への態度が変わらないのがありがたいし、嬉しい」

　イーノットへの愛いとおしさがその青い瞳ひとみに滲にじんでいる。

「私は、父のしたことを認めることはできない。それがバートレット家の為ためだったとしても、やってはいけないことだわ。父の罪は、私の罪よ。私はバートレット家の人間として、父が置き去りにした住民達の命の重みを背負う責務があると思う」

　凜りんとした声に、ケイトはエリカの心の強さを感じ取った。

　その覚悟の重みに、ケイトは何も言うことなく頷いた。

　エリカのきめ細かい肌はだには、赤みが差している。病室で見たエリカの頰ほおにはまだ血の気が少なく、頼たよりなく見えた。その頃ころより、だいぶ元気になったように感じる。

「もう体調はすっかりいいんですか？」

「ええ。あなたと病院で会ってから、四日後には退院したの。でも、まだ本調子じゃなかったみたいで。丁度中佐が屋や敷しきにいらした時に、大きな発作が出てしまったの」

　ケイトは目を見開く。

「大だい丈じよう夫ぶだったんですか？」

「すぐに中佐が人を呼んでくれたから。主治医がやって来るまで、ずっと傍そばに付いていてくれたの」

　エリカが発作を起こした日を聞いて、ケイトは声を上げそうになった。

　──その日って、私が中佐と約束した日だ。

「また病院に逆ぎやく戻もどりして、退院してからも屋敷には戻らずに東部で過ごすことにしたの。こっちは空気もいいし、体にはいいと思って」

「そうだったんですか」

　ケイトが相あい槌づちを打つと、エリカはちらりとケイトの表情を窺うかがうように目を合わせた。

「聞いてもいいかしら」

「はい」

「あなたは、中佐に告白したの？」

　目を瞬またたくケイトに、エリカは硬かたい表情のまま、答えを待っている。

「はい。言いました」

　ケイトも姿勢を正し、頷く。

「中佐は何と？」

「……答えはまだ、聞いていないんです」

　エリカは眉まゆを寄せた。

「聞いていない？」

「はい。色々あって、答えを聞きそびれてしまったんです。エリカさんは、大きな発作が出てから、中佐に会っていないんですよね？　私も同じようなものなんです。告白をしに行った日から今日まで、中佐に会っていませんでした」

「そう、なの」

　ケイトの答えに、エリカはどこか安あん堵どしたような顔を見せた。

「じゃあ、なぜ私が中佐の前で発作を起こしてしまったのか、知らないのね……」

　小さく呟つぶやいた言葉を拾って、ケイトは首を傾かしげた。

「え？」

　エリカははっとケイトを見て、それから何かを飲み込んだように視線を逸そらした。

「……いいえ。何でもないわ」










　イーノットは予想以上に長引いた軍議を終えて、自分の執しつ務む室へと戻ってきた。暗くなった部屋で、明かりもつけずに椅い子すに乱暴に座る。

　天てん井じようを仰あおぎながら、めまぐるしい一日を振ふり返る。ケイトがここにやって来たのも驚おどろきだったが、連れてきた人物にはもっと驚きよう愕がくさせられた。

　マイルズ・ブラントの一人息子むすこ。マイルズの妻は亡なくなっているため、彼の家族と呼べるのはあの少年だけだった。

　革命派のリーダーの息子が現れたことは、軍にとっては吉きつ報ぽうである。ケイト達が堂々と真正面から基地を訪れたことで、ジャスティンの存在を基地内で隠かくすことはもはや不可能だった。

　軍議が長く続いた理由もそこにある。イーノットは少年の存在について問われ、マイルズの息子であると説明した。

「……くそっ」

　軍議の中身を思い出して、イーノットはくしゃりと前まえ髪がみをまぜた。

　大部分の軍人達が、ジャスティンを人ひと質じちにしてマイルズ達にその姿を見せ、投降を促すべきだと主張した。

『革命派と軍が睨にらみ合っている現場にあの少年を連れていくということですか？　もし銃じゆう撃げき戦せんになったら、少年に弾たまが当たる可能性もあります』

『その場合、少年の命が犠ぎ牲せいになることもある。だがそれは必要な犠牲だ。とにかく、直接少年を見せなければ、マイルズは納なつ得とくしないだろう。銃を突つきつけられる自分の息子の姿を見せるからこそ、効果があるんだ』

『逆効果になったらどうします。周りには村人達もいるんですよ。逆上したマイルズが攻こう撃げきに転じれば、村人たちも無事には済まされないでしょう』

『──イーノット・レイズ中ちゆう佐さ。我々は決して革命派には屈くつしない。それは分かっているな』

『ええ。ですが……』

『大事なのは、革命派を殲せん滅めつすることだ。抵てい抗こうするなら殺すしかない』

『ですから、周りには村人達が』

『先ほど、必要な犠牲はある、と言っただろう』

　胸の悪くなるような会話を思い出して、イーノットはきつく目を閉じた。

　とにかく、上層部が考える作戦を決行させるわけにはいかない。ケイト達は、ジャスティンの保護を求めにここに来たのだ。イーノットも、年とし端はもいかない子供の命をいたずらに危あやうくするつもりはなかった。

　明日、なんとかジャスティンのことをマイルズに知らせて、話し合いを持つことを成功させなくてはならない。あの少年は、協力してくれるだろうか。

　──誰だれ一人の血も流させない。

　甘いと言われようと、イーノットが望むのは一人の死者も出さない解決だった。

　その時、トントンと、いささか強い調子で扉とびらが叩たたかれた。

「入れ」

「うわっ、なんで明かりつけてないんですか」

　扉が開いて、素すっ頓とん狂きような声と共にサニーとロジャーが入ってくる。

「面めん倒どうくさい」

　イーノットが一言告げると、「お疲つかれのようで」と苦く笑しようされた。

「聞きましたよ。ケイト達が来たんですって？」

「ああ」

「どうやったって、中佐とケイトは出会う運命にあるってことですね」

「ふざけてる場合か」

「感心してるんですよ」

　何を言っても、サニーの軽口には勝てる気がしなかった。疲れる思いをするのは、いつだってイーノットの方なのだ。

「ケイトさん、お元気でしたか？」

「私に聞かないで、会ってくればいい」

　ロジャーの言葉に、イーノットはそう返した。そしてふいに、今この基地にケイトがいるのだということを強く意識する。南部と東部ではない。同じ建物の中、会おうと思えば会える距きよ離りにケイトはいる。

　この数か月間ずっと言いたかった言葉、いや、本当はもっとずっと前から思っていた言葉を、今なら伝えられる。むしろ、伝えられるのは今だけかもしれない。

　迷ったのは一いつ瞬しゆんだった。イーノットは立ち上がる。

「少し出てくる」

「はい」

　どこにとも、サニー達は聞かなかった。何だか穏おだやかに見送られてしまったので、きっと行き先などお見通しなのだろう。悔くやしいような気き恥はずかしさを感じつつ、それでもイーノットの足は止まらなかった。










「なあ眼鏡。暇ひまだ」

　ケイトがエリカと出て行ってすぐ、二人きりになってしまったジャスティンとリオの会話は弾はずまない。ジャスティンはベッドにうつ伏ぶせになったまま、リオに訴うつたえた。

　リオは医術書に視線を下ろしたまま、そっけなく言う。

「暇なら寝ねろ。子供は寝る時間だ」

　ジャスティンは体を起こして怒ど鳴なった。

「子供扱あつかいすんなっての！　なー、あの金きん髪ぱつ美人とケイト、今いま頃ごろ何話してんのかな？」

「俺が知るわけないだろう」

「チッ、眼鏡使えねー」

　リオはピクリとこめかみを動かし、バタンと医術書を閉じた。

「お前には、目上の者への口の利きき方から教えるべきだな」

「はあ？」

　怪け訝げんな顔をするジャスティンの頰ほおをガッと挟はさんで、無理やり視線を合わせる。

「人から軽かろんじられたくないと思うなら、お前自身の態度も改めなくてはだめだ。『手帳を寄よ越こせ』と喚わめいてばかりで、相手の話を聞こうという気持ちが全く伝わってこない。自分の要求や感情ばかり乱暴に押し付けて、相手に見返りを求めようとするのは虫が良すぎる」

　軽口を叩いていたはずだったが、リオの口調は段々真しん剣けんみを帯びてくる。

「丁てい寧ねいに対応してもらいたいと思うなら、お前も丁寧に頼たのむんだ。お前が喧けん嘩か腰ごしだから相手も喧嘩腰になる。それじゃ、本当のお前の気持ちはずっと伝わらないままだぞ」

　リオには、目の前の猪ちよ突とつ猛もう進しんすぎる少年が、危なっかしくて仕方なかった。

『父さんの力になりたい』。そんな風に言って、たった一人でケイトの所にやって来るほど、ジャスティンは父親が好きで、認められたいのだろう。

　軍医になって父親を見返したいと思っているリオにとって、ジャスティンの真っ直すぐすぎる思いは居い心地ごこちが悪く、そして放ほうっておけない気分にさせる。

「分かったか」

　大きな真ん丸の瞳ひとみでリオを見つめるジャスティンが、何かを感じ取ったのか「うん」と呟つぶやいた。

「分かった。……リオ」

　名前を呼ばれて、今度はリオが目を見開く。ジャスティンは照れくさくなったのか、リオの手を慌あわてて振り払はらい、またベッドに突っ伏ぷした。

　リオは、ゆっくりとジャスティンが横になっているベッドの端はしに腰こし掛かける。

「なあジャスティン」

「……何」

「明日、中佐に協力するのか？」

　ジャスティンは一いつ瞬しゆん押し黙だまると、考えを絞しぼり出すように言った。

「……分かんない。迷ったは迷った、けど。あの少将みたいに、やっぱりムカつく軍人もいるし、どうしたらいいか分かんねーよ」

「そうか」

　それだけを返したリオに、ジャスティンは怪訝そうな視線を向けた。

「協力しろって言わないのかよ？」

「お前は馬ば鹿かじゃない。何が正しいのか、冷静になれば分かるはずだ」

「だから、分かんないんだってば」

「だったら今夜一晩寝ずに考えるんだな。ああ、良かったじゃないか、これで暇じゃなくなるぞ」

　恨うらめしげに、ジャスティンが睨にらんでくる。

「おい。性格悪すぎるぞ」

「ありがとう」

「褒ほめてねえよ！　そ、そんな性格悪いとなあ、ケイトに嫌きらわれるぞ！」

　ジャスティンの苦し紛まぎれの言葉に、リオは瞳を瞬またたかせた。そして、苦く笑う。

「……それは、困るな」

「え。ってことはリオは、ケイトが好きなのか？」

　無む邪じや気きに質問してくるジャスティンに、「ああ」とリオは答えていた。

「でもケイト、何だかリオの前で困った顔ばっかりしてないか？」

　子供というのはよく見ていると、リオは内心苦笑した。

　リオが優やさしくするたび、言葉にするたびに、ケイトはどうしていいか分からないという顔をする。別にリオだって、ケイトを困らせたいわけではない。できるなら、告白する前に見せていたような笑え顔がおを見せてほしい。

　ただ、ケイトには好きだと告げてしまった。そんなリオの想おもいを知ってなお、笑みを浮うかべてほしいと思うのだ。

「困った顔も悪くないが、いつかは笑ってほしいと思ってるよ」

「ふーん。……俺にはよく分かんないや」

「俺も最近知ったばかりなんだ」

「大人になってもまだ、分からないことってあるんだな」

「そうだな。俺にも分からないことが、きっとたくさんある」

　それからすぐ、すうすうと寝息が聞こえてきた。やはりジャスティンは疲れていたのだろう。リオは眠ねむる子供が風邪かぜをひかないように毛布をかけて、自分はまた医術書を読み始めた。

　どれくらい集中して読んでいたのか、扉とびらを叩たたく音ではっと顔を上げる。

「どうぞ」

　ジャスティンが起きないよう小声で促うながすと、扉が開いた。部屋に入ってきた人物を見て、リオは体を揺ゆらした。

「……中ちゆう佐さ。一体どうしたんです？」

　入ってきたのはイーノットだった。

「彼女は一いつ緒しよじゃないのか？」

　金の瞳が、たった一人を探して彷徨さまよう。その姿に、何を今いま更さらと怒いかりが湧わいた。昨年の冬、目の前の男は寒空にケイトを何時間も待たせ、あげく約束を破ったのだ。

「今は、別の部屋であのエリカという女性と話していますよ。女性の話は長いですから、当分戻もどらないんじゃないですか」

　言葉も自然とそっけないものになる。だがイーノットは、そんなリオの不快さなど気にすることもなく、「そうか」と何やら考え込んでいる。

　イーノットは顔を上げた。

「では、君に頼みがある」

「頼み？」

「この部屋に戻ったら、彼女に伝えてくれ。『約束を破ったことを謝りたい。今日はずっと執しつ務む室にいるから、会いに来てくれ。時間は何時でも構わない』と」

「そんなの……」

　自分で伝えろ、と言いかけて、リオは口を噤つぐむ。リオが黙ったのを了りよう承しようの意だと思ったのか、「よろしく頼む」とイーノットは真しん摯しにリオを見つめ、部屋から出て行った。

　部屋の中にまた、静せい寂じやくが戻ってくる。医術書を開いたが、全く集中することができずにやめてしまった。

　それから十分ほどして、「ただいま」とケイトが戻ってきた。ベッドで眠るジャスティンを見て、口に手をやる。

「寝ちゃったのね」

「ああ」

　言いながら、リオはケイトに気付かれないよう視線を外した。

「ねえリオ。ジャスティン、中佐に協力するって言ってた？」

「いや、まだ分からないと言っていた。決めかねているみたいだな」

　ケイトは眉まゆを下げてジャスティンの寝顔を眺ながめた。

「そう……。中佐の気持ちが、ジャスティンに伝わるといいんだけど」

　リオの心臓がつきりと痛む。約束を破られてなお、ケイトの心はいつだってイーノットに向けられている。

「ジャスティンに軍を変えると約束していたが、中佐は、お前との約束さえ破るような男だろう」

　気付いたら、そう吐はき捨てていた。ケイトがじっとこちらを見るのが分かる。

「ジャスティンと交かわした約束は、きっと本物だと思うわ。だからジャスティンだって迷ってる。……それに、私との約束だって、何かわけがあったのかもしれない」

　心なしか、ケイトの声は弾はずんでいた。なぜだろうとリオは考える。約束を破ることになった『わけ』とやらを、ケイトは何か知ったのだろうか？

『約束を破ったことを謝りたい。今日はずっと執務室にいるから、会いに来てくれ。時間は何時でもかまわない』。

　イーノットの言葉が、ぐるぐると頭を駆かけ巡めぐっていた。

　──二人を会わせたら、……どうなるのだろう？

　約束を破ったことを謝りたいと、イーノットは言っている。そしてケイトは、約束が守られなかったのも仕方がないと考えているようだった。

　そんな二人が会って話をしたら。

　──考えるまでもないだろう。今日、二人の約束が果たされるということだ。

　そうなれば本当に、ケイトは自分の手をすり抜ぬけて行ってしまう。

「リオ？　どうかした？」

　ケイトの声に、はっとして顔を上げる。

　不思議そうにケイトが首を傾かしげる。言うなら今しかない。今この時もきっとケイトを待っているだろうイーノットの言葉を、伝えるなら今しか──。

「……いや。何でもない」

「？　そう？　じゃあ、私もまだ眠くないし、医術書を読もうかな」

　リオは、自分で発した言葉が信じられないというように、しばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　大人になってもまだ、分からないことはある、とジャスティンは言った。

　そう、分からないことはたくさんある。今日リオが知ったのは、噓うそを吐ついてでもケイトが欲しいという恋れん情じようと、イーノットに対する持て余すほどの嫉しつ妬とだった。
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　ふ、と意識が浮ふ上じようして、ジャスティンは目を覚ました。

　寝ねぼけ眼まなこで周囲を見回すと、ケイトがベッドの端はしに頭を乗せて眠っており、リオは椅い子すに座って頭を下げている。ジャスティン以外、結局ベッドで眠った者はいないようだった。

「……俺には風邪ひくって言うくせに……」

　ジャスティンは二人を起こさないようベッドから抜け出す。それから、毛布を二人にかけてやった。

　この部屋には窓がない。外を窺うかがい知ることはできないが、扉の隙すき間まから光が差しているのが分かるため、もう朝なのだろう。

「どうしよう……、今日決めないといけないのに」

　その場にしゃがみ込んで、ジャスティンは頭を抱かかえた。イーノットに協力するか否いなかを、一晩考えるつもりが寝てしまった。

『お前は馬ば鹿かじゃない。何が正しいのか、冷静になれば分かるはずだ』。

　昨夜リオに言われた言葉が脳のう裏りに甦よみがえる。

　何が正しいのか。父親の考えも、軍が憎にくいという衝しよう動どう的てきな感情も除いて、自分は何が一番正しいと思うのか。

　ジャスティンはひとつ息を吐いた。答えはすぐそこにあるような気がした。

「……トイレ行ってこよ」

　突つき詰つめることを一いつ旦たん中断して、ジャスティンはそっと部屋から出た。それからすぐにぎょっとする。扉の前には一人、軍人がこちらに背を向けて立っていたからだ。

「うわっ」

　驚おどろいて声を上げると、軍人が振ふり返った。坊ぼう主ず頭あたまに、実直そうな茶色い瞳ひとみがリオを見つめる。

「ああ。起きたのか。他ほかの二人は？」

「ま、まだ寝てるけど」

「そうか。それでどうした？　まだ寝ててもいいぞ。時間的にも早い」

　軍人にしては威い圧あつ感かんのない口調で言われ、戸と惑まどいながらジャスティンは言う。

「トイレ行きたくて起きた」

「ああ。じゃあ付いてこい。案内する」

　そう言って廊ろう下かを歩き出す背中を見て、ジャスティンは慌あわてて後を追う。

「おい、あんた！　いいって、道教えてくれれば一人で行ける！」

　小さな子供ではないのだ、トイレくらい一人で行ける。

「俺はフリオだ。お前は？」

　唐とう突とつに自己紹しよう介かいされ、ジャスティンは面めん食くらう。次いで反射的に、名前を名乗る必要はない、と言いそうになってやめた。

『丁てい寧ねいに対応してもらいたいと思うなら、お前も丁寧に頼たのむんだ。お前が喧けん嘩か腰ごしだから相手も喧嘩腰になる。それじゃ、本当のお前の気持ちはずっと伝わらないままだぞ』。

　またしても昨夜のリオの言葉が過よぎった。あの時、自分は反省したのではないのか。

「……ジャスティン」

　ジャスティンが名乗ると、フリオは小さく笑った。

「よしジャスティン。お前をトイレに連れて行って、無事に部屋まで送り届けることも俺の仕事なんだ。だから気にする必要はない」

　それを聞いて、ジャスティンはきゅっと唇くちびるを引き結んだ。

　──つまりそれって、俺を監かん視ししてるってこと？

「イーノット・レイズ中ちゆう佐さに頼まれたの？」

「ああ。ちゃんと守るよう言われているから」

　守る、という言葉を使われても、ジャスティンには自分を見張っているようにしか思えなかった。胸の中に、一いつ滴てき黒い絵の具を垂らされたような嫌いやな感じが広がる。

　それでも、フリオは人当たりが良く、トイレへの道すがらも気さくに話しかけてくれた。拗すねたように押し黙だまってしまったジャスティンに色々と話を振り、少しでもジャスティンが言葉を返せば嬉うれしそうに答える。そんな反応をされてしまえば、邪じや険けんにはできなくなってしまう。

　まだ朝早いためか、基地内でもあまり人と会わない。トイレに向かう間にすれ違ちがった軍人も数えるほどだった。

　トイレを終え、また元来た道を戻もどる。

「あ」

　真正面からこちらに歩いてくる軍人を見て、フリオが声を上げた。ジャスティンは顔を顰しかめた。印象的な髭ひげ面づらは、昨日ジャスティン達を門もん前ぜん払ばらいしようとした軍人、ハリソン准じゆん尉いだった。

　フリオの声に、あちらもジャスティン達に気付いたようで、厳いかめしい顔が更さらに顰められる。

「昨日の子供か。おい、ここで何をしている？」

　最後の言葉は、ジャスティンの横に立つフリオに向けられたものだった。フリオは、直立不動で敬礼の姿勢を見せる。そして、事情を説明した。

　話を聞いたハリソンは、フン、と鼻を鳴らした。

「この子供は革命派のリーダーの息子むすこだ。いくら取引材料になるといっても、危険因子には変わりないだろう。逃にげられないよう、手て錠じようでもかければいいのだ」

「俺は囚しゆう人じんじゃない！」

　思わず嚙かみつくと、「反はん抗こう的てきな態度だ。ますます信用ならん」と睨にらまれる。

　ジャスティンの胸に、沸ふつ々ふつと怒いかりが湧わいてくる。やはり軍人など嫌きらいだ、と思う。だが、横に立っている同じく軍人であるはずのフリオは、優やさしくジャスティンに語りかけてくれていた。

　ジャスティンの幼い心の中で、天てん秤びんが行ったり来たりを繰くり返している。軍人なんか嫌いだ。でも、そんな軍人ばかりじゃないだろう？　相反する気持ちがない交ぜになって、どうしていいか分からなくなる。

　腕うでを組んでジャスティンを睥へい睨げいしていたハリソンが、おもむろに口を開いた。

「おい。この子供は私が部屋まで送り届ける。お前は下がっていいぞ」

　突とつ然ぜんの提案に、フリオが目を見開く。ジャスティンも驚いて顔を上げた。

「えっ。で、ですが、これはイーノット・レイズ中佐から、私に命じられた仕事ですので」

「今この場にいるのは私とお前だけだ。誰だれの命令に従うべきかは分かるだろう？」

　フリオが黙り込む。

「そんなに気になるというなら、私直々に中佐に報告しておく。それでいいだろう」

　何か断る手立てはないかと、フリオは考えあぐねているようだった。しかし、ハリソンがフリオよりも階級が上なのは歴然とした事実だった。フリオはジャスティンを見つめる。

「ごめんな。後は、准尉と戻ってくれ」

　申し訳なさそうな顔をされて、ジャスティンは頷うなずくしかない。カツカツと軍ぐん靴かを鳴らして、ハリソンがジャスティンの腕を取る。

「来い」

「あのっ、乱暴にしないでください！　この子は逃げませんよ」

　フリオの声を無視して、ハリソンはジャスティンの腕を引っ張って行った。

　物のように扱あつかわれ、ジャスティンの怒りはどんどん高まっている。そこでふと、自分達が進んでいる方角に意識がいった。

「おいっ、こっちは俺が寝てた部屋じゃないぞ」

「そんなことは分かっている。行くのは中佐の執しつ務む室だ」

　ジャスティンの方など見ずに、前だけを見ながらハリソンが言う。

「はあっ？　何でだよ！」

「お前にあんな立派な部屋など必要はない。革命派のリーダーの息子だ。思考もすっかり父親と同じに染まっているんだろう。そんな人間を手厚く扱う理由はないし、むしろ牢ろう屋やにでも入れて監視するほうがいい。そう中佐に進言する」

「なっ」

　ジャスティンはきつく握にぎられた腕を振りほどこうとした。しかし、びくともしない。

「放せよっ」

「大人しくしろ。全く、中佐は甘すぎる──」

　ふと言葉を切って、ハリソンはある部屋の前で止まった。意識をそちらに持っていかれたのだろう。ジャスティンもつられて立ち止まり、部屋の扉とびらを見つめる。

　中から話し声が漏もれ聞こえていた。

「あの子供、ジャスティンと言ったか？」

　自分の名前が呼ばれ、小さく肩かたが揺ゆれる。

「彼を盾たてにして、マイルズに見せればいい。それでマイルズが出てきたところを一いち網もう打だ尽じんにすればいいんだ」

「ああ。この問題は早急に解決しなくてはならない。弾だん薬やくのことが知れれば、我が軍の権けん威いに傷がつく。関かかわった人間はすべて片付けるべきだ」

　片付ける、という意味が何なのか、その密ひそやかで醜しゆう悪あくな声の調子から分かってしまった。

　──父さんも、仲間も皆みんな、殺す気なんだ。

　マイルズといつも一いつ緒しよに行動する革命派の仲間達は、ジャスティンにとっては皆みな優しく気のいい兄弟のような存在だった。子供扱いされることばかりだったが、母親を亡なくした寂さびしさを埋うめられたのは、あの兄弟達がいてくれたからだ。

「なんだ。やはり他の人達も、私と考えることは一緒なんだな」

　聞こえてきた声に、ハリソンは満足げに頷いてみせた。

「部屋に戻るぞ」

　ハリソンは腕を引き、道を戻り始めた。

「中佐に進言するまでもなかったな」

　ジャスティンはもう何も言わなかった。ただじっと前を歩く背中を睨みつけ、怒りを腹にため込む。

　ジャスティンの心の天秤が今、ある一方へと傾かたむいた。










　ごめん。

　──何が？

　やっぱり俺には無理だ。

　──だから、何が？

　信じることなんてできない。

　──何を信じられないの？

　もう行くね。

　──待って！

　ケイトははっと目覚める。何だか、短い夢を見ていたような気がする。ぼんやりした頭で周囲を見回し、すぐに異変に気付いた。

「……ジャスティン？」

　リオは椅い子すに座って眠ねむっている。だが、ベッドに寝ねているはずのジャスティンの姿が見えない。

「どこ行ったの？」

　不安になって声に出すと、その音でリオも起きたようだった。

「……ん？　ケイト？」

「リオ！　ジャスティンがいないの！」

「えっ」

　リオは立ち上がり、部屋を一いち瞥べつするなりすぐに外へ出た。ケイトも慌あわてて後を追う。

　部屋の前には、軍人が一人立っていた。坊ぼう主ず頭あたまの軍人は、突然部屋から出て来たケイト達に驚おどろいている。

「あなた、ずっとここにいたんですか？　この部屋から、ジャスティン……、子供が出て行きませんでしたか！」

　ケイトに詰つめ寄られ、軍人は茶色い瞳ひとみを困こん惑わくに揺らす。

「ジャスティン？　確かに一度トイレには連れて行きましたが、その後は部屋に戻ったはずです」

「『はず』？　何ですか、それ」

　曖あい昧まいな言い方を問い詰めようとすると、リオが廊ろう下かを走り出す。ケイトも続いた。

「あいつ、勝手にどこ行ったんだ」

　きょろきょろと周囲を見回しながら小走りで進む。ケイトは、起きる寸前まで見ていた夢を思い出した。いや、夢ではないのかもしれない。

　──あれは、ジャスティンの声だった気がする。何て言ってたんだっけ……？

　ごめん、と言っていた。やっぱり信じられない、とも。もしも基地にいないとしたら……。

　ケイトはピタリと足を止めた。恐おそろしい考えが浮うかんだからだ。

「ジャスティン、ユーロス村に行ったんじゃないのかな？」

　リオが振ふり返る。

「……まさか」

　言いながらも、リオは考えを巡めぐらせているようだった。

「とにかく、中ちゆう佐さに知らせよう。話はそれからだ」

　ケイト達は、すぐにイーノットの執務室へと向かった。

　もしかしてイーノットの所にいるのではないかという願望は消えた。部屋にいたのはイーノットの他ほかにローワンしかいない。

　イーノットはただならぬ様子で駆かけこんできたケイト達の話を聞いた。それから、ケイトに付いてきた坊主頭の軍人フリオと、昨日会ったハリソン准じゆん尉いを呼び出した。

「──それで、君はハリソン准尉に言われて、その場を離はなれたんだな」

「はっ！」

　イーノットは次に、蒼そう白はくになっているハリソン准尉を見やる。

「准尉。それで君はどうした？」

「……子供を部屋に連れて行きました。ですが、私が見張りをするわけにはいきませんので、彼を呼び戻もどしたんです」

　ハリソンは、ちらりとフリオの方を見つめた。

「その間、部屋の前が無人になったということか」

「ですが、数分のことです」

　慌てて言い添そえるハリソンに、イーノットは低い声で言った。

「現にジャスティンは基地内にいない。数分だろうが何だろうが、無人になったことが問題なんだ」

　鋭するどいイーノットの言葉に、ハリソンは口を噤つぐんだ。

「もういい。お前達は下がれ。処分は追って伝える」

　二人の軍人を下がらせても、イーノットは厳しい表情のままだった。ローワンが言葉を挟はさむ。

「ユーロス村には、サニーとロジャーを行かせています。村へは基地から車で一時間はかかります。子供の足でどこまで行けるものか……。周辺を捜さがしながら向かうと言っていました」

「分かった」

　そう言うと、イーノットは立ち上がった。部屋の隅すみで一部始終を聞いていたケイト達に視線を向ける。

「君達はあの部屋で待機していなさい。私は上に報告に行かなければならない」

「あのっ、中佐──」

「分かりました」

　ケイトの声を遮さえぎって、リオが頷うなずく。

　部屋から出る瞬しゆん間かん、一いつ瞬しゆんだけイーノットと視線が交わった。何か言いたげな視線は、だがすぐに逸そらされ、イーノットは部屋を出て行った。










　ケイト達は寝ていた部屋へと戻るため、廊下を歩いていた。周囲では、バタバタと軍人達が走り回っている。

「──おい、ケイト」

　ひそり、とリオが囁ささやく。

「このまま基地を出よう。俺達も、ジャスティンを捜しに行くんだ」

　ハッとしてケイトがリオを見つめた。真しん剣けんな表情でこちらを見ている。

「でも、中佐は部屋で待機してろって……」

「お前はジャスティンが心配じゃないのか？」

「心配に決まってるでしょっ」

　思わず大声を出してから、慌てて声を潜ひそめた。

「でも、私達が行くより、中佐達に任せた方がいいわ。優ゆう秀しゆうだから、きっとすぐジャスティンを見つけてくれる。それに、村に近づくにつれて危険も高まるのよ。そんな所に一いつ般ぱん人の私達が近寄っても、軍の迷めい惑わくになるだけだわ」

　ケイトも、本当は基地から今すぐにでも飛び出して、ジャスティンを捜したかった。だが、一時の感情で動き回っても、余計に混乱させるだけだと分かっていた。

「だが、ここで待つだけなんて耐たえられない」

「……リオ？」

　ケイトは焦しよう燥そう感かんを募つのらせるリオを不思議に思った。いつもなら、暴走するケイトを止める側なのに、今のリオはらしくもなく冷静さを欠いている。

　ケイトの気持ちを察したのか、リオが言い募る。

「無む茶ちやなことを言っているのは分かっている。でも、あいつは昨日の夜に俺と話した時、軍に味方してくれると感じたんだ。だが今、ジャスティンはここにはいない。あいつは中佐の協力を拒こばんだってことだ。昨日の夜から、俺達が起きる朝までに、何かがあいつの心を変えさせてしまったんだよ」

　確かに、ケイトが見た時のジャスティンも、気持ちが揺ゆれ動いていたようだった。ジャスティンが決断したのはいつだったのだろうか？　そしてどんな理由で？

「あいつを見てると、自分を見ているような気分になる」

　ふと零こぼしたリオの声に、ケイトは顔を上げる。

「父親の期待に応こたえられなくて、無力な自分を責めてる。父親に認められようと、必死になってる。何もかもがそっくりで、見ていて嫌いやになるのに、どうしても放ほうっておけないんだ」

　摑つかめない何かを求めるように、リオは自分の胸むな元もとを握にぎりしめた。そのもどかしさや苦しさが、ケイトにも伝でん染せんする。

　放っておけないというのなら、ケイトだって同じ気持ちだった。両親を深く愛している少年、そして母親のためにハンカチを贈おくり、ケイト達に毛布をかけてくれるような優やさしい人間なのだ。

　もう一度会って、話をしたかった。

　じっとケイトを見つめる、リオの緑の瞳を見返す。

　ケイトは心の中で、イーノットに謝った。

　──部屋にいるって言ったのに、約束を守れなくてごめんなさい。

　ああ、とケイトは思う。自分達は、約束を破ってばかりいる。
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　一時間後、ケイトとリオは基地を抜ぬけ出し、ソールヒルの街外れまで来ていた。ケイト達はまずは歩いて基地から離はなれ、その後ソールヒルに用があるという夫ふう婦ふを見つけ出した。夫婦に頼たのみこみ、ここまで車に乗せてもらったのだった。

　大通りを、店を開け始めた人々の賑にぎやかな声を聞きながら歩いていく。しばらくすると、家や店が立ち並んでいた所が急に開けて、緩ゆるやかな丘きゆう陵りよう地ちが前方に見えてくる。そしてその後ろには、険しい山々がそびえ立っていた。三つの頂きが連なる山脈は、そのまま隣りん国ごくとの国境となっている。

　丘陵地には様々な畑などがあるが、一番目につくのは小麦畑だった。背の高い小麦の茎くきが、穏おだやかな風に揺れている。

　平和そのものといった風景を見て、ケイトは隣となりに立つリオに声をかけた。

「この先に、ユーロス村があるの？」

「ああ。小麦畑の先に、建物が見えないか？」

　ケイトはリオの指差す方に目を凝こらした。確かに、民家らしきものが集中している一帯が見てとれる。

「本当に山に囲まれてるのね」

　山の中に、すっぽりと埋うまるように集落が存在する。まるで堅けん牢ろうな壁かべに守られているように見えた。

「ジャスティンはどこにいるんだろう。もう村に着いてしまったのかしら」

「いや。大たい尉いも言っていたが、子供の足であそこまでいくのは時間がかかる」

「でも、ここに来るまで捜したけど見つからなかったわ」

　ケイトが不安を吐と露ろすると、リオも表情を曇くもらせながら頷いた。

「とにかく、村に行くにはこの畑を通っていくしかないんだ。ここら辺で少年を見なかったか聞いてみよう」

　リオの言葉に頷き、ケイトは周囲を見回した。畑が近いことから、農業の従事者が多く歩いている。

　少年を車に乗せた、という男性を見つけたのはそれからすぐのことだった。

　白しら髪がの初老の男性は、丘陵地に畑を持っており、東部基地の近くの町からソールヒルへ向かう途と中ちゆうだったという。

「とにかく必死に頼たのみ込まれてねえ。ユーロス村に行きたいと言われたが、あそこは今軍が規制を張っていて入れないと断ったんだ」

　姿形を聞けば、ジャスティンで間ま違ちがいなさそうだった。

「そうしたら、途中まででいいからと言われてね。どうしてもと言ってきかないから、村には近づかないよう釘くぎを刺さして、麦畑の中に降ろしたんだが」

　ケイトとリオは顔を見合わせる。

「今行けば、まだ間に合うかもしれない」

　リオはそう言うと、ぱっと頭を下げた。

「お願いします！　もう一度俺達をそこまで連れていってください」

　渋しぶる男性に頼み込み、ケイト達は荷台に乗って、ジャスティンを降ろしたという場所に向かった。

　麦畑に入った途と端たん、背の高い麦に邪じや魔まされて視界が阻はばまれる。サラサラと葉が擦こすれる音だけが響ひびく、とても静かな空間だ。

　十分ほどで車が止まった。辺りを見回すも、ジャスティンの姿はない。

「ジャスティン」

　呼びかけてみても、周囲には麦の葉が揺れているだけだった。

　ケイト達は、もっと奥へと歩いていく。それでも見当たらず、ケイトはとうとうリオの腕うでを引いた。

「リオ。これ以上奥に行ったら危ないわ」

　視界がきかないために、どこに革命派がいるとも分からない。村が近付くにつれ、自分達がどんどん危険な場所に向かっているのが分かる。悔くやしいが、さすがに戻もどらなければいけないだろう。

「そうだな。……戻ろう」

　リオも頷うなずき、村の方に背を向けて踵きびすを返した。無念そうに一いつ瞬しゆんだけ振ふり返ったその時、リオの足がピタリと止まった。

「……何か動いた」

「え？」

　ケイトの言葉を無視して、リオが麦畑をかき分けていく。そして、何かを見つけたのか地面を見つめる。

「っ、こんの馬ば鹿か野や郎ろうっ」

　突とつ然ぜん怒ど鳴なったリオの背中から、ケイトは顔を出した。

「──ジャスティン！」

　麦畑の中でしゃがみ込んで、ジャスティンがこちらを見ている。

　ホッと胸を撫なで下ろすケイトだったが、リオはすぐにジャスティンを抱かかえ上げた。

「うわっ、何すん……」

「お前に言いたいことは山ほどあるが、とにかく今は基地に戻るぞ。ここは危ない」

　歩き出すリオの言葉を聞いて、ジャスティンは足をバタつかせて抵てい抗こうする。

「ふっざけんな！　俺は基地になんて行かない！　あんな最低な軍人達がいるところなんて死んでも行かない！　俺は村に帰るんだっ」

　リオは眉まゆを寄せた。ケイトも、ここまで変わってしまったジャスティンの態度に戸と惑まどう。ケイトと出会った最初のジャスティンに戻ってしまったかのようだった。いや、それよりも悪化しているのかもしれない。

「どうしたの、ジャスティン。昨日中ちゆう佐さに会って、最低な軍人ばかりじゃないって分かったでしょう？」

「あんなの、きっと口だけなんだ！　やっぱり軍人は俺達の敵だ！　俺達を殺そうとするんだ！」

「待って、ジャスティン。殺すなんて、中佐はそんなこと言ってなかったでしょ……」

「あいつが言ってなくたって、軍人なんて皆みんな一いつ緒しよだ！」

「おいっ、大人しくしろ！」

　ジャスティンは渾こん身しんの力で暴れ、リオが力を入れようとするが、堪たまらず手を放してしまう。

　腕から解放されたジャスティンは、じりじりとケイト達から距きよ離りを取った。

「俺が行かなくちゃ、父さんも仲間も皆軍に殺されるんだ」

「落ち着けジャスティン。お前にそう言ったのは一体誰だれだ？」

　リオが一歩前に出れば、ジャスティンが一歩後退する。

「あっちが殺しにくるなら、俺達だって抵抗しなくちゃいけない。命を、懸かけないと」

　嫌な思考だった。ケイトは激しく首を横に振る。

「ジャスティン。命を粗そ末まつにするような言い方はやめて」

　その時、ケイトの言葉を振り切るように、ジャスティンが何かを投げつけた。パッと視界に散ったのは砂だ。リオから離れて地面に手をついた時に、土を握にぎりしめていたのだろう。

　砂が目に入り、ケイトは瞬しゆん間かん的てきに目を閉じる。異物感に、勝手に涙なみだが溢あふれてきた。眼鏡をしていたリオにも少しはかかったのか、悪態をつきながら目を擦っている。

　その隙すきをついて、ジャスティンは村の方向へと走り出した。

「待って！」

　ケイトとリオも、滲にじむ視界から必死にジャスティンの背中を追って走る。その背を追うことに精せい一いつ杯ぱいで、ケイトとリオは気付かなかった。村と、そして村を監かん視しする軍の領域に、足を踏ふみ入れてしまったのを。

　ヒュン、と空気を切り裂さく音がして、ケイトの右脇わきの小麦が爆ばく発はつしたように激しく散っていく。

「え……」

「ケイト伏ふせろ！　銃じゆうだ！」

　ケイトより前を走っていたリオが、駆かけ寄って頭を下げさせた。地面にぴったりと身を伏せる。

「村の方から発はつ砲ぽうされてる。革命派が、撃うってきてるんだ」

　その言葉に、ケイトは慌あわてて前方を見る。ジャスティンが同じように、体を屈かがめている。そしてようやく、ケイトは自分がいる場所を把は握あくした。目の前に、村への入り口がある。

　ジャスティンはじりじりと匍ほ匐ふく前進しながら、村へ入ろうとしている。

「待って、撃たないでくれ！　俺だよ、俺！」

　叫さけびながら、どうにかして自分の存在を知らせようとしているらしかった。

「ジャスティン！」

　リオが声を上げると、ジャスティンがはっと後ろを振り向き、ケイト達を見た。

「なんで付いてくるんだよっ。危ないだろっ」

　叫ぶ言葉は乱暴でも、焦あせったような瞳ひとみがケイト達を案じてくれているのが分かる。

「危ないのはお前も一緒だろうが！」

　リオはケイトを守るようにして、じりじりとジャスティンに追いついた。

　その時、ふいに銃じゆう撃げき音が止やむ。次の瞬間、ケイトとリオは上からぐっと襟えり元もとを摑つかまれた。

「来い」

　見上げると、肩かたまでの長ちよう髪はつをひとつに結んだ若い男性が、険しい顔で一言告げた。ジャスティンの方を見ると、また別の男性に抱えられて村への入り口へと連れられていく。

　抵抗も見せないで、自ら抱だきつくようにするジャスティンの姿を見て、ケイトはひやりと背筋が凍こおる。

　──この人達、革命派だ……。

　脇腹に、硬かたい感かん触しよくが突つきつけられる。拳けん銃じゆうを当てられているのに気付いて、息を吞のむ。

「さっさと歩け」

　そのまま追い立てられるように、ケイト達は村へと入っていった。







　三章　難攻不落の村







「報告申し上げます！　ただ今、監視班から連れん絡らくが入り、村から発砲が確かく認にんされたとのこと。その際、二人の男女、そして少年が村に連れ去られたようです！」

　執しつ務む室に飛び込んできた軍人は、一呼吸もつかずに言い切って、部屋の主あるじであるイーノットに視線を向けた。

　イーノットは報告を聞き、怒いかりで眩暈めまいがした。制せい御ぎよできない思いが、胸の内を食い破って出てきそうになる。

　ケイトとリオが基地から出て行ったと聞いて、最悪の予想は立てていた。だが現実にこうして聞くと、心が重たくなる。怪け我がをしたという報告が出なかったことだけが救いだった。

「……ご苦労。引き続き監視を続けろ」

「は！」

　敬礼を見せて伝令の軍人が下がると、部屋にはローワンとティムが残る。

「落ち着いてください、中佐」

　何も言っていないのに、ローワンが言葉をかける。

「私は落ち着いている」

「噓うそつきー」

　おどけたように返したティムを睨にらみつける。その様子を見て、ローワンが溜ため息いきを吐ついた。

「表面上は落ち着いて見えます。ですが、先ほどの伝令も、あなたの雰ふん囲い気きに威い圧あつされていました。威圧感があるのはいいです。ですが、同時に焦りや不安も感じ取れました。指揮する者が、感情に揺ゆらされてはいけません。たった一言の言葉でも態度でも、常に感情を制御してください」

　淡たん々たんとしたローワンの話に耳を傾かたむけながら、イーノットは握りしめた拳こぶしに力を込めた。そうでもしないと、今すぐ扉とびらを開けて基地を出て行き、村に行ってしまうと思ったからだ。

「指揮官としての立場と責任を思い出してください」

　心を読んだようにローワンが続ける。何も言わずとも伝わる副官は常にイーノットを助けてくれるが、今だけはその小こ賢ざかしい物言いをする口を閉じさせたかった。

　ローワンの言うことは正論で、いちいちもっともだ。理性ではローワンが正しいのは分かるが、心は荒あれ狂くるっている。

　──大切な女性すら、今すぐ助けにいけない。

　軍服がひときわ重く感じられた。

「中佐」

「なんだ」

「私を失望させないでください」

　はっと目を見開いて、イーノットはローワンを見た。長年、イーノットの副官をしてきたこの男の言葉は、重い。

「頭を冷やして、私達に指示をお与あたえください。命令されれば私達は、全力であなたの力になります」

　向けられた黒い瞳は真しん摯しで、フッとイーノットの肩の力が抜ぬける。ティムもまた頷うなずいているのを見てとって、自分には頼たのもしい部下がたくさんいたのだと思い出した。激情を心に秘ひめたまま、頭脳を研とぎ澄すます。

　イーノットの揺らいだ瞳が、ひたりと一点を見み据すえたのが分かったのだろう、ローワンが少しだけ微笑ほほえんだ。

「……ケイト嬢じよう達が救出された暁あかつきには、私が直々に説教して差し上げましょう」

　説教三時間コースです、と続けられた言葉に、「それは恐おそろしいな」とようやくイーノットは表情を緩ゆるませた。
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　首根っこを摑まれたまま、ケイトとリオは村の奥へとどんどん歩かされていく。ケイト達の登場に、銃を持った男達が集まってきた。

　──人ひと質じちになっている村人達はどこにいるんだろう？

　村を見み渡わたしてみても、家に人の気配がしない。いても、出てくるのは屈くつ強きような男達だけだ。

　よそ見をしていると、足がもつれる。前のめりになると、髪かみをひとつにまとめた男が、ケイトを乱暴に立たせた。首元を引っ張られ、喉のどが絞しまる。

「ちゃんと歩け」

「痛っ」

「おいっ、乱暴にするな！」

　リオが横から口を出すと、ジャスティンが駆かけ寄ってくる。

「リュー！　やめてくれ、ケイト達は敵じゃないよっ」

　リューと呼ばれた男が、溜息を吐いてジャスティンを見つめた。

「ジャスティン。お前、どうしてここにいる？　隣となり町まちで大人しくしてるって俺達と約束したはずだぞ」

「俺は頷いてなかった！」

「屁へ理り屈くつこねるな」

　睨まれているはずなのに、ジャスティンは少しも怖こわがっていなかった。リューの表情も、ケイトとリオに向けられるものとは全く違ちがう。親しげな雰囲気が漂ただよっている。

「ジャスティンっ、お前何やってんだよっ」

　その時、ジャスティンを抱かかえて村に入った男が声をかけた。太い腕うでは大きな傷の痕あとがあり、その腕でひょいとジャスティンを摑む。

「村に入ろうとするなんて、なんであんな無む茶ちやをするんだ！」

「カルロ！　俺も仲間に入れてくれ」

　ジャスティンの言葉に、カルロは天を仰あおいだ。

「お前なあ。マイルズがどれだけ怒り狂うか──」




「──私が何だって？」




　すこししゃがれたような声に、その場にいる人間が全員振ふり返る。

　腕を組んだ、長身の男性が立っていた。背後に、四人の男性を引き連れている。茶色の短たん髪ぱつに、ジャスティンと同じ漆しつ黒こくの瞳ひとみが、静かにケイト達を見つめていた。

「父さん」

　ジャスティンが、ぎゅっと自分の胸むな元もとを握にぎりしめる。緊きん張ちようしているのが分かって、ケイトもごくりと喉を鳴らした。

　──この人が、マイルズ・ブラント。

　革命派の仲間を従え、軍の弾だん薬やくを奪うばい、村を占せん拠きよしたリーダー。

「父さん、俺──」

　ふ、とマイルズがジャスティンに視線を向けた。その一挙手一投足を目で追ってしまう。

　その雰囲気は、どこかイーノットを思わせた。人を従わせ、言葉や身み振ぶりに反応してしまう。気にせずにはいられない存在感がある。

　マイルズは、目の前に立ったジャスティンをしばし見つめた後、黙だまって手を振り上げた。

　その場に、肌はだを打つ鋭するどい音が響ひびいた。

「……っ、ジャスティン！」

　頰ほおを叩たたかれて、衝しよう撃げきで尻しり餅もちをついたジャスティンに駆け寄ろうとする。しかし、リューに阻はばまれた。

「ジャスティン。なぜお前がここにいる？」

「と、父さん」

「答えろ。なぜここにいる？」

　淡々と問われて、ジャスティンはたどたどしくも、棺ひつぎの手帳を探しにケイトに会いにいったところから話し出した。

　マイルズは相あい槌づちを打つこともなく、表情も全く変えずにジャスティンの話を聞く。

　すべてを話し終えて黙り込んだジャスティンを見て、マイルズが口を開いた。

「お前が勝手な行動をしたせいで、いらない危険が増えることになった。基地に行けば、お前が人質になるのは当然だ。そうして盾たてに取られれば、我々の計画が破は綻たんするかもしれなかった。分かっているのか」

　ジャスティンが俯うつむき、ぎゅうっと自分の手を握りしめる。

「は、い」

「……来てしまったものはしょうがない。また隣町に戻もどすわけにもいかない。リュー」

　リューが「はい」と背筋を伸のばす。

「このはねっかえりをよく見張っておけ」

「了りよう解かいしました」

　そこで、漆黒の瞳はケイト達へと向けられた。

「さて……」

　マイルズが片手を挙げると、その場にいた男達が一いつ斉せいに銃じゆう口こうをケイトとリオに向けた。

「……っ」

　背筋が一気に凍こおって、悲鳴すら出ない。誰だれか一人でも引き金を引けば、ケイト達の命はない。リオはすぐさまケイトを自分の後ろに庇かばって、マイルズを睨にらみつけた。

「父さん！　皆みんなもやめろよ！　ケイト達は軍人じゃない！　何もしないよっ」

　ジャスティンが蒼そう白はくになって叫さけぶ。マイルズは、ジャスティンの言葉など気にも留めない。

「お前がケイト・エドモンドか」

　言葉が喉に詰つまってしまったようで、声が出ない。代わりに、小さく頷いた。

「そうか。私の受けた報告では、お前は『棺の手帳』を託たくされ、イーノット・レイズと行動を共にしたとある。軍の味方ではないと言い切れない。ここに来たのは、軍の差し金か？」

「そんなわけないだろう。狙ねらってここに来たわけじゃない」

　リオが横から口を挟はさむ。ちらりと、マイルズが視線を投げた。

「まあそうだな。密みつ偵ていならお粗そ末まつすぎる」

　あっさりとそう言って、マイルズはケイトの前に立った。ぐい、と顎あごを掬すくい上げられて、目線が正面から合う。

「ひとつ答えろ。噓うそをつけば、お前の命はない」

　カチャリと、銃じゆうの安全装置が外されたのを耳で聞く。心臓がドクドクと鳴って、生きた心地ここちがしない。

「お前は、棺の手帳の中身を知っているのか」

　ケイトは首を横に振った。そして、ようやく言葉を思い出したように、告げる。

「知らないわ」

　噓も誤ご魔ま化かしも見通してしまうような瞳で真っ直すぐ射い貫ぬかれた。だが、ケイトは本当に中身を知らない。やましいことなど何もなかった。だからじっと、こちらも負けずに見返す。

　一分だったかもしれないし、実はもっと短かったのかもしれない。永遠にも思える時間が過ぎて、マイルズは興味をなくしたようにケイトの顎から手を離はなした。

「カルロ。こいつらをどこかに縛しばっておけ」

　ケイトはほっと息を吐はく。今すぐ殺されるという危機は去ったようだった。

「──ええい、うるさいわっ。今度という今度は我が慢まんできん！」

　その時、村の奥から怒ど鳴なり声が聞こえてきて、ケイトは振り返った。

　一人の老人が、白い服をはためかせながら、猛もう然ぜんとこちらに向かってくる。更さらにその後ろからは、銃を持った若い男性が慌あわてた様子で老人を止めようとしていた。

　──あれは……、白衣だ。

　ケイトは、その老人をじっと見つめる。白しら髪がに白い眉まゆ、そして立派な白い髭ひげが歩くたびに揺ゆれる。眉み間けんには、深い皺しわが幾いく重えにも刻まれていた。

「マイルズ・ブラント！　いつまで我々をここに閉じ込めておくつもりだ！」

　激げつ昂こうする老人を見ても、マイルズは超ちよう然ぜんとした態度を崩くずさない。
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「アレック医師。午前の診しん断だんはどうしたんですか」

「診断もクソもあるか！　薬も包帯も足りない。そんな状じよう況きようで、満足な治ち療りようなどできるはずがない」

　ケイトとリオは顔を見合わせた。

　──やっぱり、このアレックと呼ばれた人、医師なんだ。

　そこまで認にん識しきして、ケイトはまた周囲を見回した。

　──ここに、医師を必要とする患かん者じやさん達がいるってこと？

　ケイトはひやりとする。村を占拠するということは、すなわち外部との接せつ触しよくを断たつということだ。先ほどアレックは、薬も包帯も足りないと言っていた。医い療りよう品を断たれるということは、場合によっては命の危機に直結する。

「何度言われても、ここは陸の孤こ島とうと同じだ。限られた中で最善を尽つくすんだな」

　突つき放すようなマイルズの物言いに、アレックの表情はますます険しくなる。

　ケイトはいても立ってもいられず、声を上げた。

「あのっ。ここに患者さん達がいるなら、私達にも手伝わせてください。私達は医術科の学生です。役に立てることがあるかもしれない」

　マイルズはケイトを一いち瞥べつした。

「お前達の拘こう束そくを解いて、自由にしろと？」

「私達がどこに逃にげるっていうんです？　なんなら、見張りでも何でもつければいい」

　言い過ぎだろうか。しかしどうしても譲ゆずりたくなくて、ケイトはそのまま、マイルズの反応を待った。

「……カルロ。こいつらの監かん視しをしろ。そして、診しん療りよう所じよに連れて行け。下手へたなことをしたら殺していい」

「いいのか、マイルズ？」

　カルロがケイトとリオを交こう互ごに見ながら言う。

「どうせ逃げられはしない。アレック医師の小言も聞き飽あきたからな。人手があれば少しはマシになるだろう」

　そう言うと、マイルズはひらりと踵きびすを返し、四人の男性達を引き連れて歩いて行ってしまう。向かう先には、村の中でも大きな屋や敷しきがある。

　その時、屋敷から一人の男性が走ってきた。ここにいる革命派の中では珍めずらしく銃も持たず、細身の体型で背も小さい。明るい茶色の髪かみを揺らして、瞳ひとみはやはり黒い。

　男性は、マイルズと二言三言話したかと思うと、頷うなずいてこちらに走ってくる。

「ジャスティン！」

「アランおじさん！」

　ジャスティンは表情を輝かがやかせ、アランと呼ばれた男の体に抱だきつく。

「全く君は、私達と軍が睨み合っている中、村に入ってくるなんて無む謀ぼうすぎます！　撃うたれなかったから良かったものの……。どこも怪け我がはありませんね？」

　アランは心配そうに、ジャスティンの腕うでなどを調べていく。そして、マイルズに張られた頰を撫なでた。

「兄さんは乱暴すぎる。すぐに冷やしましょう」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、アランおじさん」

　くすぐったそうにするジャスティンとアランの会話を聞いて、リオが言う。

「アランって人は、マイルズ・ブラントの弟なのか」

「そうみたいね。ジャスティンと仲がいいみたい。すごく嬉うれしそうにしてるもの」

　ジャスティンの満面の笑えみを見て、ケイトも少しホッとした。マイルズに頰を叩かれた時は、とても悲ひ愴そうな顔をしていたが、少し元気になったようだった。

「おい、お前ら」

　ケイトとリオは、目の前に立ったカルロに視線を合わせた。

「診療所に行くぞ」

　カルロの言葉に頷く。無益に捕つかまっていても仕方ない。

　ケイトは自分を奮い立たせ、診療所へ歩き出した。










「ここが村唯ゆい一いつの診療所だ。当然、手術を受けなきゃならんような重病患者は、ソールヒルにある東部王立病院に行く。この診療所で診みられるのはせいぜい、怪我や風邪かぜとか、まあ薬で経過を見てる患者だけだな」

　アレックの説明に、ケイトは周囲を見回しながら頷く。

　カルロに案内された診療所は、黄色みがかった柔やわらかな白色の建物で、決して広くはない。入ってすぐに診しん察さつ室があり、まずはそこに通された。

　アレックは、ドカリと椅い子すに座り、ふんぞり返ってケイトとリオを見つめる。入り口にはカルロが控ひかえているというのに、アレックは自分も人ひと質じちだという意識はあまりないようだった。

「で？　お前達、医術科の学生だと言ったな」

「はい。こいつも俺も、王立大学医術科の三年です」

　リオが答える。アレックは、疑わしげにケイトの方を見た。

「お前も、医術科に入ったというのか？　女が？」

「そうです」

　ケイトは殊こと更さら力強く頷く。

「言っておきますが、彼女は医術科の中でも優ゆう秀しゆうですよ」

　信じられないとばかりに眉を寄せるアレックに、リオが慌てて言い添そえた。

　アレックはフン、と鼻を鳴らした。

「医術科の中でいかに優秀だろうと、そんなものは何の証明にもならん。まあ、できるかできないか、やらせてみれば分かるだろう」

「はい。それで、患者さん達はどこに？」

　逸はやる気持ちを抑おさえて聞くと、アレックは「一か所に集められている」と答えた。

「村人が使う、公共の施し設せつがあるんだ。普ふ段だんは、祭りの準備や、小さな子供が遊ぶ場所として使われているところだ。そこに患者と、そして部屋は別だが、人質になっている村人がいる」

「人質は一か所に集めたほうが、監視もしやすいからな」

　リオはちらりとカルロに視線を向ける。聞こえているだろうに、カルロは何も反応しない。

「じゃあ、早くそこに行きましょう」

「待て。お前達を最初に診療所に連れてきたのにはわけがある。……これを見ろ」

　アレックは立ち上がり、後ろにあった棚たなの扉とびらを開ける。

「これは……」

　その棚は、医療品を仕し舞まう棚らしかった。包帯や薬品などが置かれている。

「これが、この村にある医療品のすべてだ」

　ケイトとリオは、はっとする。先ほどアレックが、医療品が足りないと話していた事実を目の前に突きつけられた。

「患者に使うのでも足りないのに、革命派も軍との小こ競ぜり合いで怪我をしていて、いつ医療品がなくなるか分からない。大体、いつまでこの状況が続くかも分からんのだ」

　苦しげな声には、アレックの苦く悩のうが滲にじんでいる。

「とにかく、節約できるところは節約する。授業とは違ちがう、むやみやたらと薬や包帯を使うな。状況によって使い分けるんだ。だがもちろん、惜おしんではならない時もある。その見み極きわめは私がやる」

「はい」

　ケイトとリオは頷いた。

「では行くぞ」

　カルロとアレックの後をついて診療所を出ると、すぐに大きな建物が目に入った。大きな赤い屋根のかかった建物で、可愛かわいらしい印象を受ける。扉の前には、銃じゆうを持った男性が立っていた。

　中に入ると、二つの扉がある。アレックは右側の扉を開けた。

　部屋中の視線が、ケイト達に集まる。中にいるのは、二十人程ほどの男女だった。高こう齢れい者しやが圧あつ倒とう的てきに多い。横たわったままの者、上半身だけ起き上がっている者と様々だったが、どの瞳にも、不安と焦しよう燥そう感かんが見てとれる。

「こんな、硬かたい床ゆかに寝ねさせられて……」

　ケイトは言葉を切った。革命派への怒いかりが高まる。

「ひどいわ」

「……ああ。本来なら、しかるべき場所で、きちんとした治ち療りようを受けるべきなのに」

　リオの表情も歪ゆがんでいる。と、その時だった。

　後頭部に軽い衝しよう撃げきが走る。アレックがケイトとリオの頭を叩たたいたのだ。

「おいお前ら。そんなしけた面つらで立ってるくらいなら、手伝いなぞ迷めい惑わくなだけだぞ」

「……え」

「あれを見ろ。今のお前達より、よほど役に立つ」

　アレックの指差す先には、小さな女の子がいる。彼女自身もどこか悪いのだろうか、コンコンと咳せきをしながらも、隣となりにいた年配の女性の手を握にぎり、笑いかけている。幼い少女の笑みに、女性もつられて微笑ほほえんでいた。

　──あ……。そうか。

　脳のう裏りに、幼い頃ころに助けられたオールリッジの救護所での記き憶おくが甦よみがえる。ケイトの尊敬するフォスター医師は、常に笑みを浮うかべて患かん者じやと接していた。

　不安は伝でん播ぱする。医師が不安そうな顔をすれば、患者はそれ以上の不安を抱かかえることになってしまうのだ。

　フォスター医師は知っていた。そして今目の前にいるアレックもまた、それを知っている。

　ケイトはパン、と自分の両りよう頰ほおを叩くと、笑みを作ってアレックを見た。

「すみませんでした」

「おー、その面を常に心がけろ」

「はい。さあ、リオも笑って！　リオってば真顔だと怖こわいんだから！」

　ケイトはむにっ、とリオの頰をつねった。

「んなっ、失礼なこと言うなっ」

　クスクスと、小さな笑い声が弾はじけた。先ほどの女の子が、こちらを見て笑っている。

　ケイトは微笑んで、少女の前に膝ひざをついた。

「こんにちは。私はケイトって言うの。あなたのお名前は？」

「ジュディよ。お姉さん達も、どこか悪いからここに来たの？」

　こてんと首を傾かしげられ、ケイトは首を横に振ふる。

「皆みんなを元気にする、お手伝いに来たの」

　──フォスター医師は、傷だけじゃなく、心も元気にしようとしていた。

　ケイトはもう一度、部屋の中を見回し、決意する。

　──私にできることを、精せい一いつ杯ぱいやろう。
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　執しつ務む室には、ローワンをはじめとして、ティム、サニーとロジャーが集まっていた。

　ケイト達が村に連れ去られてから、約一日が経たっている。

「とりあえず、監かん視し班から特に情報は上がっていませんね。今日も膠こう着ちやく状じよう態たいだということです」

　サニーがそう報告する。

「そうか」

　考え込むイーノットの横で、のんびりとティムが声をかける。

「それにしても、東部基地ってちょっと色々お粗そ末まつすぎじゃない？　マイルズの息子むすこにもまんまと逃にげられちゃうし。まあ、それも皆みな中ちゆう佐さの失態ってことになっちゃうけどさあ。やってらんないよねー。中佐はちゃんと監視してろって命令してたのに」

「少しよう尉い、口を慎つつしみなさい」

　ローワンが言うのを、イーノットは手で制した。

「いい。私の指示がしっかり機能していなかったのが原因だ。指揮官として、処分は甘んじて受ける。ただ……」

「どうしました、中佐？」

　言いよどむイーノットに、ロジャーが怪け訝げんな顔で聞く。

「ただ、あまりにも不自然すぎる気がする。そこまで東部基地の管理体制というのは無能なのか？　子供一人、簡単に脱だつ出しゆつできるほど？」

「え……」

　サニーが目を見開く。

「それって……」

「不自然な点は他ほかにもある。弾だん薬やくが奪うばわれた時、どうして革命派は軍の情報を摑つかむことができた？　武器の輸送に関する事こと柄がらは、軍でも高い機密事じ項こうとされる。易やす々やすと手に入れられる情報ではない。だったら、あの襲しゆう撃げきは偶ぐう然ぜんだったのか？　それは革命派の手て際ぎわの良さと計画性からいって否定される」

　イーノットが何を言いたいのかを、全員が悟さとった。部屋の中が静まり返る。

「──軍に内通者がいる」

　その言葉の意味は重い。

「私は、そう考えている。革命派に軍の情報を与あたえて弾薬を奪わせ、ジャスティンが逃げられるよう手を回した者がいる」

「なるほどねえ。だから人ひと払ばらいをして、この部屋に僕達だけを呼んだんだ？」

　にやりとティムが笑う。

「ああ。一体誰だれが内通者なのか、今のところ分かっていないからな」

「ふふふっ、わくわくしちゃうなあ」

　飴あめの包み紙をひらひらと揺ゆらしながら、ティムが言う。

「つまり僕ら以外、誰も信用できないってわけだ」

「……ああ」

　とんでもない話だった。軍と革命派が手を結ぶなど、あってはならない。

「ですが、どうします？　このまま手をこまねいていても……」

　ローワンの言葉に、イーノットは部下達の顔をそれぞれ見る。

「分かっている。いいか。我々で、内通者をあぶり出すんだ」










　捕つかまった翌日から、ケイトとリオは本格的にアレックの手伝いをするようになった。

　朝から食事を作り、汚よごれた布や包帯を洗い、アレックの行う午前と午後の診しん察さつを手伝う。それ以外の時間も、ずっと患者達と話して過ごすことにした。

　患者達の不安は皆一様に同じだった。いつまでこの状態は続くのか、村の外に働きに出ていた家族のこと、そして自分の体のこと。

　ケイトとリオは、一人一人の話を丁てい寧ねいに聞いていった。

　そうして村にやって来て二日が経ち、患者達の名前を一通り覚えることができた。

「すぐに、軍が助けに来ますよ」

　ケイトが現在話をしているのは、ラナという女性だった。足を痛めて、数年前からずっと介かい助じよなしでは歩けないという。

　ラナには、村から働きに出ている一人息子がいた。息子に会いたいと目を伏ふせるラナの手を、ケイトは握りしめる。そして、軍が必ず助けに来ると励はげました。

　だが、ラナの表情は曇くもったままだ。

「私も、軍は助けに来てくれるって信じたいけど。村が占せん拠きよされてもう十日は経つのよ。でも何も動きがないでしょう。この部屋でも、軍は私達を見捨てたんじゃないかって、そんな話も出てるの……」

　ケイトは驚おどろいた。

「そんな……、そんなことありません。軍は必ず助けてくれます。私は指揮官に会いました。彼は、絶対私達を助けてくれます！」

　監視され、自由に動けないという閉へい塞そく感かんは、不安と猜さい疑ぎ心しんをどんどん増ぞう殖しよくさせる。

　ラナの手を、片手だけでなく、両手で包み込んだ。

「助けは来ます。その時に息子さんを心配させないように、ご飯たくさん食べて元気でいましょう」

　ラナは気を取り直したように、「そうね」と笑えみを見せた。

「弱っていたって良いことはないわね。明るい気持ちでいないと」

「はい！」

　ケイトは大きく頷うなずく。すると、奥でケネスという老人と話していたリオが、いつの間にかケイトの前に立っている。

「替かえのシーツを持ってこよう。あと薬も。アレックさんから頼たのまれてるんだ」

「分かった」

　ケイトとリオが歩き出すと、カルロもまた後ろをついてくる。

　建物から出て、診しん療りよう所じよまで歩き出す。

「……大学、始まっちゃったね」

　ケイトは、黙だまって横を歩くリオに言った。

　ジャスティンと東部にやって来たのは、大学が休みの日だった。しかし、東部に来て三日が過ぎ、当然のことながら大学は始まっている。

「ノーマン、きっと心配してるね」

「俺達がいなくて清々してるんじゃないか？」

　肩かたを竦すくめるリオに、「そんなこと思ってないくせに」と笑おうとして、失敗した。

「……ごめんね、リオ」

　そこでリオは足を止め、ケイトを見た。

「何が」

「色々、巻き込んじゃって。大事な講義も受けられなくなっちゃうし、本当にごめんなさい」

　医術科の講義というのは、欠席に対してかなり厳しい制限がかけられている。実習は特に、よほどの理由がない限り欠席は許されないのだ。ケイトは俯うつむいて、自分の靴くつ先を見つめることしかできない。すると、横で深い溜ため息いきを吐はかれた。

「ケイト」

「はい」

「俺は自分から首を突つっ込んだんだ。それなのに、お前を責めるわけがないだろう。だったら俺も、基地で待っていようと言ったお前の意見を聞かなかったんだから、お前に謝らないといけない」

　リオの言葉に、慌あわてて顔を上げる。

「そんなの、私だって一いつ緒しよに基地から出たんだから同罪よ。リオが謝ることじゃない！」

「ほら。こうやって互たがいに謝って堂どう々どう巡めぐりになるだろう？　だからもうやめよう」

　肩を竦めて、できるだけ軽い調子で言ってくれるリオの気き遣づかいを感じる。ケイトはまた、ごめんねと口を開きかけてやめる。リオと目を合わせて、言い直した。

「リオ……、ありがとう」

　リオは目を瞬またたかせると、小さく笑った。

「何だろうな……。お前にそう言われると気分が良くなる」

「そう？」

　ケイトが首を傾かしげた時だった。

「リオ！　ケイト！」

　背後から声がかかってケイト達が振ふり向くと、アレックがある屋や敷しきの扉とびらを開けて手招きしている。その屋敷は、マイルズ達革命派が寝ね起おきしている本部のような役割をしていた。

「診療所から薬と包帯を持ってこっちに来い！」

「どうしたんですか」

「革命派に怪け我が人が出た。早くしろ！」

　ケイト達の後ろに控ひかえているカルロがさっと表情を厳しくする。ケイトとリオは顔を見合わせ、すぐに走り出した。薬と包帯を抱かかえて、アレックのいる屋敷へと駆かけこんだ。







　屋敷は古く、床ゆかがギシギシと音を立ててケイト達を迎むかえ入れた。

　玄げん関かんから入ってすぐ右にある扉を開くと広い居間になっており、そこに屈くつ強きような男性ばかり十人ほどがいた。ケイトとリオは彼らから一いつ斉せいに視線をもらい、たじろいでしまう。しかし、同じくケイト達と入ってきたアレックは気にすることなく、中へと入っていく。

　ケイトもすぐに、居間の中央に置かれたソファに横たわる男性に意識が向いた。脂あぶら汗あせが出て、苦く悶もんの表情を浮うかべている。

「ウォード！　しっかりしろ」

　撃うたれた男性はウォードというらしい。心配そうな仲間達から何度も呼びかけられている。

　ソファの横で立っていたマイルズが、駆け寄ってきたアレックに言う。

「足を撃たれたらしい」

「傷を見よう。ケイト、ズボンを切れ」

「はい」

　ケイトは鋏はさみを持って、血が滲にじんだ右足の方のズボンの裾すそに手を伸のばす。切るために血が張りついた布を持ち上げると、ふいにウォードが痛みのためか、喉のどの奥から絞しぼり出すような声を上げた。力なく投げ出されていた両足が突とつ然ぜん暴れ出す。

　慌てて足を押さえるが、無傷な方の左足で、信じられないような力によって蹴けられる。尻しり餅もちをついてしまったケイトに、アレックが怒ど鳴なる。

「しっかり押さえろ！」

「す、すみません……！」

　立ち上がろうとするケイトに、声が飛んだ。

「もういい。女の細ほそ腕うででは無理だ。カルロ、ウォードの足を押さえてやれ」

　じっと見ていたマイルズがそう言うと、カルロは頷いて、ウォードの足首をがしりと摑つかんだ。

「ほら。早くやれ」

　促うながされ、ケイトは震ふるえる手で鋏を使った。抵てい抗こうされた衝しよう撃げきがいまだに残っている。

　──すごい力だった。私の力じゃ、とても押さえきれなかった。

　リオは心配そうにケイトを見ながらも、包帯や薬などをソファの横にある机に広げている。

「弾たまがまだ残っているな。貫かん通つうしていない」

　傷口を見て、アレックが眉まゆを寄せた。しかし、すぐに顔を上げてケイトとリオを見る。

「取り出すぞ」

「えっ」

　当然のことだが、ケイト達はやったことがない。動どう揺ようするケイト達を尻しり目めに、マイルズ達革命派は冷静な表情を崩くずさない。

「こ、ここでするんですか」

　リオが表情を強こわ張ばらせる。

「やるしかないだろう。怖こわいのか？　だったら外で待っているんだな」

　それ以上は何も言わず、アレックはケイトとリオに背を向けた。二人は顔を見合わせる。互いの目を見て、それから「やります」と揃そろって声を上げた。







　処置を終えて、ケイトとリオは汚よごれた布や薬を片付けていた。

「どうして軍に撃たれたんだ」

　カルロが、撃たれたウォードを見つめながら言う。マイルズは「ああ」と頷いた。

「偵てい察さつ役として、村の周囲を歩かせていた。その時に撃たれたらしい。そうだな、ニコライ」

　ソファに片かた膝ひざをついて、ウォードを心配そうに眺ながめていた男が立ち上がった。

「はい。軍の動向を知るために村から出ていたんです。軍の本部にギリギリ近づこうと東側から迂う回かいして行ったんですが、そこで軍人を発見しまして。最初、こちら側には気付いていなかったんです。それで、ウォードが発はつ砲ぽうしてしまって……」

「そんな命令は出していない」

　マイルズの鋭するどい声に、ニコライは首を竦めた。

「すみません。軽けい率そつだったと思います。それで軍人も気付いて、ウォードが撃たれてしまったんです。あとは皆でウォードを担かついで戻もどってきました。軍も深追いはしてこなかったですし」

　ニコライの話を聞いて、カルロが腕うでを組んだ。

「軍も俺達と一緒で、偵察隊を出したということか？」

　マイルズはジッと考え込むように口を閉じていたが、やがてニコライに向けて命令する。

「一日置いて、また偵察に行け。ただし、軍人を見つけても今度は発砲するなよ。奴やつらの行動を見つからないよう監かん視しするんだ」

「はい！」

　力強いニコライの言葉を聞きながら、ケイトは手元にある薬の箱を手に取る。昨日より今日、今日より明日、確実に減っていく医い療りよう品を見つめながら、いつまで続くのかと気が気ではない。

　──今日はいい。薬も包帯も間に合った。でもそれが無くなったら？　一体どうするの？

　ケイトは箱を摑み、握にぎった。覚かく悟ごを決めて、マイルズの目の前に立つ。

「おい」

　カルロがすぐにケイトの腕を取るが、ケイトは怯ひるまなかった。

「いつまでこんなことをするつもりですか」

　睨にらみつけるケイトの視線を、マイルズは冷たく見返す。

「軍が手帳を寄よ越こすまでだ」

「その間に、医療品がなくなったらどうするんですか。村人達だけじゃない、あなたの仲間の怪我を治すこともできなくなるんですよ」

「物資が滞とどこおることなど軍も知っている。村人を助けたければ、軍が折れればいいだけだ。国と人を守るのが軍の仕事だろう。だったらできるはずだ」

　そう言いながら、軍のことなどまるで信じていない口ぶりだった。

「人の命を盾たてにしてまで、棺ひつぎの手帳が欲しいんですか。軍を壊こわしたいんですか」

「先に人の命を軽かろんじたのは軍の方だ。我々は何度も、話し合いで軍の体制を変えてほしいと訴うつたえてきた。だが、軍は何も変わらなかった。その時に悟さとったんだ。力には、力でねじ伏ふせるしか方法がないことを」

「そんなこと──」

「お前にとやかく言われることではない。自分が人ひと質じちだということを忘れていないか？　医療の心得があるから比ひ較かく的てき自由にさせているだけで、今すぐどこかに閉じ込めてもいいんだぞ。実際、患かん者じや一人押さえられないようだし、さっきも役に立ったとは言えないしな」

　ケイトは反論できずに言葉に詰つまる。自分の手をぎゅっと握りしめた。

「カルロ。こいつらを屋敷から出せ」

　カルロは頷うなずき、今度こそケイトの腕を引っ張って外に出させた。

　屋敷を出たケイトとリオ、そしてアレックは診しん療りよう所じよへと歩き出す。

　リオはちらりとケイトに視線を向けた。

「ケイト。さっきあいつが言ってたの、気にする必要はないぞ。あんな屈強な男、俺だって押さえられなかったと思う」

　そう言って気き遣づかってくれるリオに、ケイトは笑え顔がおを見せた。

「ありがとう、リオ。でも私、すっごく気にするつもりよ」

「え？」

「患者さんが痛みで抵抗すると、あんなに力が出るなんて初めて知った。処置を適切に行うためにも、ちゃんと押さえられないとダメよね」

　ケイトはぐ、と腕を曲げて、リオに見せる。

「だから私、ここに力こぶができるくらいに鍛きたえるわ。それでも男の人と同じようにはいかないだろうけど、できることはしなくちゃ」

　毎日毎日、講義や実習をする中で、自分の足りない部分や課題が見えてくる。今この時もそうだった。それらがすべて、医師への道に必要なものだとケイトは信じている。

　マイルズに言われたことは、悔くやしいが真実だった。だが、突つきつけられて黙だまったままではいられない。

　リオは呆あつ気けにとられたようにケイトを見ると、次いで苦く笑しようする。

「ほんっと、前向きだなお前は。俺が慰なぐさめる必要なんてないんだな」

「いい心がけだ！　医師に必要なのは体力だからな」

　横を歩いていたアレックが、ケイトの肩かたをポンと叩たたいた。

　ケイトはアレックに向き直る。

「アレック医師。薬も包帯も、このままじゃ足りません。新たに怪け我が人も増えてしまいましたし、考えたくないですが、これからだって増えるかもしれません」

「分かっている。全く、軍は一体何をやっているんだ……」

　険しい表情になるアレックに、ケイトは俯うつむいた。

　──きっと、中ちゆう佐さがもうすぐ助けに来てくれるはずだ。

　人質になった村人達を、誰だれよりも案じているに違ちがいない。イーノットは軍人として、人を守りたいと願い行動してきた。その気持ちを、ケイトも知っているつもりだ。

　それなのに、ケイトは今ここで人質となってしまっている。どれほど心配させ、迷めい惑わくをかけているのかと思うと、自じ業ごう自じ得とくと知りながら胸が痛んだ。

　──会ったら、許してもらえないかもしれないけど、精せい一いつ杯ぱい謝ろう。

　そう考えることで、ケイトの心の中に支えができる。今ある場所で踏ふん張って、頑がん張ばろうと思えるのだった。

　もしもその支えがなくなってしまったら自分はどうなるのか。身を以もつて思い知るのは、それからすぐのことだった。
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　ケイト達が村へ連れ去られて、五日が経過していた。

「やっぱり革命派の方は、偵察隊を出しているみたいですね。先日の発砲では、一人に足を負傷させることになりましたが」

　ローワンの言葉に、イーノットは頷く。執しつ務む室にはイーノットとその部下達以外姿はない。

「もう少しで捕つかまえられたのになー」

　ティムが唇くちびるを尖とがらせて不満を口にする。深追いするなと命じたのはイーノットだった。

「こちらとしても、相手の様子を知るのが優先事じ項こうだったんだ」

「……それで？　次はどうするんですか？」

　サニーが声を上げる。その横では、ロジャーが不安そうにイーノットを見ていた。

　イーノットは、自分の部下達を見回し、言った。

「次は私が行く」

「はあっ？　な、何言ってんですか」

　サニーが驚おどろいたように叫さけぶ。他ほかの面々も、イーノットの言葉が信じられないという顔で見てきた。

　ローワンが、思いきり顔を顰しかめた。頭が痛いとばかりに、額に手をやっている。

「指揮官が自ら偵察隊に入ると？　そんな話は聞いたことがありません」

「今聞いただろう」

「今なら聞かなかったことにできます」

「撤てつ回かいはしない」

　イーノットは言い切る。

「現場が混乱します」

「ならば今すぐ現場に通達を出せ。私が行くと」

　真っ直すぐなイーノットの視線を受けて、ローワンはたじろいだ。

「命令だ、ローワン・テイ大たい尉い」

「……分かりました」

　ローワンはすべてを飲み込み、目の前の上官に敬礼してみせた。










　その頃ころ、何の進展もないまま、ケイトとリオは村での五日目を迎むかえていた。

「おはようございます！」

　洗ったシーツなどを抱かかえて、患者達ひとりひとりと挨あい拶さつをかわしていく。朝一番にするその挨拶は、患者達の体の状態を見るために大事なものだった。顔色はどうか、食しよく欲よくはあるのか見て、更さらにケイトは患者達の表情や声にも気を配っていた。

　病気や怪我に対する不安、そして人質にされているという恐きよう怖ふが、時間が経たつにつれ大きくなっていく。昨日まで元気だったはずが、今日は沈しずんだ表情を見せる。一日おきに不安を訴えて、眠ねむれない患者もいた。ふとしたことに感情が大きく振ふれて、声を荒あららげる者もいる。

　そして不安はどんどん伝でん播ぱしてしまう。同じ場所で寝ね起おきしている以上、常に互たがいの動向を気にしてしまうからだ。

　ケイトは患者達の話を根気強く聞いてまわっていた。話すことで楽になることもあるからだ。

　その姿を見て、リオも患者達とよく話すようになっていた。人質側として、若い頼たよりになる男性がいるというのは周りに安心感を与あたえるようだった。

「おはよう、ケイト」

　そしてもう一人、ケイトを手伝ってくれる人間がいる。くいくいとケイトのスカートの裾すそを引っ張って挨拶を寄よ越こしたのは、一人の少女だった。

「ジュディ、おはよう。体調はいいの？」

　ジュディは、最初にケイトとリオが患者達と会った時、笑顔で皆みなを元気づけていた少女だった。勝ち気そうな紫むらさき色いろの瞳ひとみが、嬉うれしそうにケイトに向けられている。

「うん。発ほつ作さも出なかったよ」

「よかった」

　ケイトは胸むねを撫なで下ろす。ジュディは喘ぜん息そくを持っており、夜中に発作を起こすことがあったのだ。

「元気だから、ケイトのお手伝いしてもいい？」

「ありがとう。じゃあ、まずはマースさんに挨拶しに行こうか」

「うん！」

　満面の笑えみを受けて、ケイトもつられて笑んでしまう。子供というのは、希望そのものだ。ジュディの笑顔に救われている患かん者じやも多くいて、無理をさせない程度に、ケイトはジュディと部屋を回る。

　挨拶と、アレック医師による診しん察さつが終しゆう了りようすると、今度は革命派のいる屋や敷しきに向かった。軍に撃うたれたウォードの治ち療りようをするためである。当然、カルロも無言で付いてくる。

　カルロに関しては、ケイトも何度か話しかけてみたものの、任務に忠実なのか必要以上にケイト達と会話をしない。歩み寄りなど無用といわんばかりの態度だった。

　屋敷への道を歩いていると、「ケイト！」と名前を呼ばれた。声のした方に視線を向けると、ジャスティンがこちらに向かって駆かけてきた。背後には、マイルズの弟であるアランの姿もある。

「ジャスティン！」

　ケイトとリオが駆け寄ると、ジャスティンがホッとしたような顔をした。

「良かった。ずっと会いたかったんだけど、なかなか外に出してもらえなくてさ」

　それはケイトも同じ気持ちだった。村に入ってきてから、ずっと今まで会えないままだったのだ。

「今だって許可は出ていないはずだぞ。……アラン、お前はジャスティンに甘すぎる」

　カルロが一歩前に出て、ジャスティンを睨にらんだ。その鋭するどい視線はそのまま、背後にいるアランへと移動する。

　アランは、カルロの強い眼まな差ざしにたじろぎつつも、笑みを作って言う。

「すみません。でも、ジャスティンはきちんと反省しましたよ」

　そこでアランは、ケイトとリオに向き直った。

「ジャスティンはずっと、あなた達に会いたいと言っていました。私も、話がしてみたかったですし。ジャスティンが熱を出した時、看病してくださったと聞きました。ありがとうございます」

　敵意を感じない優やさしい笑みを向けられて、ケイトの中で小さな希望が芽生える。

「あの、アランさん」

　期待を込めて、アランの瞳を見た。

「あなたのお兄さんを説得してくれませんか。このままじゃ、あなたの仲間だって傷つくことになります」

「おい」

　カルロが眉まゆを寄せてケイトの肩かたを引っ張った。

　アランは、「乱暴にしないで」とカルロに言うと、申し訳なさそうにケイトに言った。

「すみませんが、それはできません。兄はもう決めてしまったんです。この子の母親が亡なくなったその日から、哀かなしみをも凍こおりつかせ、兄は変わった。私は、そんな兄に従うのみです」

　揺ゆるがないアランの言葉に、ジャスティンは悲しそうに俯うつむき、そっとアランに寄り添そった。

　どうしようもない距きよ離りを感じて、ケイトは立ち尽つくすことしかできない。

「私だけではない。兄を慕したう仲間達は、兄の想おもいに賛同してここにいるんです。軍の体制を憂うれう、かけがえのない同志としての絆きずながある。あなた達がどんなに説得をしても無む駄だです」

　顔を伏ふせたアランは、もうケイト達を見なかった。寄り添うジャスティンの頭を撫でる。

「話は終わっただろう。さあ、屋敷に行くんだ」

　カルロが強ごう引いんにケイトの背を押す。すれ違ちがいざまに、ジャスティンが呟つぶやいた。

「ごめん……」

　その声にケイトとリオは振り返るが、ジャスティンはこちらを見ない。

「……くそ。どうしたらいいんだ」

　小さく呟くリオの言葉に、ケイトも俯いた。哀しみで凍ってしまった心を溶とかす術すべはないのだろうか。

　屋敷につくと、革命派の男達の視線が注がれる。部屋に入ると、ソファに横たわるウォードの傍そばで、何人もの仲間が声をかけていた。

「おい、ウォード。医者が来たぞ」

「早く診みてくれ。熱があるようなんだ」

　その姿だけ見れば、仲間思いの普ふ通つうの男達だ。村人を人ひと質じちにしながら、自分の仲間は家族のように大切に扱あつかう。

　しかし、部屋の奥からそれを眺ながめているマイルズの瞳は、何の感情も映し出していなかった。

　怪け我がのために発熱しているウォードを見て、ケイトは頭を切り替かえる。

　──まずは、目の前のことに集中しよう。

　そう、気を引き締しめた時だった。

　屋敷の外がうるさくなり、扉とびらが大きな音を立てて開かれる。

　入ってきたのは、三人の男だった。最初に目に飛び込んできたのは、左ひだり腕うでを赤く染めた長身の男の姿だ。アレックが立ち上がり、ケイトとリオもすぐに怪我をした男に駆け寄る。

「ピーター！　どうしたんだよ」

　部屋にいた革命派の面々が驚おどろきの表情で声をかける。

「説明しろ」

　マイルズが言うと、負傷した男を支えて歩いてきた残りの二人が、息を荒らげながら報告する。

「偵てい察さつのために村から出ていたんです。そこで、軍人の姿を見つけました。指示通り、気付かれないよう後をつけていたんですが……」

「気付かれたのか？　それで銃じゆう撃げき戦せんになったと？」

　マイルズはピーターの腕うでをちらりと見やる。

　ケイトは顔を顰しかめるピーターの腕を取った。弾たまは貫かん通つうしているようだった。

「いってえ……」

「大だい丈じよう夫ぶです、今、出血を止めますから」

　力強く頷うなずくと、ピーターは少しだけホッとしたような表情を見せる。

　ケイト達の背後では、未いまだ報告が続いていた。

「は、はい。ですが、大きな戦果を得たんです！」

「戦果？」

　そんな会話を耳にしながら、アレックの指示を仰あおごうとした時だった。ふいにピーターの腕に力がこもった。

「マイルズさん！　俺、イーノット・レイズを仕留めたんですよ！」

　一いつ瞬しゆん、何を言ったのか理解できなかった。ケイトはゆっくりと、ピーターに向き直る。

「……え？」

　ケイトの背後では、リオが息を吞のんで固まっている。

　ピーターはケイトの視線には気付かずに、一心にマイルズだけを見て言葉を続ける。

「軍人の中に、あのイーノット・レイズがいたんです！　こんな機会はめったにない、そう思って、俺は狙ねらいを定めました。そしたら、奴やつの心臓に一発で当たったんです。間ま違ちがいありません！」

　きらきらと瞳ひとみを輝かがやかせて、誇ほこらしげにピーターは語る。それでもケイトには、全く現実のこととして耳に入ってはこなかった。

　──この人は、……何を言ってるんだろう。

「イーノット・レイズはその場に倒たおれ込みました！　あの距離だったら、きっと即そく死しでしょう。奴は死にました」

　──一体、何を。

　即死、という言葉を聞いて、ケイトは頰ほおを張られたような衝しよう撃げきを受けた。

「……死んだ？」

　震ふるえる唇くちびるが、ただそれだけを口にする。

「イーノット・レイズを殺したと言うんだな？」

　マイルズが確かく認にんすると、「そうです！」とすぐさま答えが返ってくる。

「マジかよ……」

「あのイーノット・レイズが？」

「本当に？」という疑問の声に、ピーターを支えて戻もどってきた二人が、「俺達も見たから間違いない！」と力強く頷いている。

　わっと歓かん声せいが上がった。

「すっげえじゃねえか、ピーター！」

　ざわざわと部屋中で声が上がる。賛辞を受けて、ピーターが頰を赤らめる。そのまま仲間達に興奮したように話し始めた。

「イーノット・レイズは、撃うたれてすぐに無様に倒れ込んだんだ。周りの軍人が焦あせったようにしているのが見えて……。軍の英えい雄ゆうなんて言われてるが、死ぬときなんてあっけないもんだな」

　その唇には、隠かくしようのない笑えみがのっている。

「まあ、多くの人間を殺した軍人の最さい期ごなんて、こんなもんだろう。殺されて当然、自じ業ごう自じ得とくだ」

　腕には相変わらず血が滴したたったままだった。ケイトはその、鮮せん烈れつな赤を見つめる。

　こうしている間にも、どんどん失血していく。早く止血して、消毒して、治ち療りようしなくてはいけない。どこか遠い場所で、そう急せかす自分がいる。

　治療をしなきゃ。

「死んだところで地じ獄ごくに落ちるだけだしな。ああ、もっと痛めつけるべきだったよ」

　治療を。早く──。

「一発で仕留めたのは奴に優しすぎるかもしれないな。もう何発か撃っておけばよかった。急所は外して、少しでも痛みが長引くように──」

　頭の芯しんが、焼き切れたように熱くなった。

　ピーターの言葉が乱暴に遮さえぎられる。ケイトは負傷した左腕も気にせず、ピーターを引き倒した。そのまま床ゆかに押さえつけ、馬乗りの体勢になる。予想外の事態に、ピーターは何の抵てい抗こうもできずに倒れ込んだ。

「黙だまって」

　ピーターのくぐもった悲鳴を搔かき消すように、ケイトは叫さけんだ。

「中ちゆう佐さが死んだなんて、そんなの噓うそに決まってる。黙りなさいよ！」

「おい、やめろ！」

　カルロが慌あわててケイトをピーターから引きはがそうとする。ピーターは、最初は呆ぼう然ぜんとした表情になるも、すぐに憎にく々にくしくケイトを睨にらみつけた。そして、勝ち誇ったような笑みで言う。

「噓じゃない！　俺がイーノット・レイズを殺したんだ！　あいつはもう死んだんだよ！」

　叫んだことで体に力が入り、ピーターの腕からじわりと血が染しみ出してきた。ピーターはすぐに笑みを消し去り、苦痛の表情で身を捩よじる。

　先ほどまで治療しようと思っていた腕を見ても、ケイトの心は動かなかった。流れる血を見ても、痛みに上げる悲鳴を聞いても、憎にくしみでいっぱいになったケイトには届かない。

　カチャリと、銃じゆうを向けられた気配もしたが、それすら気にならなかった。

　自分の中にここまで凶きよう暴ぼうな気持ちがあるなんて知らなかった。ケイトは感情を制せい御ぎよしきれないまま、声を上げる。

「中佐のことなんて、何も知らないくせに。中佐が大戦で人を殺あやめたことをどんなに悔くいて、今、軍で頑がん張ばっているかなんて知らないでしょう！　知らないのに……っ、なんで、なんでそんなこと言えるの。なんでっ」

「痛い！　放せよっ！」

　いやだ。こんな奴、もっと痛くなればいい。人を殺したと喜んでいるような人間なんか。

　白くなる頭の片かた隅すみで、一瞬そんなことまで考えた。ケイトは力を込めたまま、ピーターを放さない。




『──顔を上げろ』




　ふいに、頭の中で声が響ひびいた。

　荒あれ狂くるう心の中に、一筋の光のようにそれは入ってくる。

『顔を上げて背筋を伸のばして、自信を持って医師になると言えばいい』

『もし私のために口を噤つぐんでいるのだというなら、それは間違いだ。私は何も困らない。医師になりたいと言う君を、ただただ誇らしく思うだけだ』

　厳しくも、優やさしい言葉。嬉うれしくて嬉しくて、宝物のようにそっと心にしまった言葉。

　──いつ、こう言ってくれたんだっけ……。

　その時のケイトは、イーノットの言葉に奮い立ち、力を貰もらった。

　そして今、同じ言葉によってケイトの心は、ゆっくりと凪ないでいく。

「私は……」

　俯うつむいていた顔を上げて、しっかりと目の前のピーターに焦しよう点てんを合わせた。痛みに歪ゆがんだ顔を見て、ついでピーターの左ひだり腕うでを見つめる。

　オールリッジの救護所で、ケイトに将来の夢を与あたえてくれたフォスター医師の言葉が甦よみがえる。

『どんな時でも、どんな人でも、どんな場所であっても。人を癒いやすのが、癒やそうと最善の努力をするのが、医師だからだよ』

　ケイトは、滲にじんだ自分の涙なみだを乱暴に払はらった。

　私は、何？

　自分に問う。

「私は」

　──医師を、目指す人間だ。

　今この姿をイーノットに見せて、胸を張ることはできない。

　大きく息を吐はいて、ケイトはピーターから体をどかした。そのまま頭を下げる。
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「……申し訳ありません。私がすべきことは、あなたを糾きゆう弾だんすることじゃない……。手当てを、することでした」

　ピーターが呆然とケイトを見つめる。カルロも、戸と惑まどったようにケイトに視線を向けた。

「手当て、させてくれますか？」

　ケイトが静かに問うと、ピーターはぎこちなく頷うなずいた。







　診しん療りよう所じよの待合室にあるソファに腰こし掛かけて、ケイトはシーツを畳たたんでいた。

　ピーターの手当てが終わると、ケイトとリオは診療所へと戻されたのだった。

　黙もく々もくとシーツを畳むケイトの横に、リオが腰こしを下ろした。

　二人とも、何も話さない。しかし、リオがふいに顔を上げて言った。

「中佐は生きてる」

「うん」

　力強く断言され、ケイトも大きく頷いた。

　──そう。この目で見るまでは、絶対信じない。

「死ぬわけないだろ？　あの人は有能だよ。そう簡単にくたばったりしないはずだ」

　リオの優しさを感じて、ケイトは笑みを見せた。

「ありがとう、リオ」

「……礼を言われることなんて……」

　ケイトの表情を見て、なぜかリオはくしゃりと顔を歪ませた。それから、ケイトの両りよう肩かたを摑つかんで向き直る。

「ケイト。お前に謝らないといけないことがある」

「謝らないといけないこと？」

　瞳ひとみを瞬またたかせるケイトに、リオは覚かく悟ごを決めたように大きく息を吐いて、言った。

「東部基地で、お前がエリカという女性と話していた時、部屋に中佐が来たんだ」

「え……」

「中佐はお前に伝言を残した。『約束を破ったことを謝りたい。今日はずっと執しつ務む室にいるから、会いに来てくれ。時間は何時でもかまわない』って」

　リオは、驚おどろいた表情を見せるケイトを、苦しそうに見つめた。

「すまない。お前をどうしても中佐に会わせたくなくて、噓を吐ついたんだ。殴なぐってくれても構わない」

　頭を下げるリオを、ケイトは見つめた。

　そういえば、ジャスティンがいなくなったと朝に執務室を訪おとずれた時、何か言いたげな視線を向けられたことを思い出した。

　もう一度、リオが伝えてくれたイーノットの言葉を反はん芻すうする。

　──謝ろうと、してくれていたんだ。会って話してくれるつもりだったんだ。

「顔を上げて、リオ」

　促うながされて視線の合ったリオの瞳を、ケイトも真しん摯しに見返す。

「教えてくれてありがとう。この村から出て中佐に会ったら、ちゃんと話をするわ」

「……ケイト」

「何？」

「中佐が好きか？」

　ケイトは微笑ほほえんだ。『好き』という言葉だけでは、言い表せない程ほどに。

「うん」

　リオは一いつ瞬しゆん俯うつむくと、ケイトに表情を見せないまま立ち上がった。

「さっきも言ったが、中佐は生きてる」

　ケイトに背中を向けながら、赤毛を少しだけ乱暴に搔きまわす。

「お前にっ、中佐は伝えたいことがあったんだ。それを伝えるまで、中佐が死ぬわけない！」

　どうしても我が慢まんができなくて、ケイトは少しだけ泣いた。

「うん……」

　真っ白なシーツに、音もなく涙が染みていった。










　イーノットが殺されたという衝しよう撃げき的てきな報告を聞いた翌日、リオとケイトは変わらずに患かん者じや達と挨あい拶さつを交かわしていく。

　笑え顔がおで話しているケイトを、リオは気付かれないようにちらりと見やった。

　──強いな。

　目元が若じやつ干かん赤いながらも、ケイトは普ふ段だん通りの態度を崩くずさない。不安だろうに、それを一いつ切さい気付かれないように気を配っていた。

　敵かなわない、と思った。それはケイトのことであり、イーノットのことでもある。

　昨日、イーノットが殺されたと告げられた時のケイトの様子を見て、リオは思ったのだ。ケイトの心をあんなにも揺ゆり動かし、それから立ち上がらせることができるのは、イーノットだけだ。

　二人が会うことを邪じや魔ましたところで、自分には入る隙すき間まなどない。心のどこかで思っていたことが、昨日はっきりした。

「あら、リオ君。何かあったの？」

　心配そうに話しかけられ、リオは慌あわてて目の前の女性に向き直った。女性はマーガレットといって、小さな茶色の瞳を向けている。

　──顔に出るなんて、まだまだだな。

「何でもないですよ」

「あら、噓うそばっかり。ケイトさんの方を見ていたでしょう？」

　図星を指されて、リオは頰ほおを赤くした。

「そんなことはないです」

　むきになるリオに、マーガレットは笑った。

「あら。否定することないわよ。私もつい、目で追ってしまうことがあるもの」

「え。そうなんですか？」

　マーガレットが、腰の悪い女性の背中を撫なでるケイトを見つめる。つられて、リオも同じようにケイトを見た。

「あの子が部屋に入ってくると、パッと明るくなる気がするの。話すと、少しだけ希望が見えてくる。もう少し頑がん張ばってみようかな、って気にさせられるの。もちろん、処置も丁てい寧ねいだわ」

　ケイトのことを褒ほめられて、リオは嬉しくなった。

「私はね、あの赤毛を見て、女め神がみフェディテを思い浮うかべたの。彼女は別に神様じゃないし、どちらかというとすごく人間臭くさいと思うけど、……そう、何て言ったらいいかしら。皆みなの心を支える象しよう徴ちようみたいに感じたの。意図してるわけじゃなく、自然とそうなってる」

　ケイトはきっと、一いつ生しよう懸けん命めい患者のために動いているだけだ。だからこそ、こうして誰だれかの心を打ち、知らずに支えとなっている。

　今も、リオの心を温めて、やる気を出させてくれた。

「俺の、……自じ慢まんの友人なんです」

　するりと、そんな言葉が出てくる。友人と言い切るにはまだ少しだけ胸は痛んだが、心は軽くなった。







　四章　未来への道







　東部基地では、朝から沈ちん鬱うつな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　誰もが目を伏ふせ、話す言葉も少ない。

　そんな風景を見つめながら、男は仕方のないことだと感じていた。

　東部基地は昨日、指針となるべき指揮官を失った。後に控ひかえるのは、無能な上官達だけだ。

　──となると……、一体誰があの指揮官の代わりをするんだ？

　男は思い立ち、廊ろう下かで話をしている軍人二人に話しかけた。

「なあ。ちょっと聞きたいんだけど」

　軍人達の階級は、男と一いつ緒しよだったため、気安く声をかけることができた。

「何だ？」

　二人の内、若い方の軍人が問う。

「イーノット・レイズ中ちゆう佐さの代わりの指揮は、誰が執とるのか聞いているか？」

　軍人二人は互たがいに顔を見合わせた。それを見て、男は慌てて付け足す。

「あ、いや。俺は昨日非番だったから……。中佐が亡なくなったのは知っているが、詳くわしいことまでは聞いていないんだよ」

　不自然でない言い逃のがれができたと思ったのに、目の前の軍人は、ますます訳が分からないといった様子で眉まゆを寄せた。

　──何だ？

「おい……」

「なあ」

　そこでようやく、若い方の軍人が口を開いた。

「お前、何言ってるんだ？」

　心底困こん惑わくした様子で問われて、男の方こそ戸と惑まどってしまう。だが次に告げられた言葉に、男は驚きよう愕がくした。

「イーノット・レイズ中佐なら、今も執しつ務む室にいるぞ？」

「亡くなったとか、何言ってるんだあんた？」と不ふ審しんな目つきで言われても、男は咄とつ嗟さに反応できなかった。

　──亡くなっていない？　そんなことあり得ない。だってあいつは、俺にそう報告してきたんだ。イーノット・レイズは銃じゆうに撃うたれて死んだんだと、確かにこの耳で聞いて──。

「私がどうかしたか？」

　背後にかかった声に、文字通り男はびくりと肩かたを震ふるわせた。

　良く通るその声には、あまりにも聞き覚えがありすぎる。

　その瞬しゆん間かん、男は悟さとった。

　──違ちがう……。俺は報告を聞いたんじゃない。後ろにいる軍人が操作した情報を、聞かされていただけだ……。

「上官に声をかけられたら、まずは敬礼するのが礼れい儀ぎでは？」

　冷ややかな声がかかり、男はゆっくりと振ふり返った。

　目の前にはやはり、吸い込まれそうな金の瞳ひとみの持ち主が立っている。

「なぜ私が死んだと思っているのか。是ぜ非ひ理由が知りたいね、フリオ・ボイド軍ぐん曹そう」

　イーノットの言葉に、男、フリオは蒼そう白はくのまま立ち尽つくした。










　ケイトは現在、村のとある家に鍵かぎを開けて入っていた。診しん療りよう所じよからは少し離はなれた所に建つ、白い壁かべの家だ。

　医い療りよう品は底を突つきかけていて、ケイト達は、患者や人ひと質じちの村人達からも協力を得ることにした。シーツや、家庭にでもある消毒液や包帯など、許可を得て使わせてもらっているのだ。

　リオとアレックは患かん者じや達の診しん療りようをしており、ケイトが品物を集める番だった。もちろんケイト一人ではなく、背後にはカルロの姿もある。

　許可を得ていると分かっていても、まるで家や捜さがしをしているようでケイトの心は重たい。

　すべてを終えて、また鍵を閉めて家から出る。ふと見ると、革命派のいる屋や敷しきから、マイルズが出てくるところだった。

　ケイトの瞳が、ある一点に集中する。いつもマイルズは右みぎ肩かたに銃をかけているが、今はもう一つ別のものを持っている。

　──花だ。

　大きな花弁が開いた白い花を持って、供も付けずに一人でどこかへ行こうとしている。

「……彼は、どこに行こうとしているの？」

　ケイトは振り返ってカルロに聞いた。

　カルロは苦しそうに表情を歪ゆがめながら、目を逸そらす。

「別にいいだろう、そんなことは。さあ、お前は患者達の所に戻もどるんだ」

「──マイルズさん！」

　家の陰かげに隠かくれて消えてしまいそうになる背中を見ると、気が付いたらケイトは叫さけんでいた。

　マイルズが、ケイト達に視線を合わせる。

「……お前達」

「すまない、マイルズ。こいつはすぐに家にぶち込むから」

　カルロがケイトの腕うでを摑つかんだ。

　マイルズの瞳が、じっとケイトに注がれる。呼んでみたはいいが、どこに行くのかとは聞けなくなってしまった。振り向いたマイルズの表情は、革命派の仲間に見せる時と違って、疲つかれと、そして微かすかな哀かなしみが見てとれたからだ。

「あの……」

　ケイトは自然と、白い花へと視線を落とした。それに気付いたのか、マイルズも自分の持っている花を持ち上げる。

「……お前は」

「え？」

「我々が憎にくいだろう」

　突とつ然ぜん言われた言葉に、ケイトは返事ができないまま、黙だまった。しかし、それを気にすることなくマイルズは続ける。

「村人を人質にとり、無む抵てい抗こうな患者達を押し込めている。そして、イーノット・レイズを殺した」

　ビクリとケイトの肩が強こわ張ばる。

「憎いはずだ。それなのに、……なぜだ？」

　マイルズは、じっと白い花を見つめる。それから、ゆっくりケイトの方を向いた。

「なぜ憎い相手を前に、治ち療りようしようと思えるんだ。命を助けたいと、そう思える？」

　マイルズが言っているのは、ケイトがピーターの手当てをしたことについてだろう。

　ケイトは、あの時の自分の気持ちを思い返すように、心臓に手を当てた。

「私は、医師を目指す人間です」

「医師はすべて聖人君子だとでも言うのか」

「いいえ。憎い、って思う気持ちは私にだってあります。でも、例えば治療を放ほう棄きして相手が死んでしまったとして、それが一体何の解決になるんでしょうか」

　ケイトは、真っ直すぐにマイルズを見返す。

「私はますますあなた達が嫌きらいになって、あなた達も治療をしなかった私を憎んで、互いに理解し合えないままです。憎しみの中で、一歩踏ふみとどまる。その鎖くさりになってくれるのが、私の場合は『医師になる』ということなんです」

「憎しみの中で……、踏みとどまる」

　ぽつりと呟つぶやいたマイルズに、ケイトは頷うなずく。

「あなたにも、あるはずです。何も大切なものを持っていない人間にはないかもしれないけど、あなたには、あなたを慕したう仲間も、あなたを大好きなジャスティンもいるじゃないですか」

　マイルズの瞳が、はっきりと揺ゆれた。ケイトは更さらに言葉を続けようとするが、マイルズが白い花に視線を向けた瞬間、彼は動どう揺ようを消し去ってしまった。

「……踏みとどまるものが、自分の大切なものだとしたら、その大切なものが奪うばわれてしまったらどうすればいい」

「それは」

　ケイトが何かを言う前に、マイルズは背を向けて歩き出した。

「待ってください！」

「いい加減にしろ！」

　カルロがケイトに銃を向けた。それ以上マイルズを追うこともできず、ケイトはその背を見送ることしかできなかった。

「カルロさん。彼はどこに行くんですか？」

　カルロは、大きな息を吐はいて、それから哀しみのこもった声で言った。

「墓参りだ」

「え？」

「あいつの奥さんの墓だ。……本当の墓はもちろん別にあるが、当分墓参りには行けない。だから村に来て、奥さんの遺品を土に埋うめて墓代わりにしたんだ。あいつは毎日、花を捧ささげに行ってる」

　その光景が思い浮うかんで、ケイトの胸が詰つまった。

「本当に、二人は仲が良かったんだ。互たがいに思い合って……、それなのに軍の横暴のせいで、彼女は死んだんだ。俺は軍を許すつもりはない」

　カルロの言葉は、決意に満ちていた。










　イーノットの目の前には、項うな垂だれて椅い子すに座るフリオの姿があった。

　フリオの後ろには、逃とう亡ぼうを阻そ止しするために、サニーとロジャーが控ひかえている。

　イーノットの執しつ務む室で、取り調べは行われようとしていた。イーノットの背後にはローワンが立っており、ティムは壁かべに体を預けて、飴あめをなめている。

「……あなたは、銃で殺されたと聞いたのに」

　部屋に入るなりフリオにそう言われて、イーノットは「そう見せかけただけだ」と答えた。

　イーノット達は軍の内通者をあぶり出すために、ひとつの作戦をとっていた。

　軍から革命派に情報が流れているのだとしたら、逆もまた成り立つはずだった。ゆえにイーノットは自分が亡なくなったと革命派に思い込ませた。そうすれば必ず、革命派の人間は仲間である軍の内通者にそのことを話すはずだと考えたのだ。

「フリオ・ボイド軍ぐん曹そう。お前はジャスティンを基地から逃にがしたんだな？」

「……はい。マイルズの息子むすこが軍の手に渡わたってしまっては、マイルズは棺ひつぎの手帳を奪うことを諦あきらめるかもしれない。そう上から命じられて……」

　上、という言葉に、イーノット達の緊きん張ちようが高まる。当然軍曹であるフリオに命じた黒幕がいるはずだ。

　イーノットは核かく心しんに迫せまった。

「上とは誰だれだ」

　フリオは口を噤つぐむ。

「誰だ。言え。今いま更さらお前が庇かばったところでどうにもならない」

「……ガイ・フレミング准じゆん将しようです」

　イーノットは目を見開く。それは、総司令部に務める高官の名だった。

「フレミング准将は、『棺の手帳』を狙ねらっていたんです。自分の出世のために、どうしても必要だと言っていました。そして革命派のことも、手帳を使って自分が上手うまく舵かじ取とりをしていくんだと……」

「馬ば鹿かなことを」と、ローワンが吐き捨てた。イーノットも同じ気持ちだった。

「私は逆らえなかったんです！　それに、フレミング准将は私の昇しよう進しんも後押ししてくださると約束してくれた」

　フリオは頭を抱かかえる。

「フレミング准将は、自ら手帳を奪うのではなく、革命派を隠れ蓑みのにしようとしたんですね」

　冷たく響ひびくローワンの言葉に、フリオは肩かたを震ふるわせた。

「自分が疑われないようにだな。革命派にだけ、汚お名めいを着せようとした」

　力なく頷くフリオに、イーノットは軍の腐ふ敗はいを思って、怒いかりが沸わき上がるのを感じた。

「だから、あの少年……、ジャスティンを逃がすように画策したんです。それに、ただ逃がすだけでは駄だ目めだった。軍への憎しみを募つのらせて、マイルズの所へ戻もどってほしかった」

「ってことは、あのハリソン准じゆん尉いが通りかかったことも計算してたってわけ？」

　ティムが口を挟はさんだ。

「ええ……。あの時間にハリソン准尉が通ることは調べてありました。彼は、ジャスティンを基地に入れるのを渋しぶっていた。中ちゆう佐さの方針にも納なつ得とくしかねていました。だから、彼を選んだんです」

　今更ながら、イーノットは目の前のフリオをジャスティンの監かん視し役にしたことを悔くやんだ。知らなかったとはいえ、最悪の人選だったのだ。

「ジャスティンは、軍を憎んだままマイルズの所へ戻り、マイルズもまた軍への憎しみを新たにして、棺の手帳を奪おうとする。そう考えたんですね」

「そう、です……」

　ローワンの言葉に、フリオは力なく頷く。もはや観念したフリオは、質問されたことに淡たん々たんと返していくだけだった。

「村にいる革命派は、すべてフレミング准将と通じているのか？」

「……いいえ。マイルズはもちろん、村にいる革命派は知りません……。たった一人、私にイーノット・レイズ中佐が殺されたと伝えてきた人物を除いては」










　ふと物音が聞こえて、ジャスティンは目を覚ました。

　昼食をとって、それから眠ねむってしまったようだった。いつの間にか寝しん室しつにあるベッドに寝ねかされていた。窓の外を見ると、まだ太陽は高い位置にある。

　ジャスティンが寝ね起おきしていたのは、革命派のいる屋や敷しきの隣となりにある家だった。武器などをしまっておくために開けられた家で、保管係を務めるアランと過ごしている。

「……アランおじさん？」

　ジャスティンはベッドから抜ぬけ出し、寝室の扉とびらを開いた。廊ろう下かを通ってすぐに居間がある。居間に近づくにつれ、アランの声が聞こえてきた。

　ジャスティンはホッとして、居間を覗のぞき込んだ。確かにアランはいて、ジャスティンのいる方とは反対方向をむき、どこかに連れん絡らくを取っているようだった。アランの近くには無線機らしきものもある。

「だからっ、どういうことか説明して欲しいと言ってるんだ！」

　小さいながらも厳しいアランの声に、ジャスティンは何事かと息を吞のむ。相当苛いら立だっているようだった。普ふ段だん、穏おだやかな語り口なせいもあって、ジャスティンには目の前のアランの姿が見慣れないものに映る。

「偽にせの情報を摑つかまされていたっていうのは、一体……」

　戸と惑まどったような声こわ色いろに、段々ジャスティンは不安になってきた。声をかけようか迷うが、次に言われた言葉に体が固まる。

「そんな、私のせいだと言うのか、准将！　待て、軍に協力してやった私を捨てるつもり……」

　──准将？　軍に協力って……。

「え？」

　カタン、と爪つま先さきが扉に当たって、ものすごい勢いでアランが振ふり向いた。

　その激しさに、ジャスティンは一歩後退する。そして、自分の聞いたことが信じられないというように、縋すがる思いで問いかけた。自分が大好きな、優やさしくて穏やかな叔父おじに。

「……アラン、おじさん？」

　アランは、もうジャスティンの知っている男ではなかった。

　それから数秒後、ジャスティンとアランのいる家に、一発の銃じゆう声せいが響いた。










「アラン・ブラント。マイルズの弟である彼は、革命派側の内通者なんです」

　フリオの告白に、イーノットは表情を険しくした。

「リーダーの弟が、裏切ってるってことかよ！」

　サニーが驚おどろきの声を上げた。

「そんな……」

　ロジャーも戸惑ったように言葉を切る。

「アランは、マイルズが手帳を得ればそれを奪うばって准将に渡す約束をしているんです」

「報ほう酬しゆうはなんだ。金か？」

　フリオが頷うなずく。執務室に重い沈ちん黙もくが流れた。

「──サニー、こいつを拘こう束そくしておけ」

　イーノットはそう言って、ローワンを伴ともなって執務室を出た。

「これからどうしますか。フレミング准将が軍を裏切っていたと、上層部に伝えますか？」

　ローワンの懸け念ねんに、イーノットも唇くちびるを引き結ぶ。軍と革命派が通じていたという事実はあまりに重く、もはや誰を信じていいかも分からない。イーノットは少し考えた後、慎しん重ちように口を開いた。

「軍議は開かなくてはならない。フリオ軍曹の言葉を報告し、すぐさま待機している軍を動かして、人ひと質じち達を助けなければ」

「ですが」

　言い募ろうとするローワンを、「分かっている」と手で制する。

「根回しはしておこう。ブラウン少将に連絡するんだ。少将に、フレミング准将の動向も見張っていてもらうよう頼たのむ」

　南部基地の最高司令官であるブラウン・ファーニー少将は、イーノット達が最も信しん頼らいできる上官だ。その言葉に、ローワンは大きく頷く。

「とにかく時間がない。私が殺されたというのが偽の情報だと、フレミング准将ならすぐ気付くかもしれない。そして准将がアランを切り捨てたとしたら？」

　ローワンははっと目を見開いた。

「アランがどんな手に出てくるか分からない」

　それからイーノットは東部基地の司令官にかけ合い、一刻も早く軍議を開くよう提案した。

　すぐに開かれることになった軍議は重苦しいものとなった。

　革命派と総司令部の上官が通じているという事実に、軍議に出た高官達は苦々しい表情を隠かくさない。

　イーノットの報告を聞き終わり、総司令部から来ているファブリット・ゴートン少将が静かに告げた。

「イーノット・レイズ中佐」

「は！」

　イーノットが敬礼を見せる。ゴートン少将は重々しい口調で命じた。

「もう一刻の猶ゆう予よもない。村へ強きよう行こう突とつ入にゆうせよ。そして必ずアラン・ブラントを始末すること。いいか？　捕ほ縛ばくするのではない、始末するのだ」

　その言葉に含ふくまれた意味を悟さとって、イーノットは声を上げた。

「……っ、この事実を、握にぎりつぶすおつもりですか！」

「当然、フレミング准じゆん将しようには罰ばつを受けてもらう。だが、それは軍部内の話だ。弾だん薬やくを奪われたことといい、軍の失態をこれ以上重ねるわけにはいかない。革命派の面々も、捕つかまえることが難しいのであれば、命の有う無むは問わない」

「村人達はどうなります！　村で銃じゆう撃げき戦せんでも起きれば、革命派は必死になって抵てい抗こうしてきます！　流ながれ弾だまでも当たったら……」

「これは軍への、ひいては国家への反逆だ。それを収めるために、幾いく人かの民間人の犠ぎ牲せいはやむを得ない。それが、上層部の総意だ」

　ゴートン少将の言葉に、周りにいた上官達も力を得たように話し出した。

「そうだ……、仕方のないことだろう！」

「軍が混乱すれば、国民にも影えい響きようが出る」

「小さな犠牲だ。それで軍が守られるというなら──」

　イーノットは、部屋中で好き勝手に話す高官達を見つめた。誰だれも、人質となっている村人のことを話さない。家族はいるのか、どんな人達なのか。どんな思いで、今も助けを信じて待っているのか。

　口にするのは、自分達の保身と言い訳だけ。

「──あなた達が」

　イーノットは両手を握りしめ、部屋中に響ひびき渡わたるように叫さけんだ。

「あなた達が守るべきものは何だ！　立場か！　金か！　権力か！　軍が、軍人が守るべきものは人だ！　人なくして、国とは名乗れない！」

　張りつめたようにその場が一いつ瞬しゆんで静まった。皆みな驚おどろいたようにイーノットを見つめ、それから気まずそうに瞳ひとみを逸そらす。

　静まり返った中で、ゴートン少将がようやく動き出した。怒いかりに顔を赤くしている。

「貴様、不敬が過ぎるぞ……！」

　胸むな倉ぐらを摑まれた瞬しゆん間かん、部屋の扉が大きく開け放たれた。

「報告いたします！　ただ今監かん視し班から連絡がありまして、村から銃声が聞こえたとのこと！　更さらに火の手が上がっているということです！」

　イーノットはゴートン少将の手を強ごう引いんに離はなすと、部屋を飛び出した。










　アランの撃うった銃じゆう弾だんは、ジャスティンの横にある扉とびらを貫かん通つうした。銃じゆう口こうを向けられた瞬間、咄とつ嗟さに飛びのいたジャスティンは、廊ろう下かで尻しり餅もちをつきながら、呆ぼう然ぜんとアランを見上げている。

「アラン、おじさ……」

　アランは冷たくジャスティンを見下ろしながら、弾だん倉そうに弾たまを詰つめていく。

　その時、外から人の声が聞こえてきた。

「なんだ！　誰が発はつ砲ぽうしたんだっ？」

「おいっ、無事か！」

　先ほどの銃声が聞こえたのだろう、革命派の面々がジャスティンのいる家まで駆かけ寄ってくる。

「おじさん、な、なんでこんなこと……？」

　震ふるえる声で、つっかえながらも問うが、アランは無視したままだ。

「父さんが可か哀わい想そうだって、だから協力するって、そう言ってたよね……？」

　そこでようやく、面おも白しろいことでも聞いたかのようにアランは噴ふき出した。

「兄さんのことなんて、どうでもいいのさ。兄さんは正義感だけの、馬ば鹿か正直な愚おろか者だよ。この世に大きな権力があるのは仕方のないことだし、その権力に阿おもねることこそが賢かしこい人間のすることなんだ。それなのに真正面から軍を潰つぶそうとするなんて、無む駄だ骨ぼねもいいとこだ。なあ、ジャスティン？」

　微笑ほほえまれているのに、今まで見てきたような穏おだやかさは感じない。醜しゆう悪あくな笑えみを見せられて、ジャスティンは絶望感でいっぱいになった。

　アランは歌うように言う。

「この世で一番大切なのは、お金だよ」




「──どういうことだ」




　低く唸うなるような声がして、ジャスティンははっと背後を振り返った。すぐ後ろに、マイルズが立っている。ようやく家に、マイルズ達が入ってきたのだ。

　マイルズは険しい顔で、しゃがみ込むジャスティンと、銃じゆうを持つアランを睨にらんでいる。

「やあ、兄さん」

　カチャリと、アランが銃の安全装置を外す。

「僕らはもう終わりだよ。きっともうすぐ軍がここにやって来る。兄さん達も村人も、きっと全員死ぬんだ」

「私達を、……裏切っていたのか？」

「ああそうだよ。だから何？　僕だって今さっき裏切られたばっかりだよ。金をくれると約束したのに……」

　冷めたような口調で言うアランを、マイルズの背後にいた革命派の面々は驚おどろきの目で見つめる。そして、口々に訴うつたえ始めた。

「アラン……、噓うそだろ！　俺達は仲間じゃないか！　ジャスティンの母親の敵かたきを討うとうって、軍を転てん覆ぷくさせてやるんだって、そう誓ちかったじゃないか！」

　しかし、アランの心には何も響いていないようだった。皮肉げに笑いながら肩かたを竦すくめる。

「大体、ジャスティンの母親が死んだのは、兄さんが軍に余計な口出しをしたせいだろ？　正義感を振ふりかざしているからそうなるんだよ。はっきり言って兄さんのせいだろ？」

　まるで殴なぐられたかのように、マイルズが顔を歪ゆがめた。

「アラン！　てめえ！」

　マイルズの背後から、リューが怒りの形相で一歩前に出た。

　アランは何のためらいもなく、リューの右足を撃ち抜ぬく。

「リュー！」

　ジャスティンは悲鳴を上げた。

「アラン、お前！」

　マイルズが、倒たおれ込んだリューを支えながら、殺気のこもった瞳で睨みつけた。

「お前だってもう逃にげられないんだぞ。リューを撃つ意味などないだろう！」

「そうかな？　僕はそう思わない」

　ふ、とアランは部屋の奥に視線を向けた。そして、なぜか誰もいないはずの部屋に銃口を向ける。

　──あ……。

　ジャスティンは目を見開いた。マイルズもその行動の意味を悟り、ジャスティンへ駆け寄る。

「アラン！　やめ──！」

　撃げき鉄てつが火花を上げる。アランが撃ったのは、高く積まれた弾薬の入った箱だった。










　その時、ケイトは患かん者じや達と一いつ緒しよに、聞こえてくる銃じゆう声せいに息を潜ひそめていた。横に座るマーガレットが身を震わせるのを、手をきつく握にぎることで励はげます。

　いつも通りに患者と話していたケイト達は、屋や敷しきの近くから聞こえてきた銃声を聞いて、部屋の一か所に集まっていた。リオとアレックが窓から険しい表情で外を窺うかがっている。

　見張りをしている革命派はこの場を動けないが、カルロが代表して見に行っている。

「軍が、助けに来たのかしら……？」

　不安げにマーガレットが聞いてくる。

「そうかもしれません」

　ケイトは微笑んでそう言ったが、内心は疑問に思っていた。軍が来たにしては、周りが静かすぎる。

　と、その静せい寂じやくを破るように、何かが破は裂れつしたような音が響いた。

「な、何……っ？」




「──大変だ！　弾だん薬やくに火がついて……、家が燃えてる！」




　革命派の一人が、血相を変えて飛び込んできた。

「どんどん火が家に燃え移ってる！　逃げないと！」

　信じられない言葉に耳を疑うが、確かに鼻をつく焦こげるような臭においが漂ただよっている。

　見張りで残っていた革命派は、一時逡しゆん巡じゆんした後、部屋から飛び出していく。

「おいっ！　俺達はどうするんだ！」

　リオが叫さけぶが、革命派は戻もどってこない。

「そんな……」

「じゃあ、ここにももうすぐ火が？」

「逃げないと！」

　部屋中にざわめきが起こり、女性が金切り声で「煙けむりが入ってきた！」と叫んだことで膨ふくらんでいた不安と恐きよう怖ふが弾はじける。

　我先にと、出口に村人達が殺さつ到とうしていく。だがもちろん、足の不自由な高こう齢れい者しやや怪け我がをしている者は動けないままだ。

「皆みな落ち着け！」

　アレックが声を張った。

「口元に布を当てるんだ！　なるたけ煙は吸わないように！」

　ケイトも突つっ立っている場合ではないと気付き、リオを呼んだ。

「リオ！　とにかく自力では動けない患者さん達を、村の外に出さないと！」

「分かった！」

　ケイトとリオは、患者の両りよう肩かたを支えるようにして、一人一人部屋から外へと出していく。

　外に出てみると、熱風が頰ほおを焼くように当たった。

「……っ、まずいぞ、これは」

　火の元は、屋敷の隣となりの家らしかった。激しく火柱を立てて燃えている。その火は屋敷へと燃え移り、革命派達が慌あわてて出てくる。

　──どうしてこんなことに？　何が起こったのか分からない……。

　突とつ然ぜんの事態に頭が混乱してくる。

　だが、考えている暇ひまもなさそうだった。村から出る唯ゆい一いつの北側の道に向かって、人々が走っていく。

　ケイトは、走り去ろうとする革命派や村人達に頼たのんで、一人では動けない患者達を託たくしていった。それからすぐにまだ残っている患者達のところへ戻って、リオとアレックと三人で患者達を運んでいく。

　その間にも火はどんどん回ってくる。熱風で汗あせが噴ふき出し、喉のどが渇かわいてしょうがない。

　──早く、早く！　一刻も早く患者さん達を安全な場所に逃がさないと……！

　必死に歯を食いしばるが、体力がどんどん奪うばわれる。ふいにガクンと膝ひざが折れて、転ぶのを覚かく悟ごした時だった。

　力強い腕うでに押し戻される。

「大だい丈じよう夫ぶか！」

「……カ、ルロさん……？」

　ケイトを支えてくれたのはカルロだった。

「俺も手伝う」

　カルロはケイトをどかして、患者の肩に腕を回した。

「おい！　これは一体どういうことなんだよ！」

　リオが詰つめ寄ると、カルロが悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「アランが火を付けた」

「アラン、って……、どうしてです？」

「アランは俺達を裏切っていたんだ。いいか、ここにもうすぐ軍がやって来る」

　軍、と聞いて、リオが少しだけホッとした表情を見せた。

　ケイトはアランを思い浮うかべ、はっとする。

「ジャスティンは？　無事なんですか！」

「大丈夫だ。今、北側の入り口に向かっている頃ころだろう」

　カルロの言葉に、胸を撫なで下ろす。

「良かった……」

　そんなケイトの姿を見て、「すまない」とカルロが呟つぶやいた。

「こんなことは、やはり間ま違ちがっていた。泣きじゃくりながら走る村人を見て、家を焼かれる村人を見て、本当にひどいことをしたと、俺は……」

　それからぐっと顔を上げて、「この患者は俺一人で大丈夫だ」と言った。

　ケイトとリオは頷うなずいて、また道を戻る。

　その時、背後から声が聞こえた。

「──軍だ！　軍が来たぞ！」

　ケイトは振ふり向き、黒色の軍服を見つけると、煙を吸い込むのも構わずに叫んだ。

「こっちに来てください！　まだ逃げ遅おくれた村人がいるの！」

　軍人達はすぐに走って来てくれた。それから村人を次々と救出していく。

「よし！　もう建物には残っていないだろう！　君達も村の外に出るんだ！」

　軍人に急せかされて、ケイトとリオも北側の道へと走る。

　もうすぐ村から出られる、という場所で、ケイトは一人の女性がおろおろと立ち竦すくんでいるのを見つける。

「マーガレットさん？」

　ケイトが声をかけると、マーガレットが弾はじかれたようにこちらを向き、足を引きずって駆かけ寄ってきた。

「ケイト、大変なの！　ジュディがいない！」

　泣きそうな声で訴うつたえてきたマーガレットに、ケイトの頭の中が一いつ瞬しゆん白くなる。

「……え？　で、でもマーガレットさんと一いつ緒しよに避ひ難なんしたはずじゃ」

　ケイトはマーガレットとジュディが手を繫つないで部屋を出て行くのを見ていた。

「ええ。でも、避難する人達に当たって手が離はなれてしまったの。私は転んでしまって、その間に、姿が見えなくなったのよ。先に避難したのかもしれないと思って村の外まで出てみたけど、やっぱりいないの！」

　そこでマーガレットは苦しそうに喘あえいだ。膝からは、転んだ時に傷ついたのか血が流れている。リオが慌ててマーガレットを支えた。

　子供がまだいると聞いて、近くにいた軍人が村へと駆け出していく。

　──そんな……。ジュディは喘ぜん息そくを持っているのに、発ほつ作さでも起きていたら……。

　ケイトも村を振り返った。ゴクリ、と自分が喉を鳴らすのを聞く。

　患かん者じややケイト達に微笑ほほえむ、優やさしげなジュディの顔が頭を過よぎった。

「リオはマーガレットさんに付いていてあげて。私も、ジュディを捜さがしてくる」

「何言って──、おい、ケイト！」

　リオが叫んだ時には駆け出していた。

「ケイト、待っ……」

　そこで不自然に言葉が途と切ぎれる。走りながら振り返ると、マーガレットがくたりと体をリオに預けている。気を失ってしまったのかもしれない。

　マーガレットをリオに任せ、ケイトは走る足に力を込めた。村を見回し、叫ぶ。

「──ジュディ！　どこにいるの！」
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　イーノットは火の粉を浴びながら指示を出す。

「村人の救出を最優先しろ！　革命派も同じだ！　撃うってくる場合を除いて、とにかく村の外に出すんだ！」

　叫ぶたびに熱風を吸い込み、喉が焼けるように痛い。

「──中ちゆう佐さ！　あれは、マイルズ・ブラントでは……」

　ローワンに言われ、イーノットは大きな屋や敷しきの前で足を止めた。

　一人の男が、じっとその場に立って動かない。

「マイルズ・ブラント」

　イーノットは男の目の前に立った。マイルズが、ゆっくりと顔を上げる。

「ああ……、イーノット・レイズか」

「何をしている。とにかくここから離れるんだ」

　イーノットの言葉を聞いていないかのように、マイルズはぼんやりと周囲を見回した。

「軍が……、村人を助けているのか？　革命派も？」

「命を救うのが、我々軍の仕事だ」

　マイルズの瞳ひとみが揺ゆらぐ。イーノットは胸むな元もとから手帳を出し、マイルズに差し出した。

「……ここに手帳がある。これが、こんなものが欲しいならくれてやる」

　黒い手帳を、マイルズはただじっと見つめている。

「人の命を犠ぎ牲せいにしてまで、この手帳が欲しいのか？　今も？」

　反応しないマイルズに、イーノットは鋭するどく声を上げた。

「答えろ！」

「……いや。……本当は、こんなもの欲しくはなかった……。欲しかったのは、彼女の、命だっ……。彼女を、返して欲しかった……！」

　悲痛な叫さけびで涙なみだを零こぼすマイルズに、イーノットは遣やり切れない思いでいっぱいになる。軍の腐ふ敗はいには、イーノット自身吐はき気がするほど嫌けん悪おを感じていた。一度は自分が軍にいる意味を見失った時もあった。

　だが、たった一人の少女が、イーノットの心を変えさせた。逆風にも立ち向かって、夢を摑つかみとろうとする姿に、イーノットは本来の自分の願いを思い出したのだ。

　目の前のマイルズにもいるはずだった。過去を悔くやむのではなく、未来を進みたいと考える、心を支えてくれる人間が。

「このままここにいたら死ぬだけだ。ジャスティンはどうなる？」

　弾かれたようにマイルズが顔を上げた。その顔は、革命派のリーダーではなく、一人の父親として息子むすこを思う表情だった。

「マイルズ、聞いてくれ」

　イーノットは、ずい、とマイルズの肩かたを摑んだ。

「中佐！」

　ローワンの叱しつ責せきが飛ぶが、構わない。もしも今マイルズが銃じゆうを手にすれば、イーノットは確実に死ぬだろう。それでもこれは、目を見て、相手の懐ふところに飛び込まなければ届かないことだ。

「私が、必ず軍を変えてみせる。正しいことを、きちんと正しいと言えるところに。国と人を守る、それが軍の仕事なんだと誇ほこりをもって言えるところに。そういう軍のあり方を、作ってみせる」

　──だからもう少しだけ信じて待っていてくれ。

　マイルズは、じっとイーノットの金の瞳を見つめた。そして小さく、微かすかにだが、頷いた。










　ケイトは、せき込みながらも声を張り上げ続けていた。

「ジュディ！　いないの？　返事して！」

　村にはケイト以外、人ひと影かげがなくなっていた。すべての避難が完かん了りようしたとみなされたのだろう。

　段々息が荒あらくなり、呼吸をするのも辛つらくなってくる。ケイトは自分の状じよう況きようから、焦あせりを感じる。自分でこれだけ苦しいのだから、喘息を持っているジュディはもっと苦しい思いをしているに違ちがいない。

「ジュディ！」

　その時、微かにだが小さな声を耳が拾った。

　家と家の間の細い通路に、ジュディがしゃがみ込んで震ふるえていた。

「ジュディ！」

　ケイトはすぐさま駆け寄り、ジュディを抱だき締しめた。

「どこか怪け我がしてない？　苦しくない？　もう大だい丈じよう夫ぶだからね！」

　ジュディはケイトの声を聞いて、か細く泣き始めた。

　──温かい。良かった、生きてる……。

　ケイトは溢あふれそうになる涙を堪こらえると、立ち上がった。

「さあ、しっかり摑まってて。村から出よう」

　そこで、ふいにケイトは足を止めた。

　ミシリ、と背後から音がして振り向いた瞬しゆん間かん、燃やされて支えを失った屋根がケイト達めがけて落ちてきた。

「……っ！」

　ケイトはすぐさまジュディを前へと突つき飛ばした。

　火の粉を噴ふき上げながら、屋根や柱が倒たおれ込んでくる。目を瞑つぶって体を丸め、衝しよう撃げきに耐たえた。

　自分の荒い息だけが聞こえるようになると、ケイトは恐おそる恐る目を開けた。

「ケイト！」

　木材の隙すき間まから、ジュディが泣きながらこちらを見て叫んでいる。ケイトは、自分の状況を理解した。

　ケイトとジュディの間は、落ちてきた木材で隔へだてられている。ケイトは咄とつ嗟さに、すぐ横にある家と家の間の通路に逃にげたために、怪我はなかった。

　──でも、どうしよう。

　その代わり、ケイトの退路が塞ふさがれてしまった。これでは通路から出られない。通路の反対側からも火が回って来ており、どちらへ行っても同じようだった。

「ジュディ！　私のことはいいから逃げて！」

　ケイトは叫んだが、ジュディは激しく首を横に振ふり、へなへなとその場に膝ひざをついてしまう。

「お願い！　ここにいたら危ないの！」

　ジュディは動かない。ケイトが一いつ生しよう懸けん命めい叫さけんでいると、木材の隙間から信じられない人間が顔を出した。
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「──ケイトっ？」

　現れたのは、ジャスティンだった。

「な、なんでジャスティンがここにいるの！」

「ケイトが、子供を助けに村に向かったって聞いたから、引き返してきたんだ」

　煤すすけた顔は、熱で赤くなっている。

　ケイトはすぐに木材越ごしに言う。

「ジャスティン、その子を早く村の外に出してあげて！」

「そりゃ、そうするけど！　ケイトを助けてからだろ！」

「私のことはいいから！」

「いいわけあるか！」

　そう言うと、ジャスティンは屋根の残ざん骸がいを取り除こうとする。だが、少年の力ではどうにもならない。それでも、何度も何度も、ジャスティンは屋根や柱を持ち上げようとし、歯を食いしばった。

「ぐっ……！　う……っ」

「ジャスティン。ジャスティン、ねえ聞いて」

　ジャスティンの額から、汗あせが滴したたり落ちる。

「くそっ、なんでだよ！　なんで持ち上がんねぇんだ！」

　ケイトはハッとする。汗だけではない。ジャスティンは泣いていた。泣きながら、必死に屋根をどかそうとする。

「なんで……、なんで俺は、いっつもいっつも、肝かん心じんな時に助けられないんだよ！」

　赤くなった手のひらは火傷やけどを負っているはずだった。それすら構わないというように、何度も繰くり返す。

「ジャスティン」

「母さんも！　今だって！　なんでだよ……！」

「ジャスティン！」

　ケイトが声を張り上げると、ジャスティンは肩で息をしながら、ようやくこちらを見た。

「ジュディを連れて村から出て、それで助けを呼んできて」

「……ケイト……」

「それまで、私も頑がん張ばるから。助けが間に合うまで、絶対死なないから」

　ケイトは笑えみを浮うかべた。

「ジャスティンを信じる。だから行って！」

　ジャスティンはぐい、と涙を拭ぬぐった。それからポケットを探さぐり、何かを取り出した。それを、木材の隙間から手を伸のばしてケイトに渡わたそうとする。

　渡されたものを見て、ケイトは驚おどろきに目を見開く。

「これ……、レースのハンカチ」

　母親のお墓に供えるのだと言っていた、ジャスティンが働いて得た大切なハンカチだ。

「大事なものでしょう！　なんで……」

「それで、煙けむりを吸わないようにしてるんだ！」

「せっかくの白が、汚よごれちゃう……」

　すでにケイトが触さわったことで、黒い煤が付いてしまっている。

「いいんだ！　ハンカチなんて使わなきゃ意味ないだろ！」

　そう言うと、ジャスティンはへたり込むジュディを抱かかえて立たせる。

「──ケイト！　助けを呼んでくるから。すぐだからな！」

　ケイトは頷うなずいた。二人の姿が見えなくなると、ずるずるとその場に膝をついた。

　声を上げるのも、立っているのももう限界だった。










　走りながら、ジャスティンは忘れられないある夜のことを思い出していた。

　母親の発ほつ作さが出て、医師を呼びに走った時のことだ。

　何度も足がもつれて、真っ暗な夜道を恐ろしく感じながら走った。息が上がって立ち止まる度たびに、母親の命が一歩遠のいていくような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　恐こわかった。

　今も、恐くて仕方ない。

　やはり、あの場にいた方が良かったんじゃないのかと迷いが生じる。

　ふいにぎゅっと握にぎった手に力を込められて、ジャスティンは振り向いた。ジュディが泣きながら、こちらを見ている。

　ジャスティンは、意地で笑ってみせると、また前を向いた。

　そうだ。それでも、走り続けるしかない。今度は絶対に失わないように。

　──ケイトは、頑張るって言ってくれた。俺を、信じてくれるって！

　その時、視界に真っ直すぐ、黒い軍服が飛び込んできた。村の入り口付近に、軍人がいる。

「なあっ！」

　声を上げると、一人の軍人が振り向いた。

　その軍人を見た途と端たん、ジャスティンは安あん堵どで涙なみだが出そうになった。

　金色の瞳ひとみは、こんな時も綺き麗れいに輝かがやいて見える。

「イーノット・レイズ！」

　ジャスティンは、力の限り叫さけび、大だい嫌きらいなはずのその軍人に懇こん願がんした。

「ケイトが向こうにいる！　ケイトを助けてくれ！」

　ジャスティンは言葉をつかえながらも、ケイトの居場所を説明する。

　そして軍服が翻ひるがえり、イーノットがジャスティンの横をすり抜ぬけていった瞬しゆん間かん、膝がガクンと落ちた。

　地面に激げき突とつするかと思われたが、力強い腕うでに囲われる。ふわりと、なぜか甘い香かおりがした。

　見上げると、灰色の髪かみをした軍人が笑っていた。

「もう大だい丈じよう夫ぶ。中ちゆう佐さが行ったからには、ケイトは絶対助かるよ」

　そうか、もう大丈夫なんだ。

　軍人の言葉に安心して、ジャスティンは我が慢まんできずに泣き出した。










　──熱い……。

　ケイトは通路に横たわり、ハンカチを口に当てながら、浅い呼吸を繰り返していた。足先も、反対側の頭の方も、両方からじりじりと火が迫せまっているのが分かる。

　このまま死ぬんだろうかと考えて、ケイトはすぐにその考えを打ち消す。

　──ダメだ……、頑張るって、約束したんだから。

　ジャスティンと約束した。

　──それに、私まだ、お医者様になってないし……。

　これは色々な人と約束したことだ。ケイトが一方的にしたものもあるが、絶対に果たさなければいけない約束だ。

　──あとは……。

　ケイトはゆっくりと木材の隙すき間まを眺ながめる。木が爆はぜる音が、ずっと耳に響ひびいていた。

　──あとは、綺麗な恰かつ好こうをして、バイオリンを演奏すること。あの夜聞けなかった、話をしてもらうこと。

　一体、誰だれに？

「……っ、ちゅう、さ」

　言った途端に、ポロリと涙が零こぼれた。後から後から、溢あふれ出して止まらなくなる。

　そして、思う。死んでたまるか、とケイトは拳こぶしを握りしめた。

　──私は医師になるんだから。私にはまだ、中佐との約束があるんだから。これからひとつずつ、果たしていくんだから……！




「ケイト！」




　名前を呼ばれた、と思ったら、頭上でガタガタと音がする。

「そっちを持て！」や「せーの！」という掛かけ声が飛び交かっていて、ケイトは霞かすむ視界を一いつ生しよう懸けん命めい見ようとする。

　そして、見つけた。ケイトが大好きな、金色の瞳を。

　しかし、ケイトの視界はすぐに黒一色になってしまう。軍服姿の腕の中に抱だき締しめられたからだ。

「ケイト……！」

　骨が軋きしむほどに抱き締められて、苦しいのに嬉うれしい。

　イーノットは煤すすで汚れたケイトの顔を見て、そうせずにいられないのだとばかりに素す早ばやく額に口づけ、また抱き締める。

　それから軽々とケイトを抱き上げて、すぐにその場を離はなれようとした。しかし通路から出る時に、未いまだ燃えていた柱が倒たおれてくる。イーノットはケイトを柱から庇かばうために右みぎ肩かたを上げた。柱はケイトに当たらなかったが、何かパサリと落ちる音がする。ケイトは振ふり返って、今まで自分が倒れていた場所を見た。

　地面に、黒い手帳が落ちている。

　──もしかして、これって棺ひつぎの手帳？

　手帳には、今にも火が燃え移りそうになっていた。

「あ、……、中佐、手帳……！」

　熱でひりつく喉のどを何とか震ふるわせて言うと、イーノットも気付いたようだった。だが、すぐに手帳から視線を外して外へと向かう。

　取りに行こうと思えば行けたはずだ。

「中、佐！」

　ケイトが慌あわてて袖そでを引くが、イーノットは小さく首を横に振った。

「いいんだ。あれがなくても、私のすべきことは変わらない」

　迷いなくそう言い切ると、今度こそ振り向くことなく走り出した。

　未だ村の中だが、先ほどより新しん鮮せんな空気をようやく吸うことができて、ケイトの頭も少しずつ霧きりが晴れたようにはっきりしてきた。

「……中佐？」

「ああ」

　抱き上げられたまま、ケイトは前を見て走るイーノットを見つめる。

「……本当に……？」

　そっとイーノットの頰ほおに触ふれる。輪りん郭かくをなぞるように、何度も何度も。ケイトの手は煤で汚れていて、触れるたびにイーノットの頰が擦こすれたように汚れてしまう。それでも、やめられなかった。するとようやく、金の瞳がこちらを見てくれた。

「幽ゆう霊れいでも見たような顔だな」

　イーノットは笑った。

「何度触さわっても同じだ。私はちゃんと、ここにいるだろう？」

　そう。確かに、ここにいる。心臓を鳴らして、温かく力強い腕が確かにケイトを包んでいる。

「……っ」

　堪たまらなくなって、イーノットの首に両手を回した。

　──生きてる。良かった……！

　声にならない感情が胸の内で沸わき上がり、イーノットを抱き締める腕に力を込めた。走りにくいだろうに、イーノットは文句を言うことなくケイトの好きにさせてくれた。

「ケイト」

　村の出口を目指しながら、黙だまっていたイーノットがふいに囁ささやく。

「こんな時に、こんな場所で言うことではないが、もう一秒も我慢できないから言わせてもらう」

　何事かと、しがみついていた腕を緩ゆるめてイーノットを見た。

「君が好きだ」

　ケイトは息を止めた。本当に一いつ瞬しゆん、心臓がとまったような心地ここちがした。

「君が火の向こうで倒れていたのを見た時、一瞬頭が真っ白になった。だが、君は生きていてくれた。心底安あん堵どしたし、嬉しかった」

　同じだ、と思う。ケイトもイーノットが今こうして目の前にいてくれることが、嬉しくて仕方ない。

「ケイト。君が好きだ」

　真っ直すぐに告げられたその言葉も、真しん摯しな眼まな差ざしもすべて、ケイトにだけ向けられている。

「……ようやく言えたよ」

　目を細めて、イーノットが笑った。

　──中佐が。

　私を、好き……。

　ようやく言葉が意味をもってケイトの心に入ってくる。そこで、はっとイーノットの肩かた越ごしから後ろを見た。サニーがにやにやとこちらを見て笑っており、逆にロジャーは顔を赤くしてこちらを見ない。

　ケイトの頰に一気に熱が溜たまった。

「私も……、で、す、けどっ」

「けど？」

「本当に、こ、こんな場所でこんな時に言うことじゃありません！」

「すまない」

　イーノットはくすぐったそうに笑っていて、ちっともすまなそうな顔などしていない。

　どうしてくれるのだ、とケイトは思う。

　がやがやと人の声が聞こえてきた。村の出口に着いたのだ。

　この赤い顔をどうやって直せばいいのか。未だ放してくれないイーノットの優やさしい腕うでの中で、ケイトは悩なやんだ。




　　　　[image: ]




　消火の為ために水がまかれている村を、麦畑の中から見上げる。逃にげてきた村人達や、革命派の面々も、一様に村を眺ながめていた。

　それからすぐに、ケイト達はイーノットの指示で東部基地へと運ばれた。

　基地に着くと、イーノットは指揮を執とるためにケイトとは離れてどこかへ行ってしまった。

　村人達が案内された部屋では、軍医達が治ち療りようのために待ち構えており、迅じん速そくに手当てを受けることができた。ふらふらと足元は覚おぼ束つかなかったが、ケイトも村人や革命派の手当てを手伝う。真っ白な軍医の白衣に交ざって、アレック医師も煤けた白衣のまま動き回っているのが見えて、ケイトはホッとする。

　そうして一息つくことのできた村人達を次に待っていたのは、村に帰ることのできなかった家族との再会だった。ある者は歓かん声せいを上げ、ある者は泣きながら家族と抱き合い、喜び合う。

「うーん。感動の再会ってやつだねえ。泣けてくるよ」

　別の部屋にいた家族達を引き連れてきたティムは、そう茶ちや化かしてみせた。しかし、その瞳ひとみは嬉しそうに輝かがやいている。

「さあ、革命派の皆みなさん。手当ても済んだようだから別の部屋に行くよ」

　ティムは、一か所で軍人達に監かん視しされながら手当てを受けていた革命派の面々に声をかけた。

「君達は、僕らがどうして村人達と一いつ緒しよの部屋で手当てさせたか分かる？　この場面を見てほしかったからだよ」

　革命派の面々は、はっとしたようにティムを見た。

「君達はもう少しで、彼らの笑え顔がおを奪うばうところだったんだ。その意味を分かってほしくってね」

　そう言うと、全員項うな垂だれて視線を落としていく。そしてティムの指示で、取り調べのできる部屋へと連行されていった。

　一部始終を見ていたケイトに、ティムが近寄ってきた。

「お姉さん、眼鏡君達があっちにいるよ。案内してあげるから来て」

　ケイトがティムの後をついていくと、リオもまた軍医の手伝いをしているところだった。傍そばにはジャスティンの姿もある。

「リオ！　ジャスティン！」

　声を上げると、二人ははっと顔を上げてこちらを向いた。ジャスティンが駆かけ寄ってきて、ケイトに飛びつく。

「ケイト！　よかったあ」

　ジャスティンが泣きじゃくりながら言う。

「ジャスティン、ありがとう」

　助けを呼びに走ったジャスティンは、きっと怖こわかったに違ちがいない。それでも約束通りに、ジャスティンはケイトを助けてくれたのだ。ケイトもきつくジャスティンを抱だき締しめた。

「この馬ば鹿かが！　火の中に飛び込んでいくなんて、どれだけ心配したと思ってるんだ！」

　涙なみだを流すジャスティンとは反対に、リオは猛もう烈れつに怒おこっていた。

「ごめん、リオ……」

「自分の命があってこそ、人を助けることができるんだ。お前は他人の命は大切に扱あつかうくせに、自分の命も同等だとどうして思えない？　お前に死なれたら俺達がどう思うのか、想像したことはないのか！」

「ごめん……」

　リオの瞳が潤うるんでいるような気がして、ケイトは目を伏ふせた。

「今度やったら、友達をやめる」

「え……」

　ケイトが顔を上げると、リオは一瞬だけ強くケイトを抱き締めた。

「お前が自分をきちんと大事にするって言うなら……、俺達は、ずっと親友で、競きそい合うライバルだ」

　少しだけぎこちない笑みを見せられて、ケイトも応こたえるように抱き締め返した。

「うん。自分のことも、大切にする。……ありがとう、リオ」

　よし、と呟つぶやいて、リオはすぐにケイトから体を離はなした。

「お前が助けたジュディも無事だ。今、治療を受けてるよ」

「良かった……」

　ようやく心の底から安心して、ケイトはへなへなとその場に座り込んだ。

　その時、入り口の方でざわりと声が飛び交かった。

「イーノット・レイズ中ちゆう佐さだ」

　誰だれかの声に、ケイトははっと振ふり向いた。

　イーノットが、ローワンやサニーを引き連れて部屋に入ってくるところだった。

　部屋中の視線がイーノットに向かう。臆おくすることなくその視線を受け止めたイーノットは、ふいに頭を下げた。

「救出が遅おくれたことを、指揮を執る者として心から謝罪します。本当に、申し訳なかった」

　部屋中が、しんと静まり返った。軍人が頭を下げて謝罪するということが、信じられないのだろう。

　今までにない軍人像。それが目の前にいる、イーノット・レイズという人間だった。国民に対して、どこまでも真摯であろうとする姿に心が動かされる。

　しかし、村人達は何も答えることはなかった。救出が遅おそかったとは誰もが思っていることだったからだ。不満の溜まっている村人は多いだろう。やはり軍は信用ならないと考えている人間もいるかもしれない。

　すぐに人々の心が変わるわけではない。だが、村人も革命派の皆にも死者を出すことなく、そして軍人として謝罪したイーノットの姿は、ここにいる村人達の心に刻まれたはずだった。










　イーノットはローワン達に指示を与あたえると、ケイトのところまでやって来た。

「君は手当てをきちんと受けたのか？　ずっと軍医達の手伝いをしていたと聞いた」

「は、はい。大だい丈じよう夫ぶですよ、自分の手当てもちゃんとしました」

　ケイトは真っ直ぐイーノットを見られなかった。村を出る時に聞いたイーノットの言葉が耳から離れない。しかし、イーノットは普ふ段だん通りの冷静さでケイトに対応していて、動どう揺ようの素そ振ぶりも見せなかった。

　イーノットはケイトの後ろにいるジャスティンに視線を向けた。

「ジャスティン」

　名前を呼ばれて、ジャスティンが顔を上げる。神しん妙みような顔つきでイーノットの前に立った。

「何。俺も捕つかまるんだろ。……覚かく悟ごは、してる」

　白くなるまできつく握にぎりしめられた両手を、イーノットはじっと見つめ、それから首を横に振る。

「捕まえたりはしない。話を聞くだけだ。それから、マイルズに会わせよう」

「ほんとか！」

「ああ。彼は別の部屋にいる。君に会いたがっているよ。怪け我ががないか、とても気にしていた」

　その言葉に、ジャスティンが涙を浮うかべた。

「俺も……、会いたい！」

「ジャスティン」

　そこでイーノットは、ゆっくりと彼の前で片かた膝ひざをついた。

「これから君の父親は、犯おかした罪を裁かれることになる。辛つらくて苦しい時が必ずやってくるだろう。その時に、君が父親の支えになるんだ。これは、君だけにしかできない」

　ジャスティンは、ひとつも取りこぼすまいと、必死にイーノットの言葉を聞く。

「もちろん、君一人がすべてを抱かかえる必要はない。時には周りの大人を頼たよって、君にできることをしていくんだ」

　ケイトは、励はげますようにジャスティンの隣となりに並び、小さな手をぎゅっと握りしめた。

　できるかと、イーノットはジャスティンに問うた。

「できる」

　ジャスティンは、大きく頷うなずいて見せた。ケイトの握る手に力がこもる。それから、少しだけ俯うつむいてジャスティンは言う。

「なあ中佐。アランおじさんはどうなったんだ？」

　その言葉に、ケイトとリオも顔を見合わせた。カルロは、アランがマイルズ達を裏切ったと言っていた。そういえば、彼の姿は基地にきてから見かけていない。

「村から逃にげようとしたところを、私の部下がきちんと捕まえた」

「怪我は……、してない？」

「ああ。少し火傷やけどを負ったくらいだ。気になるか？」

　イーノットの言葉に、ジャスティンは躊躇ためらいながらも言う。

「アランおじさんは、俺達を裏切ってた。それは許せないけど、俺が母さんを亡なくした時に、優やさしく慰なぐさめてくれた人なんだ。だから、憎にくいけど、怪我をしていたら悲しいって思っちゃうんだ。俺、おかしいのかな、こんなの……」

　自分の中の、うまくまとまらない感情を一いつ生しよう懸けん命めい説明するジャスティンを、イーノットは黙だまって見つめた。イーノットは笑えみを浮かべて、悩なやんでいる小さな頭を撫なでる。

「おかしくない。君は思ったよりずっと強くて逞たくましいな」

「って、そう思うなら頭を撫でるなよっ」

　ジャスティンが赤くなって、イーノットの腕うでを振り払はらう。しかし、気にした風もなくイーノットは笑ったままだ。

「ジャスティン」

「何だよ」

「ケイトを助けてくれて、ありがとう」

　柔やわらかな声こわ色いろで言われた言葉に、ケイトもはっとイーノットを見た。

「なんで中佐がお礼を言うんだ？」

「彼女は私の大切な人だからだ」

　さらりと告げられた言葉に目を見開いていると、イーノットは立ち上がり、ケイトとリオに視線を向けた。

「さて。君達二人には、命の危険も顧かえりみずに基地から抜ぬけ出したことに関して、ローワン直々に話があるようだ」

「え」

　二人揃そろって声を上げると、イーノットが神妙な顔つきで言った。

「覚悟した方がいい。一時間やそこらで終わると思うな」

　恐おそろしい言葉を告げられ、それでも反論することはできないケイトとリオは、小さく頷くだけだった。










「おやおや。バートレット家のご令れい嬢じようが、そんな陰かげに隠かくれているなんて、らしくありませんな」

　のんびりと背中にかかった声に、エリカは振り向いた。

「あなたは……」

　エリカはその人物を見て、慌あわてて頭を下げる。

「ブラウン・ファーニー少将。ご無ぶ沙さ汰たしております」

　ブラウンは、その紫むらさき色いろの瞳ひとみを意味深に細めながら、エリカに笑いかけた。

「あの、少将がどうしてここに？」

「この基地にいる無能な上官達の相手をするのは、私の役目だからですよ」

　軽口のように言うが、エリカは周りを気にせずにはいられなかった。誰かが聞いていたらどうするのだろうと思う。しかし、聞かれていたとしても、ブラウンの態度は変わらないかもしれない。目の前の軍人は、それほどまでに泰たい然ぜんとした雰ふん囲い気きを纏まとっていた。

「中ちゆう佐さのところに行かないのかな？」

　ブラウンは扉とびらの向こう側に視線をやった。エリカも促うながされるように部屋の奥にいるイーノットに視線を合わせる。

　イーノットは、ケイトやリオ達と何か話しているようだった。

「……いいえ。いいんです。中佐の安否が気になって来ただけですから」

「中佐はこんなことでは死んだりしませんよ。赤毛の女め神がみの守護がありますからね」

「赤毛の女神の守護、ですか？」

　その言葉に、エリカはイーノットと話しているケイトに視線を向けた。鮮あざやかな赤毛は、遠くからも人目を引く。

「ケイトの生き方や前向きさに、彼は随ずい分ぶん救われて力を貰もらった。軍人としての自分が進むべき道を、彼女のおかげでしっかりと見み据すえることができたんです。歩む道を見つけた彼は強い。簡単に倒たおれたりはしないですよ」

　エリカは目を瞑つぶった。いつだったかケイトが、一生懸命スピーチをしていた場面が思い浮かんだ。そしてエリカの背を撫でて、発ほつ作さの痛みを和やわらげようとしたことも。そんなケイトのひとつひとつを思い浮かべ、ケイトを見つめるイーノットの眼まな差ざしが最後に頭を過よぎる。

「まあ、女神のほうはいまいち覚悟が足りないようでしてね。色々意地悪をしてしまいましたが」

「覚悟はあると思いますよ、彼女には」

　東部基地で会った夜、エリカと真っ直すぐ対たい峙じしたケイトの瞳を思い出して言った。

「おや。そうですか？　何か心境の変化でもあったのかな？」

　嬉うれしそうなブラウンの瞳が、ケイトに向けられる。エリカは、ずっと頭の片かた隅すみで考えては打ち消してきた言葉を、とうとう口にした。

「……彼の心を占しめているのは、一人だけなんでしょうね。今も、きっとこれからも」

「それは分かりません。人の心とは移ろいやすいものですよ？」

　食えない笑みを見せて、ブラウンは小首を傾かしげた。どこか少年を思わせるその姿は、とても南部基地の最高司令官には見えない。エリカは思わず笑ってしまった。そうして、まだ笑える自分にホッとする。悲しいし胸が痛いが、まだ笑える元気はあるのだと思えるのが救いだった。

「さて。私も中佐の顔を見たことだし、今いま頃ごろどうしていいか分からなくなっている上官達のところへ行くとしますか」

　ブラウンは、散歩に行くような気軽さでそう言った。エリカが見つめると、小さく笑い返される。

「上に色々言うのは、イーノット・レイズ中佐では階級が低すぎるんです。まあ、それでも言いたいことは言ったらしいですが。軍議の最中、上官相手に啖たん呵かを切ったらしい。報告を受けた時は、愉ゆ快かいで笑い転げてしまいました。呆あつ気けにとられた上官達の顔を是ぜ非ひ見たかったですよ」

「啖呵……。中佐は、何とおっしゃったんですか？」

「『人なくして、国とは名乗れない』と」

　その言葉の重みに、エリカは口を噤つぐんだ。

「当然の言葉ですよね。ですが、その当たり前のことを当たり前に言える人間は少ない。私が彼に目をかけるのは、そういう青あお臭くさい真っ直ぐなところを気に入っているからです。軍に身をおいて、その汚よごれた部分を知ってもなお、そう上官達に進言できる」

　ブラウンは、もう一度イーノットの方に視線を向けた。

「私はこの事件を経て、彼を総司令部へ昇しよう進しんさせます」

　真っ直ぐ前を見つめる紫色の瞳が、くしゃりと皺しわを作って笑みをかたちどる。

「彼を動きやすい立場に押し上げることが、先の短いこの老いぼれにできる最後の仕事です」
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　長かった一日が、もうすぐ終わろうとしている。

　ケイトは、部屋にある窓から外を見つめた。綺き麗れいな満月が淡あわい光を放っている。

　村人達は皆みな寝ね静しずまり、ケイトの横にいるリオも疲つかれたように横になっていた。

　あれからケイトとリオは、イーノットの宣言通りにローワンに引き合わされた。ローワンの説教は冷たい口調と遠回しな嫌いやみと小言によって構成されており、ケイトとリオは自分達の軽々しい行いについて猛もう省せいするばかりだった。

「私も、もう眠ねむらないと……」

　そう呟つぶやくも、頭は冴さえたようにはっきりとしていた。体は疲れているはずなのに、一向に眠りが訪おとずれない。

「おい、ケイト」

　その時、小さく名前を呼ばれてケイトはビクリと肩かたを揺ゆらした。

　見ると、サニーが部屋の扉から体を半分出して、手招きしている。

「どうしたの、サニー」

　ケイトが駆かけ寄ると、サニーは腕を引いてケイトを部屋の外へ出した。

「ちょっと来てくれ」

「ど、どこに？　勝手に外に出たら……」

「大だい丈じよう夫ぶだって。大たい尉いに許可はもらってる」

　そう言うと、サニーはある部屋の前にケイトを立たせた。そして、ポンと肩を叩たたく。

「どうせ明日から、目の回るような忙いそがしさになる。今のうちに会っとけ」

「え？　あの」

「もし俺のことを怒おこってたら、上官思いな部下を叱しからないでくれって取り成しといてくれな」

　サニーが扉を開き、ケイトだけを押し出すように部屋へと入れた。そのまま扉が閉まってしまう。

　部屋の中には一人しかいなかった。

「……中佐」

　驚おどろいたような顔をしているのはお互たがい様で、イーノットも呆ぼう然ぜんとケイトを見ると、何かを察したのか額に手を当てて溜ため息いきを吐ついた。

「誰だれに呼ばれたんだ？　ティムか？　サニーか？　それともロジャー？」

「ええと、中ちゆう尉いです。でも、大尉の許可も取ってるって言っていました」

「よりによって大尉か……」

「私の部下にはおせっかいしかいないのか？」などと呟くイーノットを、ケイトはじっと見つめた。

　──そういえば、二人きりになるのって、いつ振ぶりだろう……。

　ぼんやりと考えているケイトに、ようやくイーノットが視線を合わせてきた。

「こうして二人で会うのは、何だか久しぶりだな」

　今しがた考えていたことを言われて、ケイトは頷うなずく。

　二人きり。その言葉が、現実のものとしてケイトの頭と心に刻まれる。

「ケイト」

「はい」

「こちらに来てくれ」

　ケイトはおずおずと足を進めた。部屋の奥に座っているイーノットと、机を挟はさんで向き合う。

　イーノットは器用に片かた眉まゆを上げた。

「君は私の部下ではない。これは部下と上官の距きよ離りだ。もっと近くに」

　ケイトの心臓は、先ほどから早はや鐘がねを打ったように煩うるさい。

「つ、机が邪じや魔まで、これ以上は」

「机をまわってくればいいだろう」

「無理です」

「なぜ」

「これくらい距離を空けないと、は、恥はずかしくて何も喋しやべれなくなるんです」

　ケイトとイーノットは互いの気持ちを知った。自分を好きだと言ってくれた相手と二人きりというこの状じよう況きようを、ケイトは経験したことがない。両りよう想おもいの相手に、一体何を言えばいいのだろうか。一体どんな顔を向ければいい？　距きよ離り感かんはどのくらい？

　客観的に自分達の状況を考えてみて、ケイトは今いま更さらながら猛もう烈れつに恥ずかしくなっていた。顔を合わせることすら頰ほおに熱が宿る。

「こんなこと初めてで……、嬉しいんですけど、どうしたらいいか分からないし、中ちゆう佐さを前にすると、もう頭が真っ白になっちゃうんですよ」

　ケイトの言葉に、イーノットは目を瞬またたかせた。自分でも何を言っているか分からないほどで、言われたイーノットはもっと意味が分からないに違ちがいない。

　笑われるかもしれない。物慣れないケイトの態度は、滑こつ稽けいに映るに違いなかった。

「……君のその、天然な物言いはどうにかならないのか？」

　イーノットは笑いはしなかった。しかし、困ったように口元に手を当てている。

「ええと？」

　戸と惑まどうケイトに、イーノットは手を振ふって「気にするな」と言う。

「なら、今は喋らなくていい」

　ケイトははっとしてイーノットを見つめた。

「喋らなくていいから、傍そばに来てほしい」

　真しん剣けんな瞳ひとみで見つめられれば、足は自然と動いた。大きな机の脇わきをまわって、イーノットの目の前に立つ。

　立ち上がったイーノットは、そのままケイトを抱だき締しめた。

「ようやく、君を捕つかまえた気分だ」

　その身が寄り添そい、互いの心臓の音が聞こえる。

「ちゅ、中佐……」

「何だ」

「わ、私、何かおかしな行動とかしていないですか？　変な顔とかしてませんか？　こんな事態になるのは初めてで、こういう、さ、作法っていうんですか？　分からないし」

　抱き締めるのに作法が必要なのかは知らないが、あまりに無知なケイトは、自分の行動のひとつひとつが不安で仕方ない。笑われないか、それだけならいいが、嫌きらわれはしないかと気が気ではないのだ。

　イーノットは宥なだめるようにケイトの赤毛を撫なでた。

「おかしな行動なんてしていない。もう少し肩の力を抜ぬいて、背中に手を回してくれると嬉うれしいが」

　ケイトの背中をポンポンと優やさしく叩いて、イーノットは茶ちや化かすように言う。

「それに、君の顔を変だと思ったことはない。さあ、よく見せてくれ。先ほどから、ほとんど視線が合っていない気がする」

　イーノットの言葉に、ケイトはおずおずと顔を上げた。すると、見計らったように額に優しくイーノットの唇くちびるが落ちる。

「約束を守れなくて本当に悪かった。私のせいで君を不安にさせて、辛つらい思いをさせてしまった」

　真剣な表情で言われ、ケイトは大きく首を横に振った。

「好きだ」

　その言葉に、頰が赤くなる。何度聞いても慣れそうにない。

「あの時、君に口づける前に言うべきだった」

　南部基地で、イーノットにキスされたことを思い出した。思い出せば、もうこれ以上動かないと思っていた心臓が更さらに大きく高鳴る。

「もう一度、やり直していいだろうか」

「え？　そ、それはどういう……」

「君にキスがしたい」

　真正面からはっきり告げられた言葉に耳を擽くすぐられ、ケイトは何だかもう恥ずかしさで叫さけび出したくなった。

「ご存じでしょうけど、私、へ、下手へたですから」

「上手うまかったら逆に腹が立つよ。誰を相手に上手くなったのかとね」

「息ができないし」

「それは問題だな。早急に息いき継つぎできるようになってくれ」

「無理です。だって、中佐に自分の息がかかるのが、は、恥ずかしいんですよっ。それで嫌われたら私、どうすればいいんですか」

　イーノットがふいに黙だまった。やはり子供だと呆あきれられただろうかと、ケイトは不安になる。

「あ、あの」

「……あの時のように、力ずくにはしたくないんだ。だからそういう、煽あおるようなことを言うな」

　なぜか怒られる。ケイトはもうわけが分からない。だから正直に言うことにした。

「もう、考えが上手く纏まとまりません」

「纏まらなくてもいいよ」

「よくありません！　ちょ、ちょっと整理していいですか」

「そんなに待てない」

　イーノットの肩かたを押し返して距離を取ろうとするケイトだったが、抱き締めてくる腕うではほどけない。

「あのっ」

「分かった。じゃあこのまま整理してみよう。今何を考えている？　混乱している中で、最初に思い浮うかぶのはどんなことか教えてくれ」

　宥めるように頭を撫でられる。イーノットの穏おだやかな声に、ケイトは目を閉じて深呼吸し、自分の胸の内を探さぐった。すると不思議なほど、答えはすぐに見つかった。

「……中佐が、好きです」

　呟つぶやいた言葉で、ケイトを包む腕に一いつ瞬しゆん力がこもった。そうか、とイーノットが小さく笑う気配がする。

「──なら、それだけあればいい」

　優しい声が降ってきて、ケイトはそっと顔を上げた。

「そのことだけ、考えてくれればいい」

　イーノットは、少しだけ照れたように微笑ほほえんでいた。嬉しそうなその笑えみに、目が離はなせない。

　──そうか。それだけでいいなら、この胸の中にたくさんある。

　少しだけ肩の力が抜けて、ケイトはまた目を閉じた。ゆっくりと重なった唇は温かく、どこまでも優しかった。










　翌日、朝早くにイーノットの執しつ務む室を訪おとずれた人間がいた。

「エリカ嬢じよう」

　扉とびらを開けて、イーノットはエリカを部屋へ通した。

「朝早くに申し訳ありません。これからオーランドヒルに帰るので、ご挨あい拶さつをと思いまして」

　頭を下げるエリカに、イーノットは頷うなずいた。

「そうですか……。体調はもういいんですか？」

「ええ。もうすっかり」

「私も、あなたとお話ししたいと思っていました」

　イーノットが真剣な表情でエリカを見つめる。エリカはイーノットを止めることなく、黙って先を促うながした。

「あなたと結けつ婚こんすることはできません。それでたとえ私の地位が脅おびやかされたとしても、考えは変わりません。バートレット少将にも、そう伝えるつもりです」

　エリカはイーノットの言葉を聞き終えると、ひとつ大きく息を吐はいた。

「私を振るなんて、馬ば鹿かな真ま似ねをする人間はあなただけです」

「そうかもしれません」

「簡単に地位も権力も手に入るのに、それはいらないと？」

「地位も権力も、簡単に手に入れるものではありません。私は私の力で、上に行くつもりですから」

「知っています。ブラウン少将が言っていました。今度、総司令部に行かれると」

　エリカは俯うつむく。それから、毅き然ぜんと顔を上げた。

「分かりました。父は私が説得しましょう。バートレット家の跡あと取とりとして、この話を断ることであなたに迷めい惑わくがかかることはない、そうお約束します」

「エリカ嬢」

　バートレット家の次期当主は、美しく微笑んだ。

「あなたが私を振ふったことを後こう悔かいするくらい、幸せになってみせます」










　その頃ころ、ケイトとリオは、ジュディが眠ねむっている部屋に向かっていた。発ほつ作さの出てしまったジュディは基地内の医務室に運ばれていたため、ウィングヒルに帰る前に顔を見たいと思ったのだった。

　基地の廊ろう下かを歩いていると、背後から声をかけられた。

「やあ。ケイト君、リオ君」

　振り向くとそこには、ブラウン・ファーニー少将の姿があった。

「ブラウン・ファーニー少将！」

　ケイトとリオは慌あわててブラウンに駆かけ寄る。

「今回は大変だったね。怪け我ががなくて何よりだ」

　ブラウンはケイトとリオを交こう互ごに眺ながめると、穏やかな笑みを作った。

「少将はなぜここに？」

「中ちゆう佐さに呼ばれたんだよ。全く、老骨に鞭むち打うつようなことをするんだから。彼は人使いが荒あらすぎるな」

　リオの疑問に、おどけたようにブラウンが答える。それからゆっくりと、紫むらさき色いろの瞳ひとみがケイトに捉えた。何もかも見通すような眼まな差ざしを向けられる。

「……うん。確かにエリカ嬢が言ったとおりかもしれないね。いい表情をしている」

「え？」

　小さく呟いた言葉を聞き返すと、ブラウンは真っ直すぐにケイトを見つめて言った。

「もう一度君に問おう。これで最後だ。『あの男の隣となりに立つ覚かく悟ごはできたかい』？」

　ケイトははっと息を吞のんだ。その言葉を聞くのは三度目だった。覚悟を問われ、その度たびにケイトは意味を捉とらえられなかったり、曖あい昧まいに言葉を濁にごしてきた。

　でも、今は違ちがう。ケイトは揺ゆるぐことなく頷うなずいた。

「はい。私にできる精せい一いつ杯ぱいで、隣に立って一いつ緒しよに前に進んでいきたいと思っています」

　イーノットは軍人だ。一緒に歩む中で、時には辛く悲しいこともあるだろう。家いえ柄がらや身分を持たない自分に、イーノットの傍そばにいる資格があるのか疑った時もあった。それでも、イーノットを好きだという気持ちは変わらなかった。ケイトにできるのは、イーノットの隣にきちんと並べる女性になることだ。医師としてもひとりの人間としても、成長できるように努力し続けたいと思う。

　その言葉を聞いて、ブラウンは真しん剣けんな表情をくしゃりと崩くずした。目じりに皺しわを浮かべて笑いながら、ケイトの肩をポンと叩たたいた。

「そうか。それじゃあ、よろしく頼たのむよ」

　軽く言われた言葉だったが、そこにはケイトへの信しん頼らいが感じられた。

「喧けん嘩かをしたらすぐに私のところへおいで。お菓か子しを用意して、南部基地の執務室で待っていよう。そこで中佐の悪口を、思う存分言い合おうじゃないか」

　茶ちや化かすような物言いで、ブラウンは片目を瞑つぶってみせた。







　ブラウンと別れた後、ケイトとリオはジュディのいる医務室を訪ねた。

「あ、ケイト！　リオ！」

　ベッドから、嬉うれしそうに顔を上げてジュディが笑う。ケイトとリオはジュディのベッドの前に駆け寄った。

「ジュディ。大だい丈じよう夫ぶ？」

「うん。今は苦しくないよ」

　未いまだ頰ほおは白かったが、苦痛の色は見えず、ケイトはほっと胸を撫なで下ろした。

「ねえケイト。私のこと、助けてくれてありがとう」

　微笑むジュディに、ケイトはその幼い頰に手を当てて撫でる。

「うん。早く元気になって退院できるといいね」

「すぐに元気になるよ！　あのね、私ね、やりたいことができたの！」

　ケイトの言葉に、ジュディはパッと表情を輝かがやかせて声を上げた。

「へえ。なんだ？」

　リオが興味をひかれて言うと、ジュディはちょいちょい、と二人を手招きして近づくように言う。ケイトとリオは顔を見合わせて笑って、ジュディの内ない緒しよ話ばなしを聞こうと耳を寄せた。

「私ね、ケイトみたいに、お医者さんを目指す！」

　その言葉に、ケイトはジュディを見つめた。

「ケイトやリオみたいにね、皆みんなを元気にできるお医者さんになるんだ！　だからね、早く元気になる。嫌きらいなものもちゃんと食べて、お薬も我が慢まんして飲む。それで、これからいっぱい勉強するんだ！」

　眩まぶしいジュディの笑みを、ケイトは言葉なく見つめた。胸の中が、温かいもので満ちていく。

　ケイトの目の前にいるジュディは、幼い頃ころのケイトそのものだった。フォスター医師に憧あこがれ、医師になろうと決めた時の、あの時の自分だった。

　嬉しい、などという言葉では、到とう底てい表せない。ケイトはジュディの手を握にぎりしめた。幼いその手には、たくさんの可能性が詰つまっている。そしてもちろん、自分の手の中にも。

「だったら私は、立派なお医者様にならないといけないね。ジュディに誇ほこらしく思ってもらえるような、そんなお医者様になるわ」

　夢というのは、繫つながっていくものなのだとケイトは思った。ケイトは今、たくさんの人々の想おもいに力を貰もらって、医師という夢に向かって歩んでいる。そんなケイトの道を、次の誰だれかが繫げて、いつかきっと、夢は夢でなくなる。女性の医師というものが、人々の中で当たり前になる日が必ず来る。

　リオに頭を撫でられているジュディを見て、ケイトはまたひとつ、大きな大きな力を貰ったのだった。
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『イライザへ




　手紙をありがとう。大学で、建築の勉強をしていると聞いてすごく嬉しかった。イライザはずっと、皆が幸せになれる温かい家を作りたいって言ってたものね。夢が叶かなうよう、私も応おう援えんするわ。

　さて、私の近きん況きようを知りたいとのことなので、色々書いていくわね。私は医師として、今は中央王立病院に勤めています。国の中心地で、最さい先せん端たんの医い療りようの揃そろう場でもあります。まずはここでしっかり勉強して、地方へも同じ水準の医療を伝えられるよう頑がん張ばっているところ。

　ちなみに、女性の医師は私だけ。頭の固い医師はまだたーくさんいるの。この間だってね』




「先生？　何やってるんですか」

　ケイトは、ハッと手紙を書く手を止めた。慌てて手紙を隠かくしながら振り向く。

　レネーという若い看護師が、興味深そうにこちらを見ていた。

「どうしたの？」

「カルテを持ってきたんですよ。これ、頼まれたものです。……もう、相変わらず狭せまいですね、この部屋」

　ケイトに宛あてがわれた部屋には、医術書などが山と積まれている。そのせいで、狭い部屋が更さらに狭く感じるのだ。

「何書いてたんですか？　慌てて隠したりして。もしや誰か先生の悪口とか？」

　するどい指し摘てきに、ケイトは笑って誤ご魔ま化かした。

「まさか」

「あ、じゃあラブレターかしら。ほんっとに仲良しですものねえ。羨うらやましいわ」

　うっとりと目を細めるレネーに、ケイトは「カルテ、ありがとうね」と話を切ろうとした。その気持ちを汲くんでくれたのか、「もう夜ですし、早くお帰りになってくださいね」と告げて、レネーは部屋から出て行った。

　ケイトはほっと息を吐はき、またペンを走らせる。




『色々悪口を書こうとも思ったけど、そんな暇ひまがあるなら認められるようもっと頑張った方がいいわよね。ごめんなさい、もうちょっとで愚ぐ痴ちを書いちゃうとこだったわ。

　でも、心配しないで。分かってくれる人達が、ちゃんといてくれます。それはこの王立病院にもいるし、南部基地にもいるのよ。ほら、前に話したリオ・アーノルドっていう私の親友は、今そこで軍医をやってるんだ。優ゆう秀しゆうだって評判なんだから！　仲の悪かったお父様とも、今では一緒に食事をとるまでになっているらしいわ。食事中、一言も会話はないそうだけど。それでも二人とも、食事会はやめないそうなの。微笑ほほえましいでしょう？』




　ケイトは、机の上に飾かざられた写真を見つめた。

　写真には、ケイトとリオ、そしてノーマンが泣き笑いの表情で写っている。黒い帽ぼう子しとガウンを着て、手には卒業証書が握られていた。そしてケイト達の後ろには、同じく医術科の学生達が一緒に写っている。




『女性の医師に対する環かん境きようも、少しずつ良くなってきてるわ。今年の王立大学の医術科には、女性が二十人も入ったんだから。彼女達のためにも、まずは私が道を切り開かないとね。

　そういえば最近北部に仕事で行ったんだけど、世情も安定してきて、街の雰ふん囲い気きもすごく良くなってるわ。イライザも知っているとおり、軍の改革がよく機能しているせいだと思うの。まだ権力に偏かたよりはあるけど、軍本来の、国と人を守るという姿勢を軍人達から感じる。と、ここまで書くと、改革を進めるあの彼の話を早くしなさい、とあなたに叱しかられそうね』




　コン、と扉とびらが小さく叩かれて、深くよく通る声が部屋に響ひびいた。

「何を熱心に書いているんだ？」

　ケイトは微笑む。顔を見ずとも、誰か分かってしまう。

「ラブレターです」

　振ふり向けば、少しだけ憮ぶ然ぜんとした表情のイーノットが、腕うでを組んで扉の前に体を預けていた。

「それはそれは。一体誰にだい？」

「誰だと思います？」

「私以外の名前は聞きたくないね」

　そんな風に言われれば、正直に告げるのがもったいなくなってしまう。心を擽くすぐられ、ケイトはにっこり笑った。

「内ない緒しよです」

「婚こん約やく者しやに隠し事か」

　イーノットの黒い軍服が翻ひるがえる。部屋に入ってくると、ケイトの目の前まで一気に間を詰めた。

「さあ、夕食の約束でしたよね？　行きましょう」

「君が名前を言ったらな」

「だから内緒ですってば」

「不満は他ほかにもある」

　するとイーノットは、ケイトの細い首元からするりと指を入れて、銀色の鎖くさりを持ち上げた。

「仕事中は仕方ないが、今はもう終わっただろう。きちんと指輪をしてくれ」

　鎖に通されている美しくカットされた石は、ルビーだった。ずっとケイトの家の机に飾られ、辛つらい時に励はげましてくれたルビーの原石。この石を婚約指輪に、と言ったのはケイトの方だ。

「今、しようと思ってたんですよ」

「遅おそいな。変な虫が寄ってきたらどうする」

「そんな人いませんから」

「君のその鈍にぶいところは、いつまでたっても同じままだな」

　昔ならそのままケイトの髪かみを撫なでていたであろう手は、今では慈いつくしむようにケイトの頰ほおを捉とらえる。そのまま唇くちびるを寄せられ、ケイトは目を閉じた。

「お姉さーん。僕もうお腹なかペコペコだよー」

　その時、バタンと無ぶ遠えん慮りよに扉が開いて、ティムが顔を出した。

　動きを止めたイーノットは、眉まゆを寄せて腕を組んだ。金の瞳ひとみがティムに向けられる。

「黙だまって外で待っていられないのか」

「えー？　だって今日は皆みんなで、二人の婚約祝いの食事会をする日でしょ。すっごく楽しみにしてたんだから！　早く行こうよ」

　悪びれることなく微笑むティムに、イーノットが溜ため息いきを吐つく。

　イーノットが昇しよう進しんし総司令部へ異動になった時、彼の部下達もそれに付き従った。ローワンはますます忙いそがしくなるイーノットの副官として彼の傍そばにいる。サニーとロジャーも良きコンビとしてイーノットを支え、ティムは相変わらず得意の変装術を生かしながら、諜ちよう報ほうや護衛をしていた。

「お前の部下は我が慢まんが足りねーな。もっとちゃんと教育しろよ」

　ティムの後ろからひょい、と入ってきたのはリックだった。浅黒く引き締しまった腕で、自分の黒くろ髪かみをがしがしと搔かいている。野生の獣けもののような鋭するどい瞳が、今は面おも白しろそうに輝かがやいていた。

　リックは階級こそイーノットには劣おとるものの、異例の速さで出世し続けている軍人だ。先日北部基地へ異動したリックは、さっそく周りを巻き込んで、軍の慣習を打ち破っている最中らしい。軍の改革を進めるイーノットの、良き相棒だった。

「あなたに、偉えらそうに人の部下を諭さとす資格はありませんよ。『キスのひとつくらいするかもしれないから、しっかり覗のぞいておけ』とか僕に命令したくせに」
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　そんな型破りな上官の手た綱づなを引っ張っているのが副官のニコルである。リックの横に立って、やれやれと腰こしに手を当てていた。丸眼鏡に幼い容よう貌ぼうは相変わらずだったが、今ではすっかり落ち着きと貫かん禄ろくを増している。

「あ、何バラしてんだよ！　お前、まだイーノットのこと慕したってんのか？　俺の副官なんだから俺の味方しろよ！」

「だったら尊敬できる上官になってください」

「ねー、お腹すいたってばー」

　思い思いにリックやニコル、ティムが声を上げる。ケイトとイーノットは互たがいに顔を見合わせ、クスリと笑った。

「じゃあ、行きましょうか。私もお腹すきました！」

　イーノットは頷うなずいて、ケイトの手をとった。視線の先には大切な仲間達がいて、ケイトとイーノットを待っていてくれる。

「ああ。──行こう、ケイト」

　優やさしく微笑む金の瞳を見つめながら、ケイトはイライザに送る手紙の最後の結びを考える。




　イライザ。

　私は医師になったけど、まだまだ夢の途と中ちゆうです。医師になったら夢が叶かなうと思っていたけれど、それは間ま違ちがいだった。医師になったら、今度はあれができる、あれがしたいって、どんどん新しい夢が広がっていくの。

　それは大変だけど、とても幸せなことです。




　イライザ。私は今、幸せです。










　ウェスハバート王国軍を震しん撼かんさせ、革命派が競きそって手に入れようとした『棺ひつぎの手帳』は永遠に消えた。

　やがて手帳の存在が忘れ去られようとしている頃ころ、この国に初めての女性の医師が誕生する。鮮あざやかな赤毛の医師は、その髪色と患かん者じやを癒いやそうと奔ほん走そうする姿から、自由のために戦い、傷を癒やした女め神がみフェディテを人々に思い起こさせたという。

　彼女の隣となりには、大戦の英えい雄ゆうであり、後に軍を内部から改革した金目の軍人が並び立つ。女性初の医師と、軍のあり方を問うた英雄は、ウェスハバート王国に新たな風を吹ふき込んだ。







　あとがき







　こんにちは。文野あかねです。

『女神と棺の手帳』最終巻をお届けいたします。最終巻ということで、今とても感かん慨がい深い気持ちで、あとがきを書いております。

　さて、前巻、読者様の間で株が大暴落したであろうイーノットさん。お手紙や、私の周囲の反応を見ても、「何をやってるんだ！　イーノットは！」という声をいただきました。……えー、最終巻を読まれた皆みな様さま、いかがだったでしょうか？　是ぜ非ひ、イーノットを許していただければ幸いです。

　その代わりと言ってはなんですが、リオを応おう援えんしてくださる声が増え、作者としてとても嬉うれしいです。リオはきっと、将来いい男になるのではないかと色々想像しています。

　そしてケイト。読者の皆様には、時に危なっかしく映ったと思われる彼女ですが、見捨てずに応援していただき、本当にありがとうございました。お手紙で、「ケイトの頑がん張ばる姿に元気を貰もらった」と言ってくださる方がいて、彼女を主人公にして良かったなあと思いました。

　美しいイラストで物語に彩いろどりを与あたえてくださいました、高星麻子先生。毎回、話のキーワードをさりげなくカバー絵に盛り込んでくださり、それを探すのが楽しみでした。ケイト達が、イラストの中で生き生きと動き回っている姿を見るたびに、幸せな気持ちになりました。本当に、ありがとうございました！

　そして、担当様。色々とご迷めい惑わくをかけながらではありますが、なんとか最終巻を書き終えることができました。担当様が、常に寄より添そい、支えてくださったからです。様々な提案をしていただき、想像力をかき立てながら、前へと進む手助けをしてくださいました。

　シリーズを通して、『女神』の原げん稿こうをチェックしていただいた校正者様。鋭するどいご指し摘てきや、読者様に分かりやすく伝えるための細やかな気配りには、頭が下がる思いでした。更さらに印刷所の方々、編集部の皆様、この本に関かかわるすべての皆様に、深く感謝いたします。ありがとうございました。

　家族の皆様。皆様の全面協力のおかげで、ここまで書くことができました。父の、いつも温かく見守ってくれるその姿には、何度も助けられました。姉の家の本ほん棚だなに『女神』の本があったのを見た時には、気き恥はずかしくも嬉しかったです。とにかく皆、本当にありがとう！

　お手紙をくださった皆様。お手紙を読む時が、私の至福の時でもあります。先ほど、「ケイトの頑張る姿に元気を貰った」と書きましたが、私は皆様の手紙に、元気をいただいていました。本当に、ありがとうございます。

　そして今、この本を読んでくださっている皆様。このシリーズを読んでくださり、本当に本当にありがとうございました！　ケイト達の物語は、いかがだったでしょうか？　ケイトが成長し、こうして医師への道を歩いてこられたのは、皆様のおかげです。お話は終わってしまいますが、ケイト達はそれぞれ、互いに頑張って歩んでいくのだと思います。

　ケイトとイーノットのその後を、短いお話にして書いてみたので、あとがきをお読みになったら、最後にそちらをお楽しみください。最終巻の本編には出しきれなかったキャラクターも登場していますので。

　さて、『女神と棺の手帳』は最終巻となりましたが、新しい作品を来月出させていただくことになりました。『アドリア王国物語　幻黒の騎士と忘れじの乙女』というお話です。ケイト達とはまた違ちがったキャラクターが色々登場しておりますので、良ければそちらもチェックしていただけると嬉しいです。

　では、またお会いできる日を祈いのって。





文野　あかね　　



























「あらケイト。ちょっと肌はだが荒あれてるんじゃない？」

　ミラの大きく吊つり上がった瞳ひとみが、ケイトの頰ほおをじっと見つめた。お茶を飲んでいたケイトは、ぱちりとひとつ瞬まばたきする。

　ケイトは現在、西部エセルヒルで服ふく飾しよくの店を経営している女性ミラの屋や敷しきに招かれていた。

　広い居間へと通されてソファに座った途と端たん、開口一番にミラがチェックを入れてくる。

「そうですか？　うーん。確かに最近、ちょっと仕事が忙いそがしくて」

　頰に手を滑すべらせながら、病院での仕事ぶりを思い返す。医師として中央王立病院に配属になり、目の回る忙しさだった。最近は休みをとるために、前まえ倒だおしで仕事をしていたせいもある。

「ダメよ、ダメ。頑がん張ばってるのは分かるけど、ちゃんと睡すい眠みんもとって肌の調子も整えないと」

　ミラはそう言うと、すらりと長い足を優ゆう雅がに組み直した。服飾関係の店が連なるエセルヒルの中で、常に流りゆう行こうの最さい先せん端たんをいくミラは、「美しくあること」に重きを置いている。ケイトに着き飾かざることの楽しさを教えてくれたのが、彼女だった。

「仕事はもちろん大切だけど、自分を磨みがくことを疎おろそかにしてはいけないわ。そんなんじゃ、婚こん約やく者しやさんに愛あい想そつかされちゃうわよ」

　楽しそうに片目を瞑つぶったミラは、興きよう味み津しん々しんといった感じで身を乗り出して聞いた。

「婚約者さんはケイトのこと、綺き麗れいとかちゃんと言ってくれてる？」

　その問いに、ケイトはうっすらと頰を赤くした。金色の優やさしい瞳が思い浮うかぶ。

「え……。ええ、と。まあ……」

「あらそう。まあ、付き合う前からあなたのことは綺麗だって言ってたしね」

「そ、そうでしたっけ？」

「そうよ。明らかに、ケイトしか見えてないって感じだったじゃない。こーんなに美女の私にもなびかないんだから」

「そんなことは……、なかったと、思いますけど……」

「本っ当に鈍どん感かんだったのねえ。でも今は違ちがうでしょ？」

　ミラは微笑ほほえんで、ケイトの左手の薬指を見つめた。視線を受けて、ケイトも自分の手を見た。

　緻ち密みつなカットで、眺ながめる角度が違うだけで様々な赤色に輝かがやくルビーの指輪。イーノットがケイトに贈おくってくれた、婚約指輪だ。

　指輪を見るたびに、ケイトの心は温かくなる。自然と笑みが浮かんで、ケイトは指輪をそっと撫なでた。

「あなたの婚約者さんがね、前に言っていた言葉があるの。『世界中が彼女に優しくあればいいと思いますよ』って。ケイトの幸せを、彼は本当に祈いのってる。ずっーと前からね」

　ケイトは目を見開いた。初めて聞く話だった。

「そんなことを、言ってくれてたんですか？」

「内ない緒しよよ？」

　ミラは悪戯いたずらっ子のように人差し指を口元に立てた後、ソファから立ち上がった。

「さあ！　じゃあ本題に入りましょうか。別室に用意してあるから、移動しましょう」

　ケイトは頷うなずき、ミラの後を追った。思いがけない話に、胸が甘く締しめ付けられる。

　婚約指輪に視線を落としながら、イーノットは今いま頃ごろどうしているのだろうかと考えた。










「私があのルビーの原石を見つけた時、一いつ瞬しゆんで気に入ったんです。濁にごりのない真しん紅くの色、傷も少なく状態もいい。何より人を惹ひきつけるような魅み力りよくのようなものが存在し……」

　その頃ころイーノットは、いつまで経たっても終わらないニルスの宝石談義を聞いていた。

　エセルヒルを拠きよ点てんに宝石商を営むニルスの家は、膨ぼう大だいな数の本と宝石が眠ねむっている。今イーノットが腰こしを下ろしている椅い子すの横にも、様々な色の宝石や、研けん磨まされていないただの岩のように見える原石が置いてあった。

「……ニルス。ケイトの婚約指輪がいかに素す晴ばらしいものかは分かった。私も実物を見たし、その美しさはよく理解しているつもりだ」

「ああ！　そう言っていただけると光栄です！　やはりあなたに原石を託たくして正解でした！　あれはもともと石がいいですからね」

　ニルスが頰を紅潮させて、大きく頷く。ケイトに贈ったルビーの原石は、このニルスから買っていた。指輪への加工を依い頼らいしたのもまたここだったので、ニルスは指輪に強い思い入れがあるようだった。

「あなたが贈り物として原石を贈ったのは驚おどろきましたが、数年後にそれを婚約指輪にしてくれと頼たのまれた時はもっと驚きましたよ」

「彼女の強い願いでね。だが、私もそれがぴったりだと思ったんだ」

「売った側としては嬉うれしいことです。それにしても、どうして今日は一いつ緒しよに来てくれなかったんですか？　ケイトさんに会えるのを楽しみにしていたのに」

　ニルスが不満げに唇くちびるを尖とがらせるのを見て、イーノットは苦く笑しようする。

「すまない。どうしても女性同士で会いたいと言われてしまってね。明日あした連れてくるよ。だから今日はまず、私に先に見せてくれるか」

「仕方ありませんね」とニルスは笑うと、記き憶おくを浚さらうように目を閉じた。

「ケイトさんに会ったのは、お二人で婚約指輪を作りに来た以来ですね。あの時もお綺麗になったと思いましたが、今回会えるのも楽しみです。ケイトさんを見ると、原石だった石が少しずつ磨かれて美しい宝石になっていく様を思い浮かべるんです」

　イーノットは誇ほこらしい気持ちになった。ケイトに原石を贈ろうと決めた時のことが鮮あざやかに甦よみがえる。夢を叶かなえて未来を切り開いていく今のケイトは、イーノットが当時想像していたよりも凜り々りしく輝いている。

「確かに彼女は今、磨かれている最中かもしれない。色々なことを吸収して、成長している」

「彼女が美しくなっていくのは、あなたのおかげでもあると思いますよ」

　その言葉をくすぐったく思いながら、イーノットは笑った。

「そうなら嬉しいが、複雑な気分でもあるな」

「いらない男どもが寄ってきますものね」

　ニルスはにやりと笑うと、後ろにある棚たなからごそごそと何かを取り出し、テーブルに並べた。

「さあ、ご覧ください。お二人にふさわしいものを、ご用意しましたよ」










　ケイトは、ミラの屋敷から、エセルヒルのホテルへと戻もどってきた。大きな箱を抱かかえて、部屋をノックする。ニルスの家から一足早く帰ってきていたイーノットが、穏おだやかな笑みでケイトを迎むかえ入れた。

「おかえり。どうだった？」

「ただいま帰りました。もう、すごい！　の一言ですよ！　後で一緒に見ましょうね！」

　ケイトはそう言うと、箱を大事に部屋のベッドに置く。

「そっちはどうでした？　ニルスさん、お元気でしたか？」

「ああ。相変わらず、相あい槌づちを打つ暇ひまさえ与あたえない宝石談義を拝はい聴ちようしたよ。その後で、ようやく見せてくれた。私達がした注文以上の出来だったよ。明日一緒に受け取りに行こう」

　ケイトは「はい！」と大きく頷くと、イーノットがじっと自分を見つめているのに気付く。

「？　あの？」

「やはり、休みを取るために仕事を前倒しにして疲つかれてるんじゃないか？」

　その言葉に、ケイトはぱっと距きよ離りを取って自分の両頰を隠かくした。

「も、もしかして肌が荒れてるのに気付いてました？」

「え？　いや違うよ。少し頰が瘦やせたような気がしたんだ」

「あ、なんだ……、そっちですか」

　ケイトの拍ひよう子し抜ぬけした声に、イーノットは微かすかに眉まゆを寄せた。

「なんだ、じゃない。仕事熱心なのはいいが、無理はするな」

「確かに、ミラさんにも言われました。私も気を付けます。けど今の言葉、そのままお返ししますよ。仕事が忙しくて無理してるのは、そっちも一緒じゃないですか」

　連日深夜まで仕事を続けていたイーノットを知っていた。ケイトが腕うでを組んで言うと、イーノットが降参とばかりに両手を上げた。

「分かった分かった。じゃあ二人ともちゃんと休もう」

　イーノットに促うながされて、ケイトは部屋のソファに座った。

「ミラとはどんな話をしたんだ？」

　隣となりに座ったイーノットに尋たずねられ、ケイトはミラとの会話を反はん芻すうする。イーノットが言っていたという言葉も一緒に思い出し、じんわりと頰ほおが熱を帯びる。

「い、色々ですよ。色々！」

「なにを動どう揺ようしてるんだ？　私の悪口でも言っていたのか」

　面おも白しろそうにイーノットが顔を覗のぞきこんでくる。その余よ裕ゆうな態度に悔くやしい気分になった。ケイトの心をこんなに揺ゆり動かすのは、今もイーノットだけだ。だがケイトは、イーノットもまたそう思っていることを知らない。

「そ、そっちこそ、ニルスさんとどんな話をしてたんですか？」

　これ以上突つっ込まれると、内緒と言っていたミラとの約束を反ほ故ごにしてしまう。ケイトは無理やり話を変えた。

　イーノットは少し首を傾かしげ、ケイトを見つめる。

「君は綺き麗れいだ」

「はっ？」

　しれっと口にしたイーノットに、ケイトは瞬しゆん時じに顔を赤くする。

「そうニルスが褒ほめていたよ。以前会った時より、君が綺麗になったと」

「あっ、そ、そうですか、びっくりした……。でもそんなこと、ないと思いますけど……」

　ケイトは俯うつむいて、ごにょごにょと言葉を濁す。

「私もニルスと同意見だ」

「も、もういいですよ！　この話やめましょう！」

「聞いたのは君じゃないか」

　イーノットは笑って、逞たくましい腕の中にケイトを囲った。

「綺麗になっていく君を一番近くで見られるのは、とても嬉しいことだ。仕事に誇りを持つ君の姿を見るのも好きだ。だが時々、私以外の誰だれにも君を見せたくなくなる」

　そう言うと、ゆっくりと抱だき締められた。

「……誰も、見ていませんよ、私なんか」

　ケイトはそっとイーノットの背中に手を回す。

「君の認にん識しきがそんなだから、ますます心配になってくる」

　イーノットの困ったような声が、なんだか嬉しかった。ケイトは気付かれないように、小さく笑えみを浮うかべる。

　医師としてのケイトを誇りに思ってくれ、「綺麗だ」と伝えて女性としてのケイトもまた大事に思ってくれる。今腕に囲われているように、ケイトのありのままを包み込んでくれるのがイーノットだった。

「このように私は心が狭せまい婚こん約やく者しやだが、三日後だけはたくさんの人に君を見せびらかしたいと思う」

　楽しそうな声に、ケイトは顔を上げた。イーノットが笑っていて、ケイトも思わず微笑ほほえんだ。

　ケイトはイーノットの肩かた越ごしに、ベッドに置かれた大きな箱を見た。中に入っているのは、真っ白な光こう沢たくのある生き地じに、銀色の刺し繡しゆうで模様をあしらったドレスだ。ミラがデザインして作ってくれた、世界にひとつの純白のドレス。

　三日後、ケイトはそのドレスを着て、イーノットの隣を歩く。一生傍そばで生きていくことを、神様の前で誓ちかうのだ。その時に交かわす指輪は、ニルスが作ってくれた。

　イーノットの部下達、ケイトの夢を応おう援えんしてくれた人達、たくさんの人達が祝ってくれることになっている。

　──私の幸せを祈いのってくれてたって、ミラさんは言ってた。

　とても嬉しいと思う。ケイトもまた、イーノットの幸せを祈っている。しかし、これからは少し違ちがうのだ。互たがいが互いの幸せを願い合うのではなく。

「二人で、幸せになるんです」

　ケイトが呟つぶやくと、イーノットが「そうだな」と力強く頷うなずいた。

　ケイトは医師として、イーノットは軍人として、これからも歩んでいく。隣に並び立ち、人を癒いやし人を守るという役目を果たしていくのだ。きっと困難もたくさんあるだろう。

　でも。

「倒たおれそうになったら、私が支えてあげます！」

　拳こぶしを握にぎってイーノットにそう宣言する。イーノットは一いつ瞬しゆん言葉を失うと、次いで笑い声を上げた。

「勇ましいな」

「なんで笑うんです？　私本気ですよ」

「うん。惚ほれ直した」

「えっ？」




　穏やかで優やさしい夜は、ゆっくりと過ぎていく。
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